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工事特記仕様書１（改修）

工事特記仕様書２（改修）

工事特記仕様書３（改修）

工事特記仕様書４（改修）

工事特記仕様書５（改修）

建築概要、外部仕上表

内部仕上表１

内部仕上表２

内部仕上表３

附近見取図・配置図

１階平面図（改修前）

２階平面図（改修前）

Ｒ階平面図（改修前）

１階平面図（改修後）

２階平面図（改修後）

Ｒ階平面図（改修後）

南北立面図（改修前）

東西立面図（改修前）

南北立面図（改修後）

東西立面図（改修後）

断面図（改修前）

断面図（改修後）

断面詳細図１（改修前）

断面詳細図１（改修後）

断面詳細図２（改修前）

断面詳細図５、６（改修前）

断面詳細図３、４（改修後）

断面詳細図３、４（改修前）

断面詳細図２（改修後）
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図面リスト

N/S

断面詳細図７、８（改修前）

断面詳細図５、６（改修後）Ａ－30

Ａ－31

1/60

1/60

Ｒ階平面詳細図（改修後）

２階平面詳細図（改修後）

１階平面詳細図（改修後）

Ｒ階平面詳細図（改修前）

２階平面詳細図（改修前）

１階平面詳細図（改修前）

断面詳細図７、８（改修後）Ａ－32

Ａ－33
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Ａ－47

Ａ－48

Ａ－49

Ａ－50

Ａ－51

１階 展開図（改修前後）メインロビー

１階 展開図（改修前後）婦人教養室・広縁

１階 展開図（改修前後）ＩＴ教室・坪庭

１階 展開図（改修前）男女浴室、脱衣室

１階 展開図（改修後）倉庫２・多目的便所・湯沸

１階 展開図（改修前）男女便所・PS

１階 展開図（改修後）男女便所・PS

１階 展開図（改修前後）事務室

１階 展開図（改修前）廊下

１階 展開図（改修後）廊下

２階 展開図（改修前後）小会議室

２階 展開図（改修前後）公民館教室・坪庭

１階 展開図（改修前）管理人室・便所（改修後）倉庫１
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Ａ－59

Ａ－52

Ａ－53

Ａ－54

Ａ－55

２階 展開図（改修前後）教育支援センター１

２階 展開図（改修前）男女便所・PS

２階 展開図（改修後）男女便所・PS

２階 展開図（改修前後）廊下

１階天井伏図（改修前）

２階天井伏図（改修前）

１階天井伏図（改修後）

２階 展開図（改修前）器具庫（改修後）教育支援センター２
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２階天井伏図（改修後）

１階床伏図（改修前後）
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建具指示図、建具表１

建具表２
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1/150，1/50

1/50

建具表３

建具詳細図１

建具詳細図２

１階EV廻り平面詳細図（改修前後）

２階EV廻り平面詳細図（改修前後）

Ｒ階EV廻り平面詳細図（改修前後）

ＥＶ廻り断面詳細図（改修前後）

２階廊下出入口廻り詳細図（改修前後）

建具詳細図３

建具詳細図４

EV詳細図１

EV詳細図２

EV詳細図３

EV詳細図４

EV詳細図５

EV詳細図６

EV詳細図７

外構図（改修後）
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Ａ－82 仮設計画図
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建築・構造 機械電気

N/S構造設計標準仕様①

構造設計標準仕様②

配筋基準図①

配筋基準図②

鉄骨標準図①

鉄骨標準図②

ベースパック柱脚工法　標準図１

ＱＬデッキ合成スラブ標準図

各階伏図・軸組図

基礎・鉄骨詳細図
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機械設備特記仕様書(1)

機械設備特記仕様書(2)

配置図

衛生設備器具表

衛生設備系統図

衛生設備１階平面図(改修）

衛生設備２階平面図(改修）

衛生設備平面詳細図(改修)

衛生設備１階平面図(撤去)

衛生設備１階平面図(撤去)

衛生設備平面詳細図(撤去)

空調機器表(改修)

換気機器表(改修)

空調設備系統図

空調設備１階平面図(改修)

空調設備２階平面図(改修)

空調設備Ｒ階平面図(改修)

空調設備機械置場 平面詳細図(改修)

空調制御盤単線結線図

空調機器表(撤去)

空調設備１階平面図(撤去)

空調設備２階平面図(撤去)

空調設備Ｒ階平面図(撤去)

空調設備機械置場 平面詳細図(撤去)

AH-1参考
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電気設備工事　特記仕様書１

電気設備工事　特記仕様書２

電気設備配置図

盤図

幹線動力設備 ２階平面図（改修前）

幹線動力設備 Ｒ階平面図（改修前）

幹線動力設備 ２階平面図（改修・改修後）

幹線動力設備 Ｒ階平面図（改修後）

照明器具姿図１

照明器具姿図２

照明設備 １階平面図（改修前）

照明設備 ２階平面図（改修前）

電灯設備 １階平面図（改修後）

電灯設備 ２階平面図（改修後）

防災照明設備 １階平面図（改修後）

防災照明設備 ２階平面図（改修後）

コンセント設備 １階平面詳細図（改修・改修後）

コンセント設備 ２階平面詳細図（改修・改修後）

弱電機器姿図

弱電設備 １階平面図（改修・改修後）

弱電設備 ２階平面図（改修・改修後）

自動火災報知設備 凡例・系統図

自動火災報知設備 １階平面図（改修・改修後）

自動火災報知設備 ２階平面図（改修・改修後）

ホール照明設備 特記仕様書・仕様書・仕様明細書

ホール照明設備 調光装置　照明器具明細表

ホール照明設備 調光装置　外観図・システム系統図

ホール照明設備 照明器具姿図１

ホール照明設備 照明器具姿図２

ホール照明設備 照明器具姿図３

ホール照明設備 １階平面図

ホール照明設備 ２階平面図
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表紙・図面リスト

玉城町中央公民館改修工事



施設用途

　　活用

３８　電子メールの

　　　　に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

　すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持･管理に関する基本的事項を明らかにする。

三重県公共工事共通仕様書第1編1章1-1-1-3 2.設計図書の照査に基づく照査を実施すること。また、照査の実施において、

き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　　及び県内(管内)

工 事 特 記 仕 様 書 （ 改 修 ）

Ⅰ．工事名称

Ⅱ．工事概要

　１　工事場所

　２　敷地面積

　３　工事内容

　　　　構造

　　　　棟名称

　　　　建築面積

　　　　延べ面積

　　　　工事項目

１２　建築材料等 　１）　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか「建築材料・設備機材等品質

　　　性性能評価事業建築材料等評価名簿」（ 新版）（以下「評価名簿」という。）と同等とする。品質が求められる水準以

　　　上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

　２）　本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力県内の取扱業者から購入するよう努めること。

　３）　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「

　　　木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を、監督員に提出すること。

　４）　本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」

　　　やあかね材認証機構が認証する「あかね材」の優先利用に努めること。

　５）　本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、F☆☆☆☆以上とする。

　６)　 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用する。ただし認定製

　　　品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

　　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　７)　下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用するように努める。

１４　特別な材料の 　　改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

１５　騒音・振動の 　　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定された建設機械の使用に努めること。

１６　工事写真

(1.8.2)

　　作成する　（　・　完成図　　・　保全に関する資料　　・（　　　　　））

　　完成図作図範囲（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等）

　　完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）にかかる

　使用権は発注者に移譲するものとする。

１８　完成写真 　デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

　　箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

　　・　アルバム（大きさ335㎜×290㎜程度、カラー）　１部

１９　電子納品 　　工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

　　（提出部数　・　３部　・　　部）

　　工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

　　（提出部数　・　３部　・　　部）

２０　設備工事との 　　施工範囲

　　　・　図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

　　　・　図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

　　　・　自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　　・　駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び　操作スイッチ

　　施工図

　　　・　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受けること。

　　　認定製品の品名：　・　間伐材製工事用バリケード　・　間伐材工事用看板　・　間伐材標示板　・　（　　　　　　）

１７　完成図等

　　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事事故発生報告書を監督

　員が指示する期日までに、監督員に提出すること。

　　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

２２　事故の発生時

２１　既存部分等へ

　修する。

(1.3.13)

　　工法

　　防止

　　取合い

の処置

　　工事施工に際し、既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、監督職員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補

　　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関

２８　工事の一時中

　　　止

２３　下請次数制限

　　企業優先使用

　　本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。なお、その次数を超える下請契約を締結する場合

　は、下請契約締結前に書面により発注者の承諾を得ること。

　　本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人を含む）を三重県内に本店（建設業法

　において規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するように努めること。また、工事場所を所管する建設事務

　所管内又は隣接する建設事務所管内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者を優先して選定する

　よう努めること。なお、県外企業を下請契約の相手方に選定する場合は、下請契約締結前に書面により発注者に報告を行うこ
　と。

     物税

 ６　建設副産物情報 　　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、受注者は受注時において工事請負代金額が１億円以上の工事については、

 ７　三重県産業廃棄 　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の４月１日

　から８月31日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うこと

　ができる。

　　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請

　求することはできない。

 ８　電気保安技術者

(1.3.3)

 ９　技能士 　　職種別に可能なものについては、積極的に活用のこと。
(1.6.2)

１０　施工数量調査 　　調査範囲及び調査方法　　・　工種別の特記による

(1.5.2)

１１　調査のための 　　補修方法　　・　図示（図面番号：　　　　　）　・（　　　　　）

　　交換システムの

　　利用

    　破壊部分の補

    　修
(1.5.3)

(1.2.4)

(2.4.1)

　・　構内建物内の一部を使用する。

　　　監督員事務所の規模(単位:㎡)

　　　適用

　　　規模　　 　10程度　　　20程度　　　35程度　　　65程度　　 100程度

　　　監督員事務所の仕上げ

　　 　　部　位　等　　　　　　　　　　　　　　　　仕　上　げ

　　　　 　　床 　合板張り又はビニール床シート張り

　合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

　　　 　内壁・天井

　　　　　　屋根

組

足

個

台

着

個

個

個

台

個

個

台

個

台

台

　種類

　数量

　種類

　数量

　種類

　数量

 机・いす  温度計

 衣類ロッカー

 インターネット

 長靴

 消火器

 書棚

 雨合羽

 掃除具

 黒板・白板

 保護帽

 FAX
 受注者加入電話

 掛時計

 懐中電灯

 冷暖房機器

　・　設置する

(2.4.1)(2)(ｱ)
    設備、備品等

 ５　監督員事務所

 ６　監督員事務所の

　　配置する

　　度測定

　　測定方法（　・　パッシブ法　・　アクティブ法）

　　測定対象室及び測定個所数　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　　）

１３　化学物質の濃 　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

適用

住宅

その他

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

スチレンエチルベンゼンキシレントルエンホルムアルデヒド

学校,教育施設

パラジクロロベンゼン

(1.6.9)

　　測定時期　・　（　　　　　　　）

　　報告書提出部数　２部

　　営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部 (平成31年版)）に従い撮影すること。

　なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（平成29年3月1日

　付け国営整第211号）」による。

　工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出

　することとし、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステム

　へ実績報告を行うこと。

(2.3.2)

(表2.3.1)

　　屋内の仮設間仕切り　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　　　　　　　　　　　　　合板　厚さ　・　９㎜　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　せっこうボード　厚さ　・9.5mm　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　合板又は石こうボードの塗装　・　行う　　・　行わない

　　仮設扉　　　　　　　　設置箇所　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　仕様　　　　・　合板張り木製扉　　・　（　　　　　　）

 ４　仮設間仕切り

２
 １　騒音・粉じん等

(2.1.3)

の対策
・　防音パネル　　設置範囲　・　図示（図面番号：　　　　）

・　防音シート　　設置範囲　・　図示（図面番号：　　　　）

仮

設

工

事

 ２　足場 　足場を設ける場合には、「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の組立て、解体又は変更の

作業は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置

(2.2.1)

材料、撤去材等の運搬方法

(2.3.1)

　　既存部分の養生　　・　図示（図面番号：　　　　　） ３　既存部分の養生

　　既存ブラインド・カーテンの養生

　養生方法（　　　　　　　　　　）　　　保管場所　・　構内既存施設内　　・（　　　　　）

　　固定された備品、机、ロッカーの移動　　　・　行う　・　行わない

　種別（ ・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種　）

　 Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 Ｄ種：利用可能な階段　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(表2.2.1)

　　　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるま

　　　での期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日につい

　　　ては、請負契約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

　　　　検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残って

　　　いる期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が

　２）　専任を要しない期間

工事現場に配置する主任技術者又は監理技術者は、本工事の入札公告で定める技術者要件を満たす者としなければならない。

　１）　技術者要件

　（２）　検査終了後の期間

２４　総合評価方式

　で、貴社の評価点において発注工事の加算点（満点）の１割を減点します。

　　本工事で提案不履行があった場合は、本工事完成年度の翌年度に総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）

２７　主任技術者又

　　　は監理技術者

　１）　消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

　　　　・本工事（　・　建築工事　　・　電気設備工事　　・　機械設備工事）　　・　別途工事

　２）　防火対象物使用開始届出書

　　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

２６　消防法関係の

　　手続き

２５　不当介入を受

　　　要な協力を行うこと。

　　　うこと。

　　　と。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

    　けた場合の措

    　置

　　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１４号）を受けた場合の措置について

　　　断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必

　１）　受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１２号）による不当介入を受けた場合は、

　３）　受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行

２９　労働安全衛生

　れたものとみなす。

    　法に基づく労

    　働災害防止措

    　置

　規定に基づき、本工事の請負者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することにより得ら

　　労働安全衛生法第30条第１項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の

３０　建築基準法に 　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　基準風速 Vo=34 m/s

　　地表面粗度区分（　・　Ⅱ　・　Ⅲ）

　　　基づき定まる

　　　風圧及び積雪

　　　荷重

３１　火災保険等

　等を提示しなければならない。

　１）　保険の目的物　　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

　２）　保険の加入期間　　工事着手後速やかに加入し、完成引き渡しまでの間

　３）　保険金額　　　　　原則として請負金額に相当する金額

　　三重県建設工事請負契約書５２条第1項の規定により,火災保険、建設工事保険又はその他の保険等に加入し、その加入証券

３２　不正軽油の使 　１）　一般事項

　　　に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。

　３）　是正措置

　２）　調査の協力

　　用の禁止

　　　の燃料として、不正軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規定に違反する燃料をいう。)を使用して

　　　はならない。

　　　　受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。また、受注者は下請負者等

　　　　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。また、受注者は下請負者等

　　　　県工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等

３９　設計図書の照査

なお、監督員の請求があった場合は、照査の実施が確認できる資料を提示すること。

契約書第18条第1項1号から5号に該当する事実がない場合についても、その旨を監督員に報告すること。

　　「電子メールを活用した情報共有における実施要領　令和元年7月」を適用する。

　　（三重県ＨＰ「三重県の公共事業情報」を参照）

３７　現場での安全

　　原則)

　　確保(自主施工

　　受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任において定め、工事を実施すること。

　協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切な安全確保の措置を講じたうえで、工事を実施すること。

　　設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の変更や計上が必要な場合は、監督員と

３６　社会保険等未

　　加入対策

　　適用除外でないにも関わらず、社会保険等に未加入である建設業者を下請負人としてはならない。

　　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請業者が社会保険等に加入しているかど

　うかを確認すること。また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応すること。

３５　屋外広告物 　　屋外広告物を設置する場合は、「三重県屋外広告物条例」第２３条に規定する屋外広告業の登録事業者であること。

３４　保全に関する 　　・　２部　　・（　　　　　）

　　資料

　　中間技術検査

　　実施回数　　　　・　　　　　　　回

　　実施する段階　　・（　　　　　　）

３３　技術検査

　（１）　現場施工に着手するまでの期間

　２）　１)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに発注者に報告するこ

工事の一時中止の取り扱いについては「工事の一時中止のガイドライン」（平成29年7月 三重県県土整備部）による。

　　三重県建設工事請負契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に

　関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、協議する。

外部足場　　　・　設置する（設置範囲　 ・　工事に必要な範囲　 ・　Ａ-007　　　）　　　・　設置しない

防護シート　　・　設置する（設置範囲　 ・　工事に必要な範囲　 ・　 A-007　  　）　　　・　設置しない

内部足場　　　・　設置する（ ・A-007　）　　　・　設置しない

　　積雪区分（　25　　）㎝

玉城町中央公民館改修工事

三重県度会郡玉城町　下田辺　地内

中央公民館

Ⅲ．建築改修工事仕様

　１　共通仕様

　２　特記仕様

　　　(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

章

１

項 目 特 記 事 項

一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

２）建築工事標準詳細図

 １　適用基準等 　１）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

 ２　施工条件
(1.3.5)　　　施工可能日　　　・　指定なし

　　　　　　　　　　　・　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

　　　施工可能時間帯　・　指定なし　・　　時　～　　時

　　　概成工期　　　　・　指定なし　・　　年　　月　　日

 ３　部分引渡し、部 　・　部分引き渡しあり　・　部分使用あり

　　　指定部分（　　　　　　　　　　　　　）

　　　時　　期（平成　　年　　月　　日～　）

 ４　埋蔵文化財調査 　埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

　　・　発掘調査等の実施あり

　　・　発見された場合、発掘調査等の実施あり

 ５　発生材の処理等

(1.3.12)

造成等

基礎・基礎ぐい

上部構造部分・外装

屋根

その他

工程 作業の有無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

分別解体等の方法

建築設備・内装等

　　分別解体等の方法

　・ 本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に

　　 関する法律」（平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令で定める建設工事の規模に

　　 関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施につい

　　 て適正な措置を講ずることとする。

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

　　・　引き渡しを要するもの　　・　有（　　　　　）

 　分使用

　　　(3) 項目欄に記載の（　）内表示番号は改修標準仕様書の該当項目等を示す。

　　・　現場において再利用を図るもの　　（　　　　　）

　　・　再資源化を図るもの　　　・　コンクリート塊

　　　　　　　　　　　　　　　　・　アスファルトコンクリート塊

　　　　　　　　　　　　　　　　・　建設発生木材

　　・　特別管理産業廃棄物　　　・　有（　　　　　）　　処理方法（　　　　　）

　　・　水銀使用製品産業廃棄物　・　有（　・　蛍光ランプ　　・　HIDランプ　・（　　　　　　））

　・　監督員と協議し決定する。

　様書(9.1.5)に従い処理する。

　　成形板等の解体・撤去にあたっては、事前に石綿含有に係る施工調査を行う。含有が判明した等の場合、改修標準仕

鉄筋コンクリート造、鉄骨造（ＥＶ棟）

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

工 事 特 記 仕 様 書 １ （ 改 修 ）

A-01

N / S

本工事は、Ａ棟（多目的ホール）の空調機器の更新、照明機器のＬＥＤ化、Ｂ棟（管理棟）の

１階・２階の模様替え、空調機器の更新、照明機器のＬＥＤ化及び床、壁、天井の改修工事と

　　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書　令和2年8月制定版」及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工

　　　事編）令和4年版（以下「改修標準仕様書」という。）」による。

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

（　外構　　）

6325.00 ㎡

904.45㎡

1176.05㎡（24.08㎡+1151.97㎡）

ユバーサルデザインに対応するＥＶ棟の新築工事を行うものとする。

上記に伴う建築工事、電気設備工事・機械設備工事　一式　　※なお本工事は居ながらの工事とする



　　　増張り　　・　図示（図面番号：　　　　　）

・ 目地ひび割れ部改修工法

(3.3.5)

３　改修工法等

(4.4.5)

(4.5.5)

　・　樹脂注入工法

　　　種類　・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　・　手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　・　機械式エポキシ樹脂注入工法

　　　材料　エポキシ樹脂JIS A6024(建築補修用注入エポキシ樹脂)

　　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入間隔（　　　　　）

　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入口間隔（　　　　　）

　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入口間隔（　　　　　）

　　　　　　・　低粘度形　　・　中粘度形

　　　コア抜取検査　・　行う　　・　行わない

　　　　　　・　抜取り個数（　　　　　）

　　　　　　・　抜取り部分補修方法（　　　　　）

(4.3.5)

(4.4.6)

(4.5.6)

　・　Ｕカットシール材充填工法

　　　材料　・　シーリング用材充填

　　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂充填

　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタル充填

(4.3.6)

(4.4.7)

　・　シール工法

　　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂

　　　材料　・　パテ状エポキシ樹脂

(4.3.7)

(4.4.8)

　・　充填工法

　　　材料　・　エポキシ樹脂モルタル

　　　　　　・　ポリマーセメントモルタル

　　　　　　　（　・ＰＵ－１　　・　ＰＵ－２　　・（　　　　　））

　　　　　　・　行う　　・　行わない

　・　モルタル塗替え工法

(4.4.10)

(図4.4.1)

(4.4.11)

(図4.4.2)

　・　アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　・　アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

(4.4.12)

(図4.4.2)

　・　アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

(4.4.13)

(図4.4.3)

　・　注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

(4.4.14)

(図4.4.4)

　・　注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

(図4.4.4)

(4.4.15)

　・　注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

(4.5.7)

　・　タイル部分張替え工法

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　材料　　・　ポリマーセメントスラリー（　　　　　）

　　　　　　　・　注入口付アンカーピン（　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　））

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数及び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数及び注入口の配置　・　標準　　・（　　　　　）

(4.5.8)

　・　タイル張替え工法　

タイルの大きさ 工法 塗り厚(mm)

タイル側 3～4

小口以上二丁掛け以下

・　25mm角を超え小口未満

・　小口未満
・　ユニットタイル

・　外装　タイル

・　密着張り

・　改良積み上げ張り

・　改良圧着張り

・　マスク張り

・　モザイクタイル貼り

　　　　 5～8

下地側　 4～6

　　　　 3～4

　　　　 3～5

(4.5.15) 　・　注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

(4.5.16)

　・　目地ひび割れ部改修工法

　・　伸縮調整目地改修工法

　　　伸縮調整目地

　　　検査　シーリング接着性試験　

　　　注入口付アンカーピンの本数（　　　　　本）

　　　（位置　　　　　寸法　　　　　×　　　　　）

　　　・　行う（　・　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験）

(表4.5.4)

(4.4.9)

　　工法　　・　図示（図面番号：　　　　）

 ８　アルミニウム製

(表3.9.1)

　　部材の種類

　　　・　押出し250形

　　　・　押出し300形

　　　・　押出し350形

　　　・　板材折曲げ形（本体幅（　　　　　）㎜、板厚　・　2.0㎜　　・（　　　　　　））

　　固定金具の間隔（　　　　　㎜）

　　固定方法　　・（　　　　　　）

(3.9.3)

　　表面処理　　・（　　　　　　）

　　工法　　　既存笠木等の撤去　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　下地補修の工法　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　板材折曲げ形の笠木の取付方法　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　笠木固定金具の工法　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応したか固定金具の間隔固定方法等は施工計画書として提出する。

２　改修工法の種類

(4.1.4)

(4.1.5)

外壁 種類 改修工法

・　コンリート打放し

　　仕上げ外壁

ひび割れ部

欠損部

・　樹脂注入工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シール工法

・　樹脂注入工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シール工法

・　充填工法

・　モルタル塗替え工法

ひび割れ部

欠損部

・　アンカーピンニング

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・　注入口付アンカーピンニング

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・　充填工法

・　モルタル塗替え工法

浮き部

・ 樹脂注入工法

・ Ｕカットシール材充填工法
ひび割れ部

欠損部
・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

・ アンカーピンニング

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ タイル張替え工法

・ タイル部分張替え工法

　・ エポキシ樹脂注入タイル固定工法

目地

浮き部

・ 薄付け仕上塗材塗り

・ 厚付け仕上塗材塗り

・ 複層仕上塗材塗り

・ 可とう形改修用仕上塗材塗り

・ 各種塗料塗り

・ マスチック塗材塗り

　　げ外壁

・　モルタル塗り仕上

・　タイル張り仕上げ

　　外壁

４
　
外
 壁
 
改
 
修
 
工
 
事

 １　施工数量調査 　　・　行う　・　行わない

　　　　調査範囲　・　全面　　・（　　　　　）

　　　　調査項目　・　ひび割れ部（・　幅0.2㎜　　・　0.2㎜～1.0㎜　　・　1.0㎜以上）

　　　　　　　　　・　はがれ及びはく落部分

　　　　　　　　　・　浮き部

　　　　調査方法　・　打診、目視及びクラックスケール等（　・　足場　　・　ゴンドラ）

　　　　報告書　２部（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

    笠木

　　　　 工　法 　　　　　　　種　別 　　　　　施　工　箇　所

　　　　・　P1B

　　　　・　P1E

　　　　・　P2E

　　　・　B-1　・　B-2　・　B-3

　　　・　E-1　・　E-2　　　   

　　改質アスファルトルーフィングシート

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

(3.3.2)　　断熱工法の断熱材（P1BI,P2AI,T1BI,P0DI,M3DI,M4DI）

　　　材質　・（　　　　　）

　　　厚さ　・（　　　　　）

　　　ルーフドレン回り及び立上がり部周辺断熱材の張りじまい位置　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　脱気装置（M3D,P0D,P0DI,M3DI,M4DI）

　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　・　設けない

　　・　仕上塗料　種類（　　　　　）　使用量（　　　　　）

 ２　改質アスファル

(3.4.2)

　　改質アスファルトシート

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシート

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　断熱工法の断熱材（M3ASI,M4ASI,P0ASI）

　　　材質、厚さ（　　　　　）

　　　図示　・（　　　　　）

(3.4.3)

(表3.4.1)～

(表3.4.3)

工法

・　M4AS

種別 施工箇所

・　AS-T1　・　AS-T2

・　AS-J2　　　　　 

仕上塗料

　　脱気装置
　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　　・　設けない

 ３ 合成高分子系

(3.5.2)

　　ルーフィングシート

　　固定金具の材質及び寸法形状　・図示（　　　）

　　断熱工法の断熱材（P0SI,S4SI,S3SI,M4SI）

　　　材質、厚さ（　　　）

　　　　　・図示（　　　）

(3.5.3)

(表3.5.1)～

(表3.5.3)

・　S3S 

・　S-F2(SI-F2)

・　S-F1(SI-F1)

・　S3SI

　　　　 工法 　　　　　種別 　　　　　種別 　　　　仕上塗料

(3.5.3)　　脱気装置

　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　　・　設けない

(3.5.4)　　既存防水層下地がPCコンクリート部材の場合

　　　目地処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　保護層の施工・　図示（図面番号：　　　　　）

 ４　塗膜防水

(表3.6.1)

(3.6.3)

　　　　　工法

　　　　・　P0X
　　　　・　L4X

　　　　　種別

　 ・　X-1　・　X-2

　　　　施工箇所 　　　　仕上塗料

　　脱気装置

　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　　・　設けない

　　　　　工法 　　　　　種別 　　　　施工箇所

　　　　・　P1Y
　　　　・　P2Y 　　・　Y-2　・　   

　　保護層　・　図示（図面番号：　　　　）

　　トシート防水

　　防水

 　ルーフィング

   シート防水

２
　
仮
 
設
 
工
 
事

　　構内既存の施設　

　　・　利用できる（　・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　構内既存の施設　

　　・　利用できる（　・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　に含まれる。

　　配置　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料金は、本工事

 ８　工事用水

 ９　工事用電力

 １０　交通誘導警備員

　　構内既存の施設

　　・　利用できる　　・　利用できない

 ７　仮設便所

(3.3.3)

(表3.3.3)～

(表3.3.10)

　　　　　　・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ（スキンあり）

　　　　　　・　硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号

　　　　　　・　硬質ウレタンフォーム断熱材２種２号

　　保護コンクリートの厚さ　　こて仕上げ　　・　水下80mm以上　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　床タイル張り　・　水下60mm以上　　・（　　　　　）

　　屋上排水溝の適用　・　適用する

　　保護層　　　　　　・　設ける　　・　設けない

　　こて仕上げの場合のコンクリートの平たんさ　　　・　ａ種　　・　ｂ種　　・ｃ種(表8.1.5)

(3.3.3)(2)(ｲ)

(3.3.3)(3)

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.5.1)～(表3.5.3)による　・（　　　　　）

　　絶縁用シート　・　発泡ポリエチレンシート　

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.5.1)～(表3.5.3)による　・（　　　　　）

(3.6.3)(1)

(3.6.3)(2)

 ５　既存防水層表面 　　（M4AS,M4ASI,M4C,M4DI）　・　行う　・　行わない

　　（L4X）　　　　　　　　　・　行う　・　行わない    の仕上塗装の除

　　去
(3.2.6)(3)(ｲ)

(3.2.6)(3)(ｶ)

(3.7.2)

(表3.7.1)

　材料

種類 材種

シリコーン系

施工箇所

・　SR-1

 ６　シーリング

変成シリコーン系

ポリサルファイド系

ポリウレタン系

・　MS-2

・　PS-2

・　PU-2

(3.7.4～7)　　工法

　　　・　シーリング充填工法

　　　・　拡幅シーリング再充填工法

　　　・　ブリッジ工法

(3.7.8)　　シーリング材の試験

　　　・　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験　　・　行わない

(3.8.2)
　　材種　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）　　・　配管用鋼管（白管）

(表3.8.1)

 ７　とい

　　とい受金物及び足金物

形状 取付け間隔

(3.9.2)(3)

(表3.8.2)

(3.9.3)(2)

(3.9.2)(4)

・（　　　　　　　　　　　　　）

・ 伸縮調整目地改修工法

・ 外壁用塗膜防水材塗り

・　塗り仕上げ外壁 新規仕上げ

(4.3.4)

(4.2.2)(1)

(4.2.2)(2)

(4.2.2)(3)

(4.2.2)(4)

(4.2.2)(7)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(8)

(4.2.2)(8)

(4.2.2)(9)

タイルの種類

　　　　 7～10

　　　張替え材料　　・　ポリマーセメントモルタル

　・　接着剤（一液反応硬化形変成シリコーン樹脂）　　・　（　　　　　　　　　　）

施工箇所 標準・特注色の別 耐凍害性の有無寸法形状 耐滑り性

　　　　・　既製目地材の適用及び形状（　　　　　）

　　　・　仕上げ厚（　　　　　）

　・　試験張り　・　行う　・　行わない

　・　役物（　・　一体成形　　・　接着加工）

　・　見本焼き　・　行う　・　行わない

　・　既調合モルタル　・　使用する　・　使用しない

 １　アスファルト

　　　材料　・　現場調合材料　　・　既調合材料

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　立上り保護　　　　・　乾式保護材（　　　　　）　　　　・コンクリート押え

　　　　　　　　　　　・　れんが（材種　・　JＩS　R1250） ・モルタル押え

３
　
防
 
水
 
改
 修
 
工
 事

といの材種

竪どい

軒どい 1.0ｍ以下

1.2m以下

120角

Φ65

　　　・　シーリング再充填工法

　　　　　　・（硬質塩化ビニル雨どい　）

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

工 事 特 記 仕 様 書 ２ （ 改 修 ）

A-02

N / S



・　図示

・
・　図示

・　図示

(表4.2.4(その1)

(その2))

種　類 呼び名

薄付け仕上塗材 ・　外装薄塗材Ｅ

・　外装厚塗材Ｃ

・　外装厚塗材Si

・　外装厚塗材Ｅ

仕上げ形状 工法

・　砂壁状

・　ゆず肌状

・　平たん状

・　ゆず肌状

・　さざ波状

・着色骨材砂壁状

ローラー

こて

吹付け

・　こて

・（　　　　　　） ・（　　　　　　）

・　凸部処理

・　平たん状

・　ひき起し

こて

吹付け

吹付け

・こて

・ローラー

・　吹放し

・　吹放し

・　凸部処理

・　平たん状

・　ひき起し

・　掻き落とし

・　吹付け

・　凹凸状

・　凹凸状

・　凹凸状

・（　　　　　　）

厚付け仕上塗材

４　塗り仕上げ

５

建

具

改

修

工

事

１　改修工法

(5.1.3)

　・　かぶせ工法

　・　撤去工法

２　防火戸

(5.1.4)

３　見本の製作

(5.1.5)

４　防犯建物部品

（5.1.7）

５ ブラインドボッ

６　アルミニウム製

　　建具

　　・　カバー工法　　・　持出し工法　　・　ノンシール工法

　・　例示仕様　　　　・　個別認定（認定番号：　　　　）

　・　自動閉鎖機構　　・　図示（図面番号：　　　　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　再使用する　　・　再使用しない

(5.2.2)

(表5.2.1)

(5.2.4)

７　網戸

　防虫網の材質

　網目

８　樹脂製建具

９　鋼製建具 　鋼製建具の性能等級

　　・　簡易気密性ドアセット

　　・　外部に面する建具の耐風圧

(5.4.2)

　・　可動式　　・　固定式

　・　合成樹脂製　　・　ガラス繊維入り合成樹脂製　　・　ステンレス(SUS316)製

　・　16メッシュ　　・　18メッシュ

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　ガラス　　・　複層ガラス　　・（　　　　　）

　建具枠見込寸法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　水切り　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　ぜん板　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　丁番　　・　改修標準仕様書(表5.7.3)による　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

１１　ステンレス製

(5.6.2)

(5.4.2)

　ステンレス製建具の性能等級

　　・　簡易気密性ドアセット

(5.6.3)

(5.6.4)

(5.6.5)

１２　建具用金物

(5.7.2)

(5.7.4)

　金物の見え掛かり部等の材質等

　　・　外部に面する建具の耐風圧

　　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　材料　・　SUS304　　・（　　　　　）

　表面仕上げ　・　HL仕上げ　　・（　　　　　）

　曲げ加工　・　普通曲げ　　・　角出し曲げ

　マスターキー　・　製作する　　・　製作しない

　引渡用鍵箱　　・　必要　　　　・　不要

　　・　改修標準仕様書(表5.7.1)による

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

６ １　一般事項 　既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲

改修部分

・　天井

・　壁　

改 修 範 囲

　天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲

　天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

    地補修

２　既存床撤去、下 　既存床仕上げ材の除去等

　浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

　合成樹脂塗り床材の除去等

　改修後の床の清掃範囲

　　・　施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲

    地補修

３　既存壁撤去、下

(6.3.2)

　既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法

　製材

部位 樹種・寸法・形状 等級 含水率

・　図示

　（図面番号：　　　　）
・（　　　　）

・（　　　　）

　「製材の日本農林規格」以外の製材

　樹種

部 位 県 産 材

　「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

　造作用集成材

部 位

　（図面番号：　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）

造作用集成材

化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用 ・　図示

　（図面番号：　　　　）

　　・　行う　　・　行わない

　　・　機械的除去工法　　・　目荒し工法

　　・（　　　　　）

　　・（　　　　　）

・（　　　　）

内

装

改

修

工

事

(表5.3.1)～

(表5.3.3)

(5.3.2)～(5.3.5)

造作用集成柱

   クス等

　　建具

(4.2.2)(10)

ローラー

・　防水形複層塗材Ｅ

・　ゆず肌状

・　凸部処理
吹付け

・　複層塗材RE

・　防水形複層塗材RE

ローラー

吹付け

・　可とう形改修塗材Ｅ ・　平たん状

・　さざ波状

・　ゆず肌状

・　可とう形改修塗材RE

・　可とう形改修塗材CE

複層仕上塗材

・（　　　　　　） ・（　　　　　　） ・（　　　　　　）

・　凹凸状

可とう形改修用
仕上塗材

・　複層塗材Ｅ

　・　外装厚塗Ｃの上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　　　材所要量（　　　　　㎏／m2）

　・　マスチック塗材塗り　・　Ａ種　　・　Ｂ種(4.7.2)

(表4.7.1)

(表4.2.5)

樹脂種類 溶媒種類 外 観

・　艶有　・　艶無　・　メタリック・　溶剤系

・　弱溶剤系 ・　艶有　・　艶無

・　水系 ・　艶有　・　艶無

・　シリカ系

・　アクリル系

・　水系 ・　艶無

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

・ ポリウレタン系

・　アクリル

　　シリコン系

・　ふっ素系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

（注）　艶無及びメタリックは、可とう形複層塗材、防水形複層塗材、及び可とう形改修塗材には適用しない。

(4.6.4) 　下地調整

　・　C-1　　・　C-2　　・　CM-2　　・　E　　・（　　　　）

(4.6.3) 既存塗膜等の除去及び下地処理

・　高圧水洗工法

・　サンダー工法

・　塗膜はく離剤工法

処理範囲

・　水洗い工法（ ・　デッキブラシ　・　高圧ポンプ ）

工法

　複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の上塗材の種類

仕上げの形状種類 工法

・　凹凸状

・　凸部処理

・　ゆず肌状

・　さざ波状

　外壁用塗膜防水材の仕上げの形状及び工法

外壁用塗膜防水材
・　吹付け

・　ローラー

(表4.2.6)

(5.1.6)(3)

　外部建具の性能等級等　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　・　結露水の処理方法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　枠の見込み寸法　　・　70㎜　　・　（　　　　）

　・　外部に面する建具（過酷な環境の屋外）

　　　・　BA-1　　・　BA-2　　・（　　　　）

　・　内部に面する建具

　・　外部に面する建具（一般的な環境の屋外）

　　　・　BB-1　　・　BB-2　　・（　　　　）

　　　・　BC-1　　・　BC-2　　・（　　　　）

(表5.2.2)

(5.2.3)(5)

　外部に面する樹脂製建具の性能等級等

(5.2.3)(1)

(5.6.3)(1)

(5.2.2)(2)

(5.4.4)

(5.5.4)

(5.5.3)

(5.5.5)

(5.5.2)

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　　　鋼板類の厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　　　鋼板類の厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　H>2400又はW>950の建具

　・　H>2400又はW>950の建具

　　・　簡易気密性ドアセット

　鋼製軽量建具の性能等級１０　鋼製軽量建具

　　・　ステンレス鋼板（　・　HL　　・　鏡面）

　　・　カラー鋼板

　　・　ビニル被覆鋼板

　　・　塗装

　表面仕上げ

　　・　（　　　　　　　　　）

(6.1.3)(2)

(6.1.3)(3)

(6.1.3)(5)

(6.2.2)(1)(ｱ)

(6.2.2)(1)(ｲ)

(6.2.2)(3)

(6.5.2)(2)(ｱ)

(表6.5.3) 

(表6.5.2)

(6.5.2)(1)(ｲ)

(6.5.1)(3)

(表6.5.1)

４　木下地等

　木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）

部材名称

下地材

造作材

種 別

・　Ａ種　・　Ｂ種

　表面仕上げ

保存処理 材面の品質

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

(6.5.2)(2)(ｲ)

(6.5.2)(2)(ｳ)

(表6.5.4) 　造作材の材面の品質　・　Ａ種　　・（　　　　　）

　樹種、寸法、材面の品質、防虫処理、含水率　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.5.2)(3)(ｱ)

品 名 ・ 樹 種 厚さ見付け材面の寸法・品質・数

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・　図示
・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

　・　製作する　　・　製作しない ・　木製建具は施工図、使用材質の確認後、製作を行うこと

　・　建具の製造所の仕様による

(5.13.2)(2)

(5.13.2)(1)

(5.13.4)

　　ク積み

　　法、形状等

　工法　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　化粧カバー　・　図示（図面番号：　　　　　）

　金属枠、補強材　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　表面形状、寸法、厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　シーリング　　・　ガスケット（　　　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施行計画書として提出する。

　ガラスブロック

(5.13.5)

２１　ガラスブロッ

(5.13.3)

２０　ガラス溝の寸

１９　ガラス留め材

１８　板ガラス

１３～１７省略

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.6)

(16.7.3)

(表16.7.7)

(表16.7.3)

(16.7.4)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　 

フラッシュ戸、戸ぶすまの合板

　引戸の召合わせ　　・ いんろう付き　図示（図面番号：　　　　）

フラッシュ戸の形状

かまち戸　　かまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　表面板の厚さ　　　・ 標準仕様書[表16.7.6]　　・（　　　　　）

ふすま　　　　　　　   　 種別　　・ Ⅰ型　　・Ⅱ型

22.木製建具

　　　　　　　　　　上張の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　　　　　　縁の仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

(表16.8.4)

(表16.8.3)

(表16.8.2)

(表16.8.5)

レバーハンドル、クレセント等の取付け位置

丁番の枚数、大きさ

　金属製建具　　・標準仕様書[表16.8.2]　　・（　　　　）

　樹脂製建具　　・標準仕様書[表16.8.3]　　・（　　　　）

　木製建具　　　・標準仕様書[表16.8.4]　　・（　　　　）

戸車、レールの外径等　　・標準仕様書[表16.8.5]　　・（　　　　）

各木製建具の見込み寸法　・標準仕様書[表16.7.7]

　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　・　はつり工法　　・　引抜き工法　　　・　取り外し

　・　図示（図面番号：A-119・A-213）

　種類、材面の品質　　　　　　　　・ 図示(図面番号：A-119・A-213　　)

枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：A-119・A-213)

　　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：A-119・A-213)

・　図示（図面番号：A-107・207）

・　図示（図面番号：A-111・112・115・116・209・210）

・　図示（図面番号：A-106・205）

　　・　図示（図面番号：A-107・111・112・115・116・207・209・210）　　・（　　　　　）

　　・　図示（図面番号：A-107・111・112・115・116・207・209・210）　　・（　　　　　）

・　床　

・　Ａ種　・　Ｂ種

　　　手加工　・　Ｈ－Ａ種　　・　Ｈ－Ｂ種　　・　Ｈ－Ｃ種

　　機械加工　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　「製材の日本農林規格」による製材(三重県産材を使用する）

　下地材

　造作材

　根太・胴縁・野縁ほか

　幅木・廻縁・枠・額縁ほか

杉・桧

杉・桧

樹 種

使用する

使用する

造作用

針葉樹製材

針葉樹製材

下地用

針葉樹製材

構造用
・（特一、化粧）

・（特一）

（上小、源平上小）
　（図面番号：A-101,A-201）

　（図面番号：A-121,A-215）

・（15%以下）

・（15%以下）

・（18%以下）

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

工 事 特 記 仕 様 書 ３ （ 改 修 ）

A-03

N / S



　「集成材の日本農林規格」以外の製材

　「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

　造作用単板積層材

部位 表面の品質 防虫処理

造作用単板積層材 ・（　　　　） ・（　　　　）
・　図示

　（図面番号：　　　　）

　「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

　樹種、寸法、見付け材面の品質　・　図示（図面番号：　　　　　）

　含水率　　・　１５％以下　　　・（　　　　　）

　含水率　・　１４％以下　　　・（　　　　　）

　・　釘留め工法

材料 種別 樹種

・　（　　　）

・　　なら　　
・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

　・　フローリングボード

　　（根太張用）

　・　複合フローリング

　　（根太張用）

　防湿処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　接着工法

材種 樹種 厚さ 大きさ

・　フローリングブロック（直張用）

・　フローリングボード（直張用）　

(6.11.5)

７ １　材料 　・　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

２　下地調整

(7.2.1～7.2.7)

(表7.2.1）～

（表7.2.7)

　既存塗膜の除去範囲（塗り替えでＲＢ種の場合）

　・　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

塗

装

改

修

工

事

　種別

下地 種別 ひび割れ部の補修

・　行う

・　行う

・　行う

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　木部

・　鉄鋼面

・　亜鉛めっき鋼面

・　モルタル、プラスター面

・　コンクリート、押出成形セメント板面

・　せっこうボード、その他ボード面

・　コンクリート、ＡＬＣパネル面

１０　フローリング

(6.11.4)

(表6.11.2)

　　　張り

(6.5.2)(3)(ｲ）

(6.5.2)(4)(ｱ)

(6.5.2)(4)(ｲ)

　寸法、表面の品質、防虫処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

品名・寸法

(6.5.2)(5) 　「直交集成板の日本農林規格」による直交集成板

樹種名 接着の程度 等級 板面の品質 防虫処理等 厚さ

(6.5.2)(6) 　・　合板等

平場

階段部分 ・　市松敷き　・　模様流し　・（　　　　）

・　市松敷き　・　模様流し　・（　　　　）

９　合成樹脂塗床

 (表6.10.4)

　　・　樹脂モルタル仕上げ（・　平滑　・　防滑）　・　薄膜型塗床仕上げ（・　平滑）

　　・　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ　　・　つや消し仕上げ

　弾性ウレタン樹脂系塗床の仕上げ種類、工程

　エポキシ樹脂系塗床の仕上げ種類

(表6.10.8)

(表6.10.5)～

(6.8.2)

　材料

　・　ビニル床シート【JIS A 5705（ビニル系床材）】

種類の記号 色柄 厚さ 備考

ＦＳ 無地 2.0㎜

　・　ビニル床タイル【JIS A 5705（ビニル系床材）】

種類の記号

　・　帯電防止床シート又は床タイル

種類 性能

　・　視覚障害者用床タイル

種類 形状 備考

ビニル床タイル

　・　耐動荷重性床シート

種類

種類 厚さ 備考

　・　ゴム床タイル

種類

　・　防滑性床シート又は床タイル

300×300×7.0㎜

７　ビニル床シート、

　　ビニル床タイル

　　及びゴム床タイ

　　ル張り

　・　防虫処理

５　軽量鉄骨天井下

　　地

(6.6.2)

(表6.6.1)

(6.6.3)

　野縁等の種類

　形式及び寸法

６　軽量鉄骨壁下地

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　屋内　　・　19形　　・（　　　　　）

　　・　屋外　　・　25形　　・（　　　　　）

　　・　屋外　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　耐震天井　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）(6.7.3)

　スタッド、ランナー等の種類

(6.5.3)(1) 　接合具等

　造作材化粧面の釘打ち　・　隠し釘打ち　　・　（　　　　　）

　品名、曲げ強度、種別、接着性能、樹種及び寸法　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.5.5)(2)

　・　防腐、防蟻処理

　　　適用部位　図示（図面番号：　　　　　）

　　　保存処理性能区分（　　　　　）

　　　薬剤の塗布等の処理方法（　　　　　）

(6.5.3)(2) 　諸金物

　形状、寸法及び材質　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.5.5)(1)

　　　ボード原料接着剤への防腐・防蟻処理（　　　　　）

　　　附属書Ａに基づく表面処理用木材保存剤　・　適用する（　・薬剤の種類（　　　　）　・　適用部材（　　　　））

　　・　ふところ≧1.5m　　・　改修標準仕様書(6.6.4)(8)　　・　図示（図面番号：　　　　　）

（6.6.4） 　既存埋込みインサート

　既存埋込みインサート、あと施工アンカーの確認試験

　　・　行う（　図示（図面番号：　　　　　　））　　・　行わない

　　・　確認試験の箇所数（　　　　箇所）　　・　確認強度（　　　　　　）

　　・　使用する　　・　使用しない　（※使用する場合は、確認試験を行う）

　耐震性・耐風圧性を考慮した補強

(6.8.2)(1)

(6.8.2)(2)

(6.8.2)(3)(ｱ)(ｲ)

ＫＴ

色柄 厚さ 備考寸法

厚さ 備考寸法

(6.8.2)(3)(ｳ)

(6.8.2)(3)(ｴ)

(6.8.2)(3)(ｵ)(ｶ)

寸法

備考厚さ

厚さ 備考寸法色柄

(6.8.2)(5)

　工法(6.8.3)(1)

　　下地　　・　モルタル塗り　　・　セルフレベリング材塗り　　・　木下地　　・　その他（　　　　　）

　ビニル床シート張り

　　熱溶接工法　・　適用する　　・　適用しない

(6.8.3)(2)(ｳ)

　・　織じゅうたん

帯電性

　・　カットパイル

　・　ループパイル 　・（　　　　）

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。（以下同様）

パイルの形状

(表6.9.2)

　・　タフテッドカーペット

パイルの形状 パイル長(㎜) 帯電性 工法 品質の程度

　・　人体帯電圧

・　人体帯電圧

　　　3KV以下

　　3KV以下

　・（　　　　）

・（　　　　）

・ グリッパー工法

・ 全面接着工法

　・　カット、ループ併用

・　カット、ループ併用

・　カットパイル

・　ループパイル

　・　ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 備考帯電性

　・　人体帯電圧

　　　3KV以下

　・（　　　　）

(表6.9.2)

　・　タイルカーペット

種類 パイルの形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 品質の程度

・500×500 ・6.5

・（　　　　）

・（　　　　） ・（　　　　）
・（　　　　）

　・　カットパイル

　・　ループパイル

　見切り、押え金物　・　適用する（材質、種類及び形状　　・　図示（図面番号：　　　　　））

　下敷き材　　　　　・　第２種第２号、厚さ８㎜　　・（　　　　　）

８　カーペット敷き

(表6.9.1)

(6.9.3)(1) 種別

　・　Ａ種

　・　Ｂ種

　・　Ｃ種

糸の種類

　・　そ毛

　・　紡糸

　・（　　）

品質の程度 色柄

　・　無地

　・　柄物

(6.9.2)(2)

(6.9.2)(3)

(6.9.2)(4)

(6.9.2)(5)

(6.9.2)(6)

　タイルカーペットの敷き方

(6.9.3)(3)

(6.9.3)(5)

　織じゅうたんの接合方法

　　・　ヒートボンド工法　　・　（　　　　　　　）

(6.10.3)(2)(a)

(6.10.3)(2)(b)
(6.10.3)(3) 　　・　薄膜流しのべ仕上げ（・　平滑　・　防滑）　・　厚膜流しのべ仕上げ（・　平滑　・　防滑）

・　なら　　

・（　　　）

・ Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

・　複合フローリング（直張用）

　緩衝材　・　合成樹脂発泡シート　・　図示（図面番号：　　　　）

(表6.11.5)

(表6.11.6)

　塗装

　　・　ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　　・　オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　・　生地のままワックス塗り

　　・（　　　　）

(6.12.2)

(表6.12.1)

材種 種別 厚さ(mm)

壁

天
井

・　 9.5(準不燃)

・　12.5(不燃)

・　12.5(不燃)

・　 9.5(準不燃)
・　せっこうボード

・　化粧せっこうボード

・　ロックウール化粧吸音板

・　トラバーチン模様

・　木目模様

・　普通

・　立体模様

・　タイプⅡ0.8FK

　遮音シール材

　合板類の張付け

　　・　シーリング材　・　ジョイントコンパウンド

(表6.13.5)

　せっこうボードの目地工法

　　・　継目処理　・　突付け　・　目透し

(6.14.2)

施工箇所 防火性能

・　不燃　・　準不燃

・　不燃　・　準不燃

・　不燃　・　準不燃

　種別　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

　　・　Ｄ種の畳床　ＫＴ－（　・ Ⅰ　 ・ Ⅱ 　・ Ⅲ 　 ・ Ｋ 　・ Ｎ　）

　　ド、その他ボ

(6.13.2)

(表6.13.1)

　　－ド及び合板
　　張り

・　9.5(不燃)　・　9.5(準不燃)

・　9.5(不燃)　・　9.5(準不燃)

・　9(　　　)　・　(　　　)

・　9(　　　)　・　(　　　)

(6.11.6)(3)

(6.13.2)(8)

(6.13.3)(5)(ｳ)

(6.13.3)(7)(ｱ)

種類

１１　畳敷き

１２　せっこうボー

１３　壁紙張り

品名（品目）

(7.1.3)

３　錆止め塗料塗り

(7.3.2)

　錆止め塗料種別

(表7.3.4) 　　鉄鋼面　　　　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　　鉄鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

　錆止め塗料塗り種別

　　亜鉛めっき鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種(7.3.3）

(表7.3.1)～

　　亜鉛めっき鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

４　合成樹脂調合ペ

(7.4.2)

(7.4.3～7.4.5)

(表7.4.1)～

(表7.4.3)

　種別

下地 種別

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種・　亜鉛めっき鋼面

・　鉄鋼面

・　木部

　塗料種別　　・　１種　　・（　　　　　）

  イント塗り(SOP)
2.0㎜

５　クリヤラッカー

    塗り(CL)

(7.5.2)

(表7.5.1)

　木部　　・　Ａ種　・　Ｂ種

　種別

　　非水分散形塗料

　　(NAD)

(7.7.2)

(表7.7.1)

　種別

　　(DP)

(7.8.2)～

(7.8.4)

(表7.8.1)～

(表7.8.3)

　上塗り等級

　　・　１級（フッ素系）　・　２級（シリコン系）　・　３級（ポリウレタン系）

下地 種別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ－１種　・　Ａ－２種

　・　Ｂ－１種　・　Ｂ－２種

　・　Ｃ－１種　・　Ｃ－２種

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

６　アクリル樹脂系

７　耐候性塗料塗り

　　エマルションペ

　　イント塗り

　　(EP-G)

(7.9.2)～(7.9.5)

(表7.9.1)～

(表7.9.4)

　種別

コンクリート、モルタル、

プラスター、せっこうボード、

その他ボード面

木部（屋内）

鉄鋼面（屋内）

亜鉛めっき鋼面（屋内）

下地 種別

　しみ止め（　　　　）

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

８　つや有合成樹脂

・　けい酸カルシウム板

  天井　・　壁  ビニルクロス

１４　モルタル塗り

(6.15.3)

(6.15.5)

(6.15.6)
　床の目地　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　モルタル　・　現場調合材料　　・　既調合材料

　下地処理　　・　壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜超　図示（図面番号：　　　　　）

　既製目地材　・　使用する（形状：　　　　　）

１５　タイル張り

(6.16.2)

(6.16.3)

　伸縮調整目地

　タイルの種類

　試験張り　・　行う　・　行わない

　見本焼き　・　行う　・　行わない

施工箇所 標準・特注色の別 耐凍害性の有無寸法形状 耐滑り性

(6.16.3)(2)

　既調合モルタル　・　使用できる　　・　使用できない

　位置　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）　

・　段鼻 垂れ付き 100角 ノンスリップ 標準色 有り

１６　セルフレべリ

(6.17.2)

　・　せっこう系　・　セメント系

　　塗厚（　　　　　）㎜

(6.17.3)

１７　断熱材

(9.5.2)

　断熱材打込み工法

　断熱材現場発泡工法（吹付硬質ウレタンフォーム）

種類 施工箇所

・　Ａ種１ ・　窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版

(9.5.3)

  下等、部分的に後張りとしなければならない箇所

厚さ[㎜]

・（　　　　　）

　　ング材塗り

・　Ａ種１Ｈ

・ （　　　）
・（　　　　　）

・　押出法ポリスチレンフォーム

・　フェノールフォーム

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム

施工箇所厚さ（㎜）種別種類

・　Ａ種硬質ウレタンフォーム

25mm3種bA

　・　グラスウール　厚100　　(24-38)

１８　軸組金物 ・軸組に使用する金物はＺマーク表示金物とする

耐水合板 耐水合板 12ラワン

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

工 事 特 記 仕 様 書 ４ （ 改 修 ）

A-04

N / S



・ (サイン)

・（　　　　）

 　　除去工事

高炉セメントB種又はフライアッシュセメントB種

　・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

　　　　・（　　　　　　）

種類　　・ 普通ポルトランドセメント、混合セメントA種

・ 大臣認定品　　図示（図面番号：　　　　）

類別   ・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類

　・ A種    ・ B種    ・ C種

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

(表6.3.1)

(6.3.1)

4.セメント

(6.2.5)

 の仕上り

3.コンクリート

(表6.2.1)

(6.2.1)　類別

2.コンクリートの

　・ 標準仕様書[表6.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

スリーブの材種、規格等

　　・ 図示(図面番号：　　　　）

・ ＭＣＲ工法用シート

・ 断熱材の兼用

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

打増し厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　　）

材料　　・複合合板　　(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和剤の種類、使用方法、使用量

混和材料   ・図示（図面番号：　　　　）

　　・ 再生骨材Ｈ

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

・ 特殊な骨材の使用

生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を行うこと。

試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が、

事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で行い、

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

アルカリシリカ反応性による区分

(表6.8.1)

7.型枠

(6.8.2)

(6.8.3)

    (6.3.2)

6.混和材料

    (6.3.1)

5.骨材

(6.3.1)

　・ 材齢28日を超え91日以内

　・ 材齢28日　　　・型枠脱型用

圧縮強度試験の供試体の材齢

(6.9.3)

　強度試験

8.コンクリート

工作物基礎

捨コンクリート・土間 4～6月

4～6月

・15(cm)

・15(cm)

・18(N/mm2)

・コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・ 常時土又は水に直接接する部分　　図示（図面番号：　　　　）

適用箇所 種類

・　　t/m3

容積質量

気乾単位
スランプ設計基準強度 Fc

・　(cm)・  　(N/mm2)

・ 

・

軽量コンクリートの設計基準強度

スランプ施工時期適 用 箇 所設計基準強度 Fc

・ 

普通コンクリートの設計基準強度

種類及び強度

使用骨材による

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

(6.2.1)

(6.2.2)

(6.2.4)

(6.11.1)

(6.11.3)

(6.10.1)

(表7.13.1)

　種別

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　塗り(WP)

　　ルションペイン

　　ト塗り(EP)

　種別

　しみ止め　・（　　　　　　　　　　　　）

(7.10.2)

（表7.10.1)

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

９　合成樹脂エマ

　種別

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

１０　合成樹脂エマ

(表7.11.1)

(7.11.2)

　　　ルション模様

　　　塗料塗り

　　　(EP-T)

　種別

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

１１　ウレタン樹脂

　　　ワニス塗り

　　　(UC)

(7.12.2)

(表7.12.1)

１２　オイルステイ

(7.13.2)

　　ン塗り(OS)

　塗料　・　（　　　　　　　）

１３　木材保護塗料

(7.14.2)

(表7.14.1)

　　調査範囲　　・　図示（図面番号：　　　　　　）　　・（　　　　　）

　　監督職員に報告する。

　　　工事着手に先立ち、石綿含有建材の使用について、目視、設計図書及び貸与資料等により書面調査及び現地調査し、

　　　　　析方法）による

　　　　・　JIS A 1481-4(建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第４部:質量法及び顕微鏡法によるアスベストの定量分

　・　分析による石綿含有建材の調査

　・　石綿含有建材の事前調査

 １　石綿含有建材の

（9.1.1）

　　　分析対象

　　　分析方法

　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　　　　・　JIS A 1481-2（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第２部:試料採取及びアスベスト含有の有無を判定する

　　　　　ための定性分析方法）による

　　　　　る

　　　　　法）による

　　　　・　JIS A 1481-1（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第１部:市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方

　　　　・　JIS A 1481-3(建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第３部:アスベスト含有率のＸ線回析定量分析方法)によ

　　貸与資料　（　　　　　） 

　施工調査

　　　採取箇所　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・　（　　　　　）

　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

定量分析定性分析材料名

適用 測定名称 測定時期 測定場所
測定点

（各施工箇所ごと）

・

・

・

・

・

・

・

・

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

測定８

処理作業後

(シート養生中)

処理作業後シー

以降

ト撤去後１週間

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内処理作業中

処理作業前

負圧・除じん装置の排出吹出

し口

処理作業室外（敷地境界）

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

計　　点

計　　点

計　　点

出口吹出し風速1m/s

        以下の位置

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

　測定方法

メンブレンフィルタ直径(㎜)

試料の吸引流量(L/min)

試料の吸引時間(min)

測定 3 測定 1,2,4,6,7,8 測定 5

25

・１　・（　　　）

・５　・（　　　）

25

・120 ・（　　　）

・５　・（　　　） ・10　・（　　　）

47

・240 ・（　　　）

　　　測定時期、場所及び測定点

　・　石綿粉じん濃度測定

　　　　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化による）

　　　　除去対象範囲　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　石綿含有吹付け材の除去

　　　　　・　湿潤化　　・　固形化

　　　　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　・　石綿含有保温材等の除去

　　　　除去工法　　　・　改修標準仕様書9.1.3(2)(ｱ)による　　・（　　　　　　）

　　　　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止

　　　　除去対象範囲　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　除去方法　　　・　改修標準仕様書9.1.4(1)による　　・（　　　　　　）

　　　　除去した石綿含有保温材等の処分

　　　　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化による）

（9.1.4）

（9.1.3）

　　　　除去対象範囲　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　 　　石綿含有せっこうボードの処分
　　　 　　・　埋立処分（管理型最終処分場）

　 　　石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板の処分

　　　 　　・　埋立処分（安定型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化による）

　　　 ・　石綿含有成形板の除去（9.1.5）

　　　　除去した石綿含有仕上塗材等の処分

　　　　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化による）

　　　　除去対象範囲　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　※「石綿含有仕上塗材の除去等作業における石綿飛散防止対策について」（平成29年5月30日付け

　　　　　環水大大発第1705301号）及び「建築物の改修・解体時における石綿含有建築用仕上塗材から

　　　　　の石綿粉じん飛散防止処理技術指針」（平成28年4月28日 国立研究開発法人 建築研究所）に

　　　　　基づき適切に処理すること。

　　・　石綿含有仕上塗材の除去

2.建設発生土

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

・ 自由処分

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

1.埋戻し及び盛土

(3.2.3)

(表3.2.1)

　の処理

(3.2.5)

A-38

100

3.床下防湿層

1.砂及び砂利

2.捨コンクリート

　ポリエチレンフィルム厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・（　　　　）

施工範囲　　・ 図示（図面番号：　　　　　）　

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）             

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （　　　）

(4.6.5)

 地業 (4.6.4)

(4.6.3) 地業
地
　
業
　
工
　
事

鉄
　
筋
　
工
　
事

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

　・ 標準仕様書[表5.3.6]　　・図示（図面番号：　　　）

・ 図示(図面番号：　　　）6.各部配筋

(5.3.5)(表5.3.6)

厚さ及び間隔

5.鉄筋のかぶり

・ D16以下 ・ 全て

　・ 標準仕様書[5.3.4](3)(ｱ)後段　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・図示（図面番号：　　　　　）

　・ 隣り合う接手を同一か所に設ける場合（先組み工法等）

鉄筋定着

　・ 標準仕様書[図5.3.3]　　・図示（図面番号：　　　）

　・ 標準仕様書[表5.3.4]　　・図示（図面番号：　　　）

　・ 各部配筋参考図による　・ 図示（図面番号：　　　　　）

継手位置

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

網目の形状、寸法

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

種類の記号 径 備 考

・D16以下

・D19以上

・SD295B

・SD345

・ ガス圧接

・ 重ね継手

径 部 位

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示（図面番号：　　　　）

(5.2.2)

2.溶接金網

(5.2.1)

1.鉄筋の種類

4.継手

(5.3.2)

3.内法直径

(5.3.4)

(5.3.7)

  鉄線の形状　　 ・丸鉄線　・異形鉄線（・リブ　・インデント）

・SD295A

9～12省略

・ 3mm

黒色焼付塗装
・切抜文字

1文字の寸法

・ (40×50)

・ (ｽﾃﾝﾚｽ)

2.表示

1.鏡

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

・ 5mm

・ (　　　)

印刷等の種類寸法

・ シルク

　 スクリーン印刷

・ シルク

　 スクリーン印刷

・ (　　)・ アクリル・ 案内板

厚さ 取付方法

・ (　　)

材質区分

・ アクリル

・ (　　)

・ 室名札

厚さ　　　　・5mm　　・ (　　　　mm)

(20.2.10)

(20.2.14)

断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

カーテンレール　　・ アルミ製　・ ステンレス製

・ プレーンひだ　・ 片ひだ

(遮光(　)級)

・ 電動

・ ひも引き

・ 手引き

・ 引分け

・ 片引き

・ 暗幕 ・ (　　　　　　)

・ 箱ひだ　・ つまひだ

・ フランスひだ

開閉操作形式ひだの種類

・ (　　)

・ 図示(　)

・ レース

・ ドレープ

きれ地

・ (　　)

カーテンの形式等

(20.2.14)

　カーテンレール

12.カーテン及び

９
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

11

土
　
工
　
事

10

12

13

14

・24(N/mm2)

・ 木製

・ 250×80

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

工 事 特 記 仕 様 書 ５ （ 改 修 ）

A-05

N / S



設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%

敷　地　面　積

規　　模

地下

地上

階

塔屋

用途地域 防火指定 その他の区域、地域、地区

竣　工

着　工

申請以外の部分合　　計　

床　面　積 階　別

合　計

電 気 設 備

面  積  表

建 築 概 要

　　　－

　　　－

用　途

㎡

住所:

その他

最高の高さ 床　高

建 ペイ 率　　％ 容　積　率　　％

階

－ 

階－ 施工床面積

１　階

延　面　積

建 築 面 積

㎡

浄 化 槽 設 備

給排水通気　衛生陶器

電灯天井高階　高

換気 ＊居室に0.5回/h以上の全般換気ができること

指定ナシ

建築主

工事種別

氏名:

＊給水量水圧、給湯温度の減少を起こさぬこと

横架材間の垂直距離

住宅用火災警報器（煙式、光電式、NSﾏｰｸ付）

建 築 地:

空 調 設 備

　　　--- ㎡／ 　--- 坪

消 防 設 備

換 気 設 備

－－－ガス設備・灯油設備

給排水衛生設備

＊排水放流先は、施工前に再度放流先の確認すること

申　請　建　物　

申　請

既　設　建　物　

既　設 コンセント（配管・配線）

道　路 ：

令和　　年  　月 　　日

　令和　　年  　月　 　日

***

２　

２　階

*** ㎡ *** 坪　　　--- ㎡／ 　--- 坪

空調機器

ＴＶ（配管・配線）

外　部　仕　上　表

2021.03.18

2021.03.26

　　　　　　　　　　　監督員の承諾を受け同等以上のものを使用することができる。

　別契約の関連工事　・当該工事関係者と協力し、工事全体の円滑な進捗を図る。

　設備工事との　　　・図示した床、天井、及び壁の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

　　　　　　　　　　　上記の処理後、処理状況を監督員に報告する。（搬出調書等提出）

　発生材の処理　　　・発生材の処理は、関係法令等に従い適切に処理をする。

共  通  事  項

　取り合い
　　　　　　施工前に既設配管等を確認し、監督員の承認を受ける事。

　建築材料　　　　
　・製造名、製品名、施工業者名が特記されたもの以外を使用する場合は、

※天井のケイ酸カルシウム板貼はステンレスビスを使用とする

特　記　事　項

　以上か規制対象外の建材のものを使用する（施行令第６条の６第１項１号イ(３)等による）

　全てＦ☆☆☆以上か規制対象外の建材のものを使用する

　ガラリ付扉にするなど換気のための通路を確保する

※各居室の給排気の通路となる場合間仕切り扉は、10mm程度のアンダーカットをもうけるか、

※ビニールクロス、接着剤共Ｆ☆☆☆☆を使用、その他の内装仕上材（扉・造付家具等）は全て

※天井裏等(天井裏、小屋裏、床裏、壁、物置その他これらに類する建築物の部分）はＦ☆☆☆

※壁、天井下地の石膏プラスタ－ボ－ドは突き付け目地処理とする

※仕上げ仕様は色見本、サンプルを監督員に提出後確認の上決定とする

※廊下出隅部壁は、塩ビコ－ナ－材を使用する

工事名称：

玉城町中央公民館改修工事  

三重県度会郡玉城町　下田辺　地内  

玉城町長　辻村　修一

三重県度会郡玉城町田丸114-2

箇　　　　所

他

（A棟、メインロビー）

（B棟、身障者便所、多目的ﾎｰﾙ階段室）

屋　　　根

屋　　　根

改修前 改修後

モルタル金コテ押エ　撤去、処分

クリンカータイル貼　200×100　既設のママ

サツキ，ツツジ，サンゴジュ　一部撤去、処分

磁器質タイル貼　300×300　無釉　既設のﾏﾏ

アルミサッシュ　一部撤去処分（建具表等による）

AR防水ND工法　トップコート仕上　既設のﾏﾏ

軒 裏

樋

庇

根 回 り

ﾃﾗｽ・ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ

ベ ラ ン ダ

ポ ー チ

植 込 ミ

建 具

手直し

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押ｴ

SUS樋 交換、新設

ｱﾙﾐｻｯｼ （建具表等による）

手摺壁：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t-5の上、ｴﾚｶﾞﾝｽﾄｰﾝ（SK(株)）吹付、手摺ﾌｪﾝｽ：ﾒｲｸﾌｧｰﾄﾞ ﾙｰﾊﾞｰ格子ﾀｲﾌﾟ※南R部分はﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄﾀｲﾌﾟ（三協立山㈱）

北側ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ：ﾌｧｲﾝﾃﾞｯｷ（四国化成工業㈱）、北側目隠しﾌｪﾝｽ：ﾆｭｰｱｲｼｬｲﾝG H1800（三協立山㈱）

ｱﾙﾌｨﾝひさしW2050xD600（㈱共和）

既設のﾏﾏ、門扉（庭側）：撤去新設

ｻﾝﾙｰﾑ、南東側ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ、ｸﾘｱﾌｪﾝｽ：ﾗｽﾃﾗ（三協立山㈱）、天井収納物干し：電動ﾎｼ姫ｻﾏ(Panasonic)、散水栓（既設）：蛇口交換、移設

外　壁

外　壁（外部階段）

柱　　型

吹抜部分

ＡＬＣ版ｔ-100下地　既設のママ ＡＬＣ版ｔ-100下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

非加硫合成ゴムシート防水（非歩行用）シルバー仕上げ　撤去、処分

モルタル下地　既設のママ

二丁掛タイル張り（フランス張り）既設のママ

モルタル下地　合成樹脂系吹付タイル　既設のママ

モルタル下地　合成樹脂系吹付タイル　既設のママ

モルタル下地　合成樹脂系吹付タイル　既設のママ

合板型枠打放し補修の上　合成樹脂系吹付タイル　既設のママ

二丁掛タイル張り（フランス張り）　高圧水洗いの上　クラック、剥離部、浮き分改修（改修方法は立面図に依る）

モルタル下地　合成樹脂系吹付タイル　高圧水洗いの上防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

モルタル下地　合成樹脂系吹付タイル　高圧水洗いの上防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

モルタル下地　合成樹脂系吹付タイル　高圧水洗いの上防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

合板型枠打放し　合成樹脂系吹付タイル　高圧水洗いの上防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

軒樋　150×120　竪樋　塩ビ75ΦVP　デンデン　ﾘｯﾄﾙ=1,000内外　撤去、処分

12.04

12.04

24.08

879.07

272.90

1151.97

2600

2600

6325.00 ㎡／1913.31 坪

24.08 ㎡／  7.28 坪

17.08 ㎡／  5.17 坪

2388.38 ㎡／ 722.48 坪

2117.24 ㎡／ 658.62 坪 2134.32 ㎡

2412.46 ㎡ 729.77 坪

645.63 坪

公民館

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事

増改修工事 用途地域：指定ナシ
都市計画区域内(区域区分未設定)

敷地状況：平坦地

法22条地域内

既設　公共下水

※　既設　最高の高さ　12.30ｍ

構　　造

特　記　事　項

基礎形式 地　盤鉄骨造 ＲＣ造／独立基礎 現況地盤

＊既設建物の現況（下地含む）及び寸法等を確認の上、施工すること

＊本工事は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修建築工事標準仕様書」ニ準ズル

設計GL＋10000 mm（既設） 設計GL＋9500 mm（既設） 設計GL＋500 mm（既設）

設計GL＋150 mm設計GL＋8330 mm 軒　高 設計GL＋7930 mm

建築概要、外部仕上表 N/S

A-06

37.77 ％／200 ％

33.75 ％／60 ％

塩ビシート防水（A棟ホール屋根）　既設のママ　　非加硫合成ゴムシート防水（メインロビー屋根）シルバー仕上げ　撤去、処分

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X1、X2（軽歩行仕上）シルバー仕上げ　新設

塩ビシート防水（A棟ホール屋根　機械固定工法）新設　　ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X1、X2（軽歩行仕上）シルバー仕上げ　新設

床：ウレタン塗膜防水　X1、X2（軽歩行仕上）新設　　上裏：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 t-5　EP仕上



改修前

改修前

改修前

改修前

P & D検図設計年月日 承認

訂正年月日

特記事項

＊仕上げ仕様は色見本、サンプルを施主に提出後確認の上決定とする（変更は同等品の範囲とする）

＊壁、天井下地のコンパネ下地箇所は施主確認の上、決定する。（上記以外は追加工事とする）

※ジプト－ン貼 t=9.5mm　　 ・・・ＮＭ8613
＊シナ合板・コンパネ：Ｆ☆☆☆以上とする

＊天井裏等(天井裏、小屋裏、床裏、壁、物置その他これらに類する建築物の部分)についてはＦ☆☆☆以上か規制対象外の建材のものを使用する

＊各居室の給排気の通路となる間仕切り扉は10mm程度のアンダーカットをもうけるか、ガラリ付扉にするなど換気のための通路を確保する

※ジプト－ン貼 t=9.5mm　　 ・・・ＱＭ9824

※ＶＰ　　 　　　　　　　　・・・ＮＭ8585

※ＥＰ　　 　　　　　　　　・・・ＮＭ8585

※Ｐ.Ｂ t=9.5　　　　　　  ・・・ＱＭ9828

※化粧Ｐ.Ｂ t=12.5　　　 　・・・ＮＭ8614

＊壁、天井下地は壁掛け、天井吊の備品取付部分及びカーテン・ブラインド・ＡＣ取付部分はコンパネ下地とする

＊ビニールクロス、接着剤共Ｆ☆☆☆☆を使用、その他の内装仕上材（扉・造付家具等）は全てＦ☆☆☆以上か規制対象外の建材のものを使用する

＊本工事は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「木造建築工事標準仕様書」ニ準ズル
＊天井下地－野縁:40*45 @455,野縁受:45*45 @910,吊木:30*36 @910 

※Ｐ.Ｂ t=12.5　　　　　　 ・・・ＮＭ8619

１　階

室　名

改修後

改修前

改修後

備考　（ 設備 その他 ）

改修後

改修後

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

A2→A3縮小 71%

N / SSCALE　

工事名称：

図面名称：

床

風除

玄関

メインロビー

ラウンジ

多目的ホール

ステージ

ステージ

控室

便所

ステージ

婦人教養室

広縁

伊那フロアー（210）

上り框,テラゾーブロック

天龍プレパーク

スーパーフローリング27m/m

スタイロ畳

磁器質モザイクタイル張(25x25)

沓拭きマット（ステンレス枠、エンビマット、

水抜きφ40目皿付1,500x600）下駄箱

折畳椅子収納台車（NSトラック2ｍ）6台

床下改メ口（アルミ枠）

（手洗場、壁、天井は便所に準ずる）

兼用便器、換気扇、手洗器、化粧台

身障者用便器、洗面器、化粧棚

排水ピットW150ステンレス製排水蓋

ＩＴ教室

身障者便所

倉庫

婦人教養室

スタイロ畳敷き（縁付）撤去、処分

スタイロ畳敷き（縁付）新設

巾　木Ｔ

テラゾーブロック

テラゾーブロック

畳寄せ（桧）

桧、OP

畳寄せ（桧）既設のママ

Ｔ 天　井

準不燃ビニールクロス貼り

準不燃ビニールクロス貼り

プラスターボード9m/m下地

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

Ｈ Ｔ 腰

100

100

150 準不燃ビニールクロス貼り

一部吹付タイル仕上

Ｈ Ｔ 壁

モルタル下地

モルタル下地

準不燃ビニールクロス貼り

モルタル及びテーパーボード12m/m下地

半磁器質100角タイル張り

モルタル及びテーパーボード12m/m下地

モルタル及びテーパーボード12m/m下地

準不燃ビニールクロス貼り

テーパーボード12m/m　一部ヘーベルデザインパネル

150

150

ポリコンモザイクタイル張　撤去、処分

長尺ビニル床シート　ｔ-2.3　新設

半磁器質100角タイル張り　撤去、処分

モルタル下地　撤去、処分 プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

Ｈ Ｔ

2,400

2,400

2,400

6,450

6,817

（平均）

2,650

2,500

2,500

3,000

2,400

2,400

室名札

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ｶｰﾃﾝBOX

モルタル下地　撤去、処分

モルタル下地　新設 モルタル下地　新設

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

ジラクサテン吹付　既設のママ

珪藻土塗り　新設

WPC縁甲板張り15m/m　撤去、処分

WPC縁甲板張り15m/m　新設

踏込み　ロンリウムSM2.0m/m貼り　撤去、処分

タイルカーペット6.5m/m貼り　撤去、処分

踏込み　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

タイルカーペット6.5m/m貼り　新設

スタイロ畳敷き　撤去、処分 畳寄せ（米栂）撤去、処分
管理人室

居間

管理人室

厨房

倉庫１

倉庫１

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

モルタル下地　新設

モルタル下地　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

アロンフロア2.0m/m貼り　撤去、処分 ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　新設 100

壁撤去部　モルタル下地　新設

壁撤去部　モルタル下地　新設

準不燃ビニールクロス貼り

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　新設

木組、テーパーボード12m/m下地　撤去、処分

木組、テーパーボード12m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

（流し前100角タイル張り）撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

プラスタープリントボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

流し台、コンロ台、水切棚、吊戸棚　撤去、処分

トップライト(1,300x1,300）2ヶ所、戸棚、地袋

ガラリ付トップライト（600ｘ600）

ステンレス手摺（市販品）以上全て既設のママ

引分黒板（4,500x1,200）以上全て既設のママ

棚　既設のママジラクサテン吹付　既設のママ

珪藻土塗り　新設

杉杢　撤去、処分

プラスタープリントボード9m/m　撤去、処分

プラスタープリントボード9.5m/m　新設

プラスタープリントボード9.5m/m　新設

プラスタープリントボード9m/m　撤去、新設

杉柾　撤去、処分

杉杢　新設

杉柾　新設

ミネラートン張り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

モルタル下地　既設のママ

準不燃ビニールクロス貼り　新設

杉杢　撤去、処分

プラスターボード9.5m/m下地　新設

※　既設のママ ※　既設のママ

※　既設のママ長尺ビニル床シート　ｔ-2.3　新設

アロンタフレート2.8m/m　撤去、処分

及 ループカーペット　撤去、処分

及 タイルカーペット6.5m/m貼り　新設

複層塗材Ｅ　新設

以上全て既設のママ

ミネラートン（ﾌｫﾙﾑ）張り　撤去、処分

ミネラートン（ｽﾄﾗｲﾌﾟ）張り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

プラスターボード9.5m/m下地　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

岩綿吸音板　ｔ-12　新設

AEP仕上げ　新設

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事

※　既設のママ ※　既設のママ ※　既設のママ ※　既設のママ 岩綿吸音板ｔ-12、15（照明器具廻り）新設

岩綿吸音板ｔ-12、15　新設

ミネラートン（照明器具廻り）撤去、処分

プラスターボード9m/m（照明器具廻り）撤去、処分

プラスターボード9.5m/m下地（照明器具廻り）新設

6,817

（平均）

プラスターボード9m/m下地

吹付タイル,カット仕上（多色）　清掃

吹付タイル,カット仕上（多色）　清掃

一部　国代タイルデザイン張り

一部　国代タイルデザイン張り　既設のママ

複層塗材Ｅ　新設

モルタル下地 テーパーボード下地 既設のママ

2,600

2,600

モルタル下地　既設のママ

180

框、腰壁既設のママ

桧　既設のママ 40

床、脇床、押入、框　以上全て既設のママ

地袋　撤去処分

ソフト巾木　撤去処分

ソフト巾木　新設 100

内 部 仕 上 表 １

A-07



改修前

改修前

改修前

改修前

P & D検図設計年月日 承認

訂正年月日

１　階

室　名

改修後

備考　（ 設備 その他 ）

改修後

改修後

改修後

A2→A3縮小 71%

N / SSCALE　

工事名称：

図面名称：

床

ポリバス、シャワーセット、カラーアルミパネル

Ｔ Ｔ 天　井巾　木 Ｈ Ｔ 壁

▽
▽

▽
▽

Ｈ Ｔ 腰

100

▽
▽

▽
▽

Ｈ Ｔ

2,400

室名札

2,400

2,400

2,400

ｶｰﾃﾝBOX

管理人室

寝室

管理人室

管理人室

脱衣室

浴室

倉庫１

倉庫１

倉庫１

モルタル下地　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設 ソフト巾木　新設 100

モルタル下地　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設 ソフト巾木　新設 100

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設 ソフト巾木　新設 100

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

管理人室

便所

倉庫１

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

スタイロ畳敷き　撤去、処分

ロンリューム2.0m/m貼り　撤去、処分

ポリコンモザイクタイル張　撤去、処分

磁器質モザイクタイル張(25x25)　撤去、処分

畳寄せ（米栂）撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

木組、テーパーボード12m/m下地　撤去、処分

吹付タイル,カット仕上（多色）撤去、処分

壁撤去部　モルタル下地　新設

準不燃ビニールクロス貼り　新設

壁撤去部　モルタル下地　新設

準不燃ビニールクロス貼り　新設

モルタル下地　既設のママ

杉杢　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

バスリブ　撤去、処分半磁器質100角タイル張り　撤去、処分

壁撤去部　モルタル下地　新設

準不燃ビニールクロス貼り　新設 化粧プラスターボード9.5m/m　新設

ソフト巾木　新設 準不燃ビニールクロス貼り　新設

プラスタープリントボード9m/m　撤去、処分

半磁器質100角タイル張り　撤去、処分

壁撤去部　モルタル下地　新設

モルタル下地　撤去、処分

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

モルタル下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

押入　撤去、処分

洗面台　撤去、処分

以上全て撤去、処分

兼用便器、手洗器、換気扇　以上全て撤去、処分

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

（男,女）

一般

手洗

改修前

改修後

▽
▽

100 ○2,300一般

脱衣室

（男,女）

多目的便所

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

（男,女）

一般

便所

事務室

廊下

ポリコンモザイクタイル張(ポリマール)

浴槽（ステンレス製）、シャワーセット2組

大便器、小便器、掃除流し、スクリーン

流し台、水切棚、吊戸棚、コンロ台、換気扇

100

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

100

100

100

○

○

2,600

2,300

2,600

2,500

2,400

2,400

○

○

（男,女）

一般

浴室

倉庫２

改修後湯沸

ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り　撤去、処分

ポリコンモザイクタイル張　撤去、処分

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート　巻上 150

100

100ソフト巾木　新設

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　新設

ソフト巾木　撤去、処分 吹付タイル,カット仕上（多色）撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

抗菌ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t-3貼り　新設

（耐水プラスターボード12.5m/mGL工法　新設）

（耐水プラスターボード12.5m/mGL工法　新設）

抗菌ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t-3貼り　新設

モルタル下地　撤去、処分

200角デザインタイル張り　撤去、処分

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

（ケイ酸カルシウム板8m/mGL工法　新設）

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

バスリブ　撤去、処分

抗菌ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t-3貼り　新設

（耐水プラスターボード12.5m/mGL工法　新設）

耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

抗菌ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t-3貼り　新設

吹付タイル,カット仕上（多色）撤去、処分

モルタル下地　撤去処分

モルタル下地　撤去処分

200角デザインタイル張り　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

長尺ビニル床シート　巻上 150

長尺ビニル床シート　巻上 150

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

湯沸室

事務室

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

100ソフト巾木　新設

100ソフト巾木　新設

100ソフト巾木　新設長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　新設

準不燃ビニールクロス貼り　新設

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

モルタル下地　既設のママ

準不燃ビニールクロス貼り　新設

洗面カウンター、換気扇　以上全て撤去、処分

以上全て撤去、処分

以上全て撤去、処分

洗面カウンター　撤去、処分

受付カウンター　既設のママ

以上全て撤去、処分

以上全て既設のママ

プラスターボード9.5m/m下地　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

ミネラートン（ｽﾄﾗｲﾌﾟ）張り　撤去、処分

ミネラートン張り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

AEP　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

岩綿吸音板　ｔ-12　新設

岩綿吸音板　ｔ-12　新設

AEP仕上げ　新設

一部御影石　新設 200

LGS下地 プラスターボード12.5m/m下地　新設

LGS下地 プラスターボード12.5m/m下地　新設

2,600

2,600

2,600

2,600

モルタル下地　撤去処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

（耐水プラスターボード12.5m/mGL工法　新設）

LGS下地 耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

LGS下地 耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

LGS下地 耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

LGS下地 ケイ酸カルシウム板8m/m下地　新設

ロンリウムSM2.0m/m貼り　撤去処分

モルタル下地　既設のママ

ロンリウムSM2.0m/m貼り　撤去、処分

ロンリウムSM2.0m/m貼り　撤去、処分

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

テラゾーブロック既設のママ150

框、通用口下駄箱（1300x300）掲示板
テラゾーブロック撤去、処分200

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

撤去、処分

内 部 仕 上 表 ２

ＥＶホール 新築 ▽

100ソフト巾木　新設長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設 2,700化粧プラスターボード9.5m/m　新設

LGS下地 耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

AEP仕上げ　新設

モルタル下地　新設
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改修前

改修前

改修前

改修前

P & D検図設計年月日 承認

訂正年月日

室　名

改修後

改修前

改修後

備考　（ 設備 その他 ）

改修後

改修後

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

A2→A3縮小 71%

N / SSCALE　

工事名称：

図面名称：

床

２　階

多目的ホール

操作室

小会議室

手洗

（男,女）

（男,女）

便所

湯沸室

廊下

メイン階段

多目的ホール

階段

ロンリウムSM2.0m/m貼り

通路部分共

ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り

引分け黒板（4500x1200）2ヶ所

間仕切スライディングウォール

カウンター、書架（W1800xD300xH1600）3ヶ所

大便器、小便器、掃除流し、スクリーン、換気扇

流し台、水切棚、吊戸棚、コンロ台、換気扇

ノンスリップ（ステンレスゴム入）

手摺、ステンレス48.6Φ手摺子36Φ@1000内外

ノンスリップ（硬質エンビ製）

公民館教室

Ｔ 巾　木

ソフト巾木

ソフト巾木

モルタル下地（目地わかれ）

モルタル塗り（目地わかれ）

AEP

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

Ｈ Ｔ 腰

100

100

100

100

100

100

75

75

▽
▽

▽
▽

▽

Ｔ 天　井

プラスターボード9m/m下地

プラスターボード9m/m下地

AEP

メインロビーにおなじ

AEP

Ｈ Ｔ 壁

準不燃ビニールクロス貼り

モルタル及びテーパーボード12m/m下地

モルタル下地

モルタル下地

AEP

吹付タイル仕上

Ｈ Ｔ 室名札

○

○

○

○

2,600

2,400

2,400

2,300

2,500

2,400

2,600

2,600

2,900

周囲2,600

○

○

○

○

○

○

ｶｰﾃﾝBOX

※　既設のママ ※　既設のママ ※　既設のママ

ミネラートン張り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

岩綿吸音板　ｔ-12　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

ミネラートン（ｽﾄﾗｲﾌﾟ）撤去、処分　及び

一部、準不燃ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

プラスターボード9.5m/m下地　新設

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

一部、準不燃ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り　新設

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

ミネラートン（ｷｭｰﾌﾞ）張り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

器具庫

（２）

（１）

教育支援ｾﾝﾀｰ

教育支援ｾﾝﾀｰ

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

（防水はベランダに準ずる　既設のママ）

ポリコンモザイクタイル張　撤去、処分

ロンリューム2.0m/m貼り

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

ロンリウム2.0m/m貼り　撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

100

100

100

100

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　新設

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　新設

準不燃ビニールクロス貼り　新設

AEP塗り　新設

モルタルコテ磨き　AEP　清掃

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

ミネラートン（ﾌｫﾙﾑ）張り　撤去、処分

AEP　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　新設

洗面カウンター　以上全て撤去、処分

以上全て既設のママ

以上全て既設のママ

黒板（3600x900）既設のママ

以上全て撤去、処分

以上全て既設のママ

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

複層塗材Ｅ　新設

吹付タイル仕上　既設のママ

複層塗材Ｅ　新設

吹付タイル仕上　既設のママ

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

ロンリウムSM2.0m/m貼り　撤去、処分

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

100ソフト巾木　新設

ソフト巾木　撤去、処分

ソフト巾木　撤去、処分

長尺ビニル床シート　巻上 150

長尺ビニル床シート　巻上 150

モルタル（一部　コンクリート）下地　撤去、処分

吹付タイル,カット仕上（多色）撤去、処分

抗菌ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t-3貼り　新設

（耐水プラスターボード12.5m/mGL工法　新設）

耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

抗菌ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板 t-3貼り　新設

（耐水プラスターボード12.5m/mGL工法　新設）

耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

準不燃ビニールクロス貼り　新設

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

準不燃ビニールクロス貼り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

化粧プラスターボード9.5m/m　新設

ミネラートン（ｽﾄﾗｲﾌﾟ）張り　撤去、処分

プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

岩綿吸音板　ｔ-12、15　新設

プラスターボード9.5m/m下地　新設

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　撤去処分

200角デザインタイル張り　撤去処分

モルタル下地　撤去処分

モルタル下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

一部、LGS下地のうえ PB t-12.5 新設

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

モルタル（一部　コンクリート）下地　既設のママ

モルタル下地　既設のママ

内 部 仕 上 表 ３

ＥＶホール 新築 ▽

100ソフト巾木　新設長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設 2,700化粧プラスターボード9.5m/m　新設

LGS下地 耐水プラスターボード12.5m/m下地　新設

AEP仕上げ　新設

モルタル下地　新設

A-09
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 3 0 0
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4000×2400×2400

防災倉庫（ｱﾙﾐ製）

メッシュフェンス　H-1200（忍び返し付）

グラウンド

配　置　図　S=1:300

Ｗ Ｅ

Ｓ

Ｎ

附　近　見　取　図

改修建物を示す

増築建物を示す

スロープ　1/12

車止め

5000

EV棟（12.04m2）
（S造　2階建）

建築面積　　　　　　　　　　 904.45㎡

２階　　　（259.825+ 13.075）272.90㎡（改修面積　 37.80㎡）

延面積　　 （721.656+430.314）1151.97㎡（改修面積　143.22㎡）
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体育センター

建築面積　　1181.29㎡

延面積　　 　1204.91㎡

１階　　　　1142.29㎡

２階　　　　　62.62㎡

メッシュフェンス　H-1500

撤去再設置

附 近 見 取 図 ・ 配 置 図

仮設事務所
ＷＣ

A-10

１階　　　（461.831+417.239）879.07㎡（改修面積　105.42㎡）

三重県度会郡玉城町　下田辺　地内

ガードフェンス　H-1800

キャスターゲート　H-1800　W-6000



コンクリートブロック壁を示す

用途変更及び使い勝手等に依る床、壁、天井改修部分を示す

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

1/1 5 0

１階平面図（改修前）　S=1:150
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

A-11

空調機器、照明器具更新等に依る床、壁、天井改修部分を示す

メッシュフェンス　H-1200（忍び返し付）撤去

メッシュフェンス　H-1500　撤去

ハンドホール　H-200　嵩上げ

コンクリート基礎　1900×3200　H-200　撤去

4000×2400×2400

防災倉庫（ｱﾙﾐ製）

撤去再設置

低木　21ｍ2程度　撤去処分

１ 階 平 面 図 （ 改 修 前 ）



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 1 5 0

２階平面図（改修前）　S=1:150

２ 階 平 面 図 （ 改 修 前 ）
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用途変更及び使い勝手等に依る床、壁、天井改修部分を示す

コンクリートブロック壁を示す

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

A-12

廊下

開
き

戸
　

撤
去

（
ｶﾊ

ﾞ
ｰ工

法
）

空調機器、照明器具更新等に依る床、壁、天井改修部分を示す



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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Ｒ 階 平 面 図 （ 改 修 前 ）

Ｒ階平面図（改修前）　　S=1:150

経年劣化に依る防水改修部分を示す

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

A-13

屋根4

屋根5

屋根1

屋根2

屋根7

屋根3

屋根8

既設ドレン上皿撤去(6箇所)

既設押え金物撤去

平場：高圧洗浄・清掃

立上り：高圧洗浄・清掃

既設ドレン上皿撤去(1箇所)

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去
立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 1 5 0

１階平面図（改修後）　S=1:150

１ 階 平 面 図 （ 改 修 後 ）
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廊下

※床、壁、天井　改修

倉庫

メインロビー
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 1 5 0

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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南 北 立 面 図 （ 改 修 前 ）
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計
外壁等補修要領

　　　　　　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（０.２以上～１.０未満）

５ .６

６ .６

クラック部：シール工法（０.２mm未満）

６ .８

３ .７

南

吹抜

梁

０ .５

２ .４

２ .６

２ .１

西
吹抜

１ .０

０ .０

１ .２

１ .４

東

吹抜

吹抜

４ .１

１ .０

０ .０

０ .０

単位

外壁改修工法　凡　例

クラック改修
（ ﾓﾙﾀﾙ面）

ｍ巾＜０ .２ mm

ｍ０ .２≦巾＜１ .０ mm

クラック改修
（ ﾀｲﾙ面）

ｍ巾＜０ .２ mm

（吹付 ﾀｲﾙ面） ヘヤークラック ㎡
はがれ改修

注意事項：第三社機関による補修数量及び補修計画を提出し、監督員の承諾を得ること。

　　浮き部：ポリマーセメント系無機質複合塗材（０.２mm未満）

クラック部：シール工法（０.２mm未満）

２ .１

３ .５

８  　

２ .１

　　欠損部：二丁掛タイル　新設

３４ .２

１２  　

０ .０

３０ .４

４  　

０ .０

０ .３

０ .０

０ .０

１３１ .１

㎡
浮き改修
（ ﾀｲﾙ面）

ｍ０ .２≦巾＜１ .０ mm

（ ﾀｲﾙ面）
欠損改修

枚

タイル目地

アルミ製サッシ廻り

ｍ

ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ改修

ｼｰﾘﾝｸﾞ改修
（ PS2）

（ MS2）

８９ .９８９ .８ 　　目地部：既設シーリング　撤去、処分の上シーリング（PS2）新設

　　ｻｯｼ廻り：既設シーリング　撤去、処分の上シーリング（PS2）新設

３５ .６ ３４６ .４

８ .６ ４０ .８ １６６ .8 １８３ .４ ３９９ .６

　　浮き部：アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法とする

　　　　　　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（０.２以上～１.０未満）



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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東 西 立 面 図 （ 改 修 前 ）
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計
外壁等補修要領

　　　　　　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（０.２以上～１.０未満）

５ .６

６ .６

クラック部：シール工法（０.２mm未満）
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南
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外壁改修工法　凡　例

クラック改修
（ ﾓﾙﾀﾙ面）

ｍ巾＜０ .２ mm

ｍ０ .２≦巾＜１ .０ mm

クラック改修
（ ﾀｲﾙ面）

ｍ巾＜０ .２ mm

（吹付 ﾀｲﾙ面） ヘヤークラック ㎡
はがれ改修

注意事項：第三社機関による補修数量及び補修計画を提出し、監督員の承諾を得ること。

　　浮き部：ポリマーセメント系無機質複合塗材（０.２mm未満）

クラック部：シール工法（０.２mm未満）

２ .１

３ .５

８  　

２ .１

　　欠損部：二丁掛タイル　新設
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１２  　
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０ .０

０ .３
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㎡
浮き改修
（ ﾀｲﾙ面）

ｍ０ .２≦巾＜１ .０ mm

（ ﾀｲﾙ面）
欠損改修

枚

タイル目地

アルミ製サッシ廻り

ｍ

ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ改修

ｼｰﾘﾝｸﾞ改修
（ PS2）

（ MS2）

８９ .９８９ .８ 　　目地部：既設シーリング　撤去、処分の上シーリング（PS2）新設

　　ｻｯｼ廻り：既設シーリング　撤去、処分の上シーリング（PS2）新設

３５ .６ ３４６ .４

８ .６ ４０ .８ １６６ .8 １８３ .４ ３９９ .６

　　浮き部：アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法とする

　　　　　　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（０.２以上～１.０未満）



図面名称：

A2→A3縮小 71%

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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南 北 立 面 図 （ 改 修 後 ）

A-19

防水形複層塗材Ｅ

防水形複層塗材Ｅ

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：
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南　立面図（改修前）　S=1:150
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東 西 立 面 図 （ 改 修 後 ）

A-20

ALC版　ｔ-100　防水形複層塗材Ｅ

二丁掛タイル張り（フランス張り）

防水形複層塗材Ｅ

二丁掛タイル張り（フランス張り）

防水形複層塗材Ｅ 防水形複層塗材Ｅ

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

二丁掛タイル張り（フランス張り）

ALC版　ｔ-100　防水形複層塗材Ｅ



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：
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南北　多目的ホール　断　面　図　S=1:150 南北　管理棟　断　面　図　S=1:150

東西　断　面　図　S=1:150

16002800 1900 1700

1500

［注］多目的ホール、ステージを除く諸室の模様替え及び床、壁、天井の撤去、処分

　　（但し　多目的ホール、ステージの一部天井ノミ撤去、処分)

CB壁　撤去、処分

CB壁　撤去、処分

断 面 図 （ 改 修 前 ）

A-21

廊下

保護コンクリート（非加硫系合成ゴムシート防水共）t-30～60撤去、処分

立上り：高圧洗浄・清掃

平場：高圧洗浄・清掃

既設 アルミ製両開き戸（三方枠は残す）撤去、処分

庇：高圧洗浄・ケレン

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

立上り：高圧洗浄・清掃

平場：高圧洗浄・清掃

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

平場：高圧洗浄・ケレン

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

平場：高圧洗浄・ケレン

既設押え金物 撤去処分

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

既設アルミ笠木撤去処分



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D
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南北　多目的ホール　断　面　図　S=1:150 南北　管理棟　断　面　図　S=1:150

東西　断　面　図　S=1:150

1500

断 面 図 （ 改 修 後 ）

2
4
0
0

［注］多目的ホール、ステージを除く諸室の模様替え及び床、壁、天井の新設

　　（但し　多目的ホール、ステージの一部天井ノミ新設)

A-22

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
　　　ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法（X1）新設

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
　　　ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法（X1）新設

アルミ製3本引き戸（カバー工法）新設

廊下

庇：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
　　ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法（X2）新設

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
　　　　ウレタン塗膜防水 密着工法（X2）新設

　　　機械固定工法（ALC下地）t-1.5ディスクあと施工
平場：塩ビシート防水

　　　　機械固定工法（ALC下地）t-1.5
立上り：塩ビシート防水

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

ステンレス製スロープ　新設

トイレブース　新設

トイレブース　新設

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
　　　ウレタン塗膜防水 密着工法（X2）新設

　　　ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法（X1）新設

　　　　ウレタン塗膜防水 密着工法（X2）新設

　　　　ウレタン塗膜防水 密着工法（X2）新設
立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

塩ビ被膜鋼板取付
端部シーリング

　　　ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法（X1）新設
平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

既設アルミ笠木 新設

　　　　機械固定工法（ALC下地）t-1.5
立上り：塩ビシート防水

　　　機械固定工法（ALC下地）t-1.5ディスクあと施工
平場：塩ビシート防水



天井：PB t-9m/m下地 準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D
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米栂　330×18　OP　撤去、処分

式台：ケヤキ集成材 既設ﾏﾏ

床：スタイロ畳敷き（縁付）撤去処分

天井：プラスタープリントボード
　　　t-9m/m(杉杢）撤去処分

天井：プラスタープリントボード
　　　t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　t-9m/m(杉柾）撤去処分

床：WPC縁甲板貼り15m/m 撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：プラスタープリントボード
天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

枠：既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m下地 準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

砂利敷き 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 200角デザインタイル貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

外壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 既設ﾏﾏ

断面詳細図１　　S=1:60
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床：モルタル（一部コンクリート）下地 ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

壁：モルタル下地 200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地既設ﾏﾏ ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

2
6
0
0

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

2
9
0
0

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

A-23

断 面 詳 細 図 １ （ 改 修 前 ） 1/6 0

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部 撤去処分

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D
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式台：ケヤキ集成材　既設のママ
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天井：プラスタープリントボード

天井：プラスタープリントボード

天井：プラスタープリントボード

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

　　　t-9.5m/m(杉柾）新設

壁：珪藻土塗り 新設 壁：珪藻土塗り 新設

床：スタイロ畳敷き（縁付）新設

床：WPC縁甲板貼り15m/m 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 新設

壁：準不燃ビニールクロス 新設

壁：準不燃ビニールクロス 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5m/m 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

壁：耐水PB t-12.5（GL）抗菌メラミン化粧板 t-3貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m 新設

断面詳細図１　　S=1:60
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床：モルタル（一部コンクリート）下地 長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

壁：耐水PB t-12.5（GL）抗菌メラミン化粧板 t-3貼り 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

壁：耐水PB t-12.5（GL）抗菌メラミン化粧板 t-3貼り 新設

廊下

壁：耐水PB t-12.5（GL）抗菌メラミン化粧板 t-3貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　　岩綿吸音版t-12 15 新設
　　　t-9.5m/m(杉柾）新設

　　　t-9.5m/m(杉杢）新設

天井：PB t-9.5m/m下地 新設
　　　準不燃ビニールクロス 新設

　　準不燃ビニールクロス 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 新設
　　　岩綿吸音版t-12 15 新設

A-24

1 / 6 0断 面 詳 細 図 １ （ 改 修 後 ）

土間コンクリート　補強筋　6Φ　@150　新設

コンクリート　補強筋　6Φ　@150　新設

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布 ウレタン塗膜防水 密着工法（X2）新設

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設
ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布



A2→A3縮小 71%
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検図承認 P & D
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断面詳細図２　　S=1:60
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床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分
天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

砂利敷き 既設ﾏﾏ

外壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 既設ﾏﾏ

天井：バスリブ 撤去処分

壁：モルタル下地 200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分
床：タイルカーペット6.5m/m貼り 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

器具庫倉庫

天井：PB t-9m/m下地 AEP 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 ロンリウムSM2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分

壁：モルタルコテ磨きAEP 既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

　　　ミネラートン撤去処分

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

2
6
0
0

　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

　　　ミネラートン撤去処分

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

2
6
0
0

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分
天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

断 面 詳 細 図 ２ （ 改 修 前 ） 1/6 0

A-25

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去
平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D
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断面詳細図２　　S=1:60

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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砂利敷き 既設ﾏﾏ

既設ﾏﾏ

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

巾木：ソフト巾木H100 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 新設

壁：準不燃ビニールクロス 新設

床：タイルカーペット6.5m/m貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

教育支援センター２

壁：AEP塗り 新設

床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設
壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上

外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

　　準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：モルタル下地 準不燃ビニールクロス貼り 新設

　　長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設
床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設

壁：LGS下地のうえ 耐水PB12.5m/m 新設
　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

A-26

1 / 6 0断 面 詳 細 図 ２ （ 改 修 後 ）

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設

ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設
平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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　　準不燃ビニールクロス 撤去処分
壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

押入内、全て撤去処分

壁：木組 テーパーボード12m/m下地 準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

床：スタイロ畳敷 畳寄せ（米栂）撤去処分

外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

壁：コンクリート壁 撤去処分
　　吹付タイルカット仕上（多色）撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

床：ロンリューム2.0m/m貼り 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉杢）撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

　　　ミネラートン（フォルム）貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分
壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

床：伊那フロア 既設ﾏﾏ

天井：フレキシブルボード 5m/m 吹付けタイル 既設ﾏﾏ

外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

床：均しモルタル 60～30 既設ﾏﾏ
  　非加硫合性ゴム系シート防水 既設ﾏﾏ
  　ラス入り押えモルタル 目地切（コーキング）t-50 既設ﾏﾏ

A-27

1 / 6 0断 面 詳 細 図 ３ 、 ４ （ 改 修 前 ）

壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗い

アルミ製建具　既設のﾏﾏ

図面No71参照

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D
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外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

床：伊那フロア 既設ﾏﾏ

外壁：２丁掛タイル貼り（フランス貼り）既設ﾏﾏ

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

天井：PB t-9.5下地 新設
　　　岩綿吸音板t-12 15 新設

床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設
　　一部モルタル　新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

天井：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上
　　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設
壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上

1/ 6 0

A-28

断 面 詳 細 図 ３ 、 ４ （ 改 修 後 ）

図面No71参照

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設
平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設
平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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多目的ホール

（照明器具のＬＥＤ化）

（照明器具のＬＥＤ化）

ミネラートン（照明器具廻り）撤去、処分

プラスターボード9m/m下地（照明器具廻り）撤去、処分

ミネラートン（照明器具廻り）撤去、処分

プラスターボード9m/m下地（照明器具廻り）撤去、処分

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

A-29

断 面 詳 細 図 ５ 、 ６ （ 改 修 前 ）

東面　断面詳細図５　S=1/60

西面　断面詳細図６　S=1/60



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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（照明器具のＬＥＤ化）

（照明器具のＬＥＤ化）

岩綿吸音板ｔ-12、15（照明器具廻り）新設

プラスターボード9.5m/m下地（照明器具廻り）新設

岩綿吸音板ｔ-12、15（照明器具廻り）新設

プラスターボード9.5m/m下地（照明器具廻り）新設

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

A-30

断 面 詳 細 図 ５ 、 ６ （ 改 修 後 ）

西面　断面詳細図５、６　S=1/60

東面　断面詳細図５、６　S=1/60



［注］図面に記入なき限り既設のママとする

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

南面　断面詳細図７、８　S=1/60

北面　断面詳細図７、８　S=1/60

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

ミネラートン張り　撤去、処分
プラスターボード9m/m下地　撤去、処分

ミネラートン（照明器具廻り）撤去、処分

プラスターボード9m/m下地（照明器具廻り）撤去、処分
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断 面 詳 細 図 ７ 、 ８ （ 改 修 前 ）
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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（照明器具のＬＥＤ化）

（照明器具のＬＥＤ化）

操作室

操作室

岩綿吸音板張り　新設
プラスターボード9.5m/m下地　新設

岩綿吸音板張り　新設
プラスターボード9.5m/m下地　新設

プラスターボード9.5m/m下地（照明器具廻り）新設

岩綿吸音板ｔ-12、15（照明器具廻り）新設

プラスターボード9.5m/m下地（照明器具廻り）新設

岩綿吸音板ｔ-12、15（照明器具廻り）新設

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

［注］図面に記入なき限り既設のママとする

北面　断面詳細図７、８　S=1/60

南面　断面詳細図７、８　S=1/60

3
4
0
0

2
4
0
0

5
8
0
0

2
4
0
0

1
0
0
0

▽２FL

▽１FL

断 面 詳 細 図 ７ 、 ８ （ 改 修 後 ）
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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１階平面詳細図（改修前）　S=1:60

コンクリートブロック壁を示す

空調機更新等に依る床、壁、天井改修部分を示す

用途変更及び使い勝手等に依る床、壁、天井改修部分を示す
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カウンター　既設のママ

式台　既設のママ
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既設のママ

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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ハッチ部分縁石　撤去処分

ハッチ部分土間コンクリートｔ-100　撤去処分

１ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 前 ）
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

２ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 前 ） 1/6 0
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町史編纂室

公民館教室

２階平面詳細図（改修前）　S=1:60

コンクリートブロック壁を示す

空調機更新等に依る床、壁、天井改修部分を示す

用途変更及び使い勝手等に依る床、壁、天井改修部分を示す

PS

PS

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

ハッチ部分コンクリート壁、土間保護コンクリートｔ-30～60　撤去処分

既設　アルミ製両開き戸（三方枠は残す）撤去、処分

A-34

ベランダ2

屋根6

既設ドレン上皿撤去(1箇所)

既設ドレン上皿撤去(1箇所)

既設目地材撤去

平場：高圧洗浄・ケレン

立上り：高圧洗浄・ケレン

立上り：高圧洗浄・ケレン

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

既設目地材撤去

既設ドレン上皿撤去(2箇所)

平場：高圧洗浄・ケレン

ハッチ部分保護コンクリート
（非加硫系合成ゴムシート防水共）t-30～60撤去、処分

※立上り上部壁：高圧洗浄

※立上り上部壁：高圧洗浄

ベランダ1



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

Ｒ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 前 ） 1/6 0
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

Ｒ階平面詳細図（改修前）　　S=1:60
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屋根5

屋根2

屋根1

既設ドレン上皿撤去(1箇所)

既設ドレン上皿撤去(3箇所)

既設脱気筒撤去(2箇所)

既設脱気筒撤去(3箇所)

既設ドレン上皿撤去(4箇所)

既設ドレン上皿撤去(2箇所)

既設ドレン上皿撤去(1箇所)

既設アルミ笠木撤去

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

平場：高圧洗浄・ケレン

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

屋根7

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

高圧洗浄・ケレン

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

立上り：高圧洗浄・ケレン

屋根4

※立上り上部壁：高圧洗浄

平場：高圧洗浄・既設防水層不良部撤去

※立上り上部壁：高圧洗浄



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 6 0１ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 後 ）
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※床、壁、天井　改修

１階平面詳細図（改修後）　S=1:60

コンクリートブロック壁を示す

増築建物を示す

空調機更新等に依る床、壁、天井改修部分を示す

用途変更及び使い勝手等に依る床、壁、天井改修部分を示す
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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２ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 後 ）
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※床、壁、天井　改修

▽EXPJ（W-100）

２階平面詳細図（改修後）　S=1:60

コンクリートブロック壁を示す
増築建物を示す

空調機更新等に依る床、壁、天井改修部分を示す

用途変更及び使い勝手等に依る床、壁、天井改修部分を示す
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展開符号
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屋根6

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設
ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設
平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

目地：ポリウレタンシーリング処理

目地：ポリウレタンシーリング処理

改修用ドレン(タテ型)・ドレンキャップ新設(1箇所)

改修用ドレン(ヨコ型)・ドレンキャップ新設(1箇所)

改修用ドレン(ヨコ型)・ドレンキャップ新設(2箇所)

SUS製脱気筒取付(1箇所)
(取付位置は協議の上)

SUS製脱気筒取付(1箇所)
(取付位置は協議の上)

※立上り上部壁：防水形複層塗材E

※立上り上部壁：防水形複層塗材E

ベランダ1

ベランダ2



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 6 0Ｒ 階 平 面 詳 細 図 （ 改 修 後 ）
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Ｒ階平面詳細図（改修後）　　S=1:60

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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屋根5

屋根2

屋根1

屋根7

SUS製脱気筒取付(3箇所)

SUS製脱気筒取付(2箇所)

改修用ドレン(タテ型)・ドレンキャップ新設(4箇所)

改修用ドレン(ヨコ型)・ドレンキャップ新設(2箇所)

改修用ドレン(ヨコ型)・ドレンキャップ新設(3箇所)

改修用ドレン(ヨコ型)・ドレンキャップ新設(1箇所)

改修用ドレン(ヨコ型)・ドレンキャップ新設(1箇所)

アルミ笠木新設

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

立上り：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布

ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設
ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

ウレタン塗膜防水 密着工法(X-2)新設

(取付位置は協議の上)

(取付位置は協議の上)

※立上り上部壁：防水形複層塗材E

屋根4

平場：下地調整エポキシ系ポリマーセメント塗布
ウレタン塗膜防水 通気緩衝工法(X-1)新設

※立上り上部壁：防水形複層塗材E



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 6 0

Ｂ６ ７ Ｆ Ｄ

ＦＢ Ｃ Ｅ６７

巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ

巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ
巾木：テラゾーブロックH180 既設ﾏﾏ

下駄箱： 既設ﾏﾏ

　　ループカーペット 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　ループカーペット6.5m/m貼り 新設　　ループカーペット 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　ループカーペット6.5m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　ループカーペット 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　ループカーペット6.5m/m貼り 新設

天井：PB t-9m/m ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：PB t-9m/m ミネラートン（ストライプ）撤去処分

　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設

　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設

床：既設ﾏﾏ

巾木：テラゾーブロックH180 既設ﾏﾏ

床：既設ﾏﾏ

　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ

　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

框：テラゾーブロック100ｘ200 既設ﾏﾏ

腰壁：大理石 既設ﾏﾏ

壁：テーパーボード下地 既設ﾏﾏ

　　吹付タイル 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 口代タイルデザイン貼り 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　吹付タイル 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　吹付タイル 既設ﾏﾏ

　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設

　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設

壁：テーパーボード下地 既設ﾏﾏ

　　吹付タイル 既設ﾏﾏ
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巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ

壁：テーパーボード下地 既設ﾏﾏ

　　吹付タイル 既設ﾏﾏ

　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設

２面１面

３面 ４面

　　　PB t-9.5m/m 岩綿吸音板 t-12、15 新設

　　　PB t-9.5m/m 岩綿吸音板 t-12、15 新設

１階 展開図（改修前後）メインロビー　S=1:60

A-39

１階 展開図（改修前後）メインロビー



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 6 0
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　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉杢）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉杢）撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ　珪藻土塗り 新設壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ　珪藻土塗り 新設

床：スタイロ畳敷き（縁付） 撤去処分
　　スタイロ畳敷き（縁付） 新設

　　珪藻土塗り 新設

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

　　珪藻土塗り 新設

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

床：WPC縁甲板貼り15m/m 撤去処分
　　WPC縁甲板貼り15m/m 新設

床：WPC縁甲板貼り15m/m 撤去処分
　　WPC縁甲板貼り15m/m 新設

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

　　珪藻土塗り 新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

ケヤキ集成材 既設ﾏﾏ

　　WPC縁甲板貼り15m/m 新設
床：WPC縁甲板貼り15m/m 撤去処分

押入内、全て既設ﾏﾏ

框H120 既設ﾏﾏ

落掛 杉

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

ケヤキ集成材 既設ﾏﾏ

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉杢）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉杢）新設

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉杢）新設

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉杢）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉杢）撤去処分 　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉杢）新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉杢）撤去処分
天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉柾）撤去処分

　　　プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾）新設

廊下 廊下押入 広縁 広縁

広縁 床の間 脇床押入 廊下床の間

床の間

押入内、全て既設ﾏﾏ
　　スタイロ畳敷き（縁付）新設
床：スタイロ畳敷き（縁付）撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ 珪藻土塗り 新設

天井：プラスタープリントボード t-9m/m(杉杢）撤去処分

　　スタイロ畳敷き（縁付）新設
床：スタイロ畳敷き（縁付）撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ 珪藻土塗り 新設

　　スタイロ畳敷き（縁付）新設
床：スタイロ畳敷き（縁付）撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ 珪藻土塗り 新設

　　スタイロ畳敷き（縁付）新設
床：スタイロ畳敷き（縁付）撤去処分

１面

３面

２面２面

４面

框H120 既設ﾏﾏ

床：WPC縁甲板貼り15m/m 撤去処分
　　WPC縁甲板貼り15m/m 新設

床：WPC縁甲板貼り15m/m 撤去処分
　　WPC縁甲板貼り15m/m 新設

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ　珪藻土塗り 新設

框H120 既設ﾏﾏ

巾木H40 既設ﾏﾏ巾木H40 既設ﾏﾏ

巾木H40 既設ﾏﾏ 巾木H40 既設ﾏﾏ巾木H40 既設ﾏﾏ 巾木H40 既設ﾏﾏ 巾木H40 既設ﾏﾏ

※ ７通り・９通り・Ｆ通りの壁は全てモルタル下地
（上記以外の壁は全てテーパーボード下地）

※ 木部は全て清掃

ケヤキ集成材 既設ﾏﾏ

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ　珪藻土塗り 新設

１階 展開図・広縁（改修前後）　S=1:60

１階 展開図・婦人教養室（改修前後）　S=1:60

２面 ３面 ４面１面

１階 展開図（改修前後）婦人教養室・広縁

A-40

1,700



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 6 0

９ １０ １１ ＤＦ

９１０１１ Ｄ Ｆ

床：タイルカーペット6.5m/m貼り 撤去処分

踏込み：ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

天井：PB t-9m/m ミネラートン 撤去処分

床：タイルカーペット6.5m/m貼り 撤去処分

既設ﾏﾏ既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m ミネラートン 撤去処分

既設ﾏﾏ

既設ﾏﾏ

床：タイルカーペット6.5m/m貼り 撤去処分

既設ﾏﾏ

既設ﾏﾏ
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既設ﾏﾏ 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上 壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上

床：タイルカーペット6.5m/m貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分

３面 ４面

１面 ２面

１面 ４面３面２面

　　準不燃ビニールクロス 新設

　　タイルカーペット6.5m/m貼り 新設

　　準不燃ビニールクロス 新設

　　タイルカーペット6.5m/m貼り 新設

　　　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　タイルカーペット6.5m/m貼り 新設　　タイルカーペット6.5m/m貼り 新設

　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設 　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

　　　ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

　　　ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

　　　ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

　　　ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

１階 展開図・ＩＴ教室（改修前後）　S=1:60

１階 展開図・坪庭（改修前後）　S=1:60

　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 新設

　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 新設

２階ＦＬ
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2
0
0

1,
2
0
0

8
00

8
00

廊下ＦＬ

ＧＬ

扉：撤去処分、新設扉：撤去処分、新設

A-41

１階 展開図（改修前後）ＩＴ教室・坪庭



　　半磁器質100角タイル貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

　　ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分
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１１ １０ Ａ１１ １０

１０ １１ Ａ Ａ

１１ １０ Ａ １０ １１ Ａ

居間 脱衣室 浴室

寝室
厨房 浴室 寝室 押入

寝室 厨房
押入 寝室 脱衣室

便所 厨房 居間

３面１面 ２面

４面 ５面 ６面

１面 ２面 ３面 ４面

天井：バスリブ 撤去処分天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分
壁：コンクリート壁 撤去処分 壁：コンクリート壁 撤去処分

天井：バスリブ 撤去処分　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分 　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 壁：木組 テーパーボード12m/m下地 撤去処分
　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分 　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉杢）下地 撤去処分 天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉杢）下地 撤去処分

撤去処分
壁：コンクリート壁 撤去処分

撤去処分

地袋：撤去処分

浴槽　撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分浴槽 撤去処分 押入内、全て撤去処分床：スタイロ畳敷 畳寄せ（米栂） 撤去処分
床：アロンフロア2.0m/m貼り 撤去処分壁：モルタル下地 撤去処分 床：スタイロ畳敷 畳寄せ（米栂） 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分 床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

　　ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

壁：コンクリート壁 撤去処分天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉杢）下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

壁：コンクリート壁 撤去処分

　　準不燃ビニールクロス貼り　撤去処分

壁：木組 テーパーボード12m/m下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉杢）下地 撤去処分
　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分 　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分

　　半磁器質100角タイル貼り 撤去処分

壁：撤去処分 撤去処分 撤去処分

押入内、全て撤去処分

床：スタイロ畳敷 畳寄せ（米栂）撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 撤去処分 洗面台 撤去処分

床：アロンフロア2.0m/m貼り 撤去処分
壁：木組 テーパーボード12m/m下地 撤去処分

便器 撤去処分 　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分床：スタイロ畳敷 畳寄せ（米栂）撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

　　磁器質モザイクタイル貼り（25ｘ25）撤去処分

壁：押入部分、モルタル下地 新設 壁：壁撤去部、モルタル下地 新設

　　準不燃ビニールクロス貼り 新設 　　準不燃ビニールクロス貼り 新設

床：ロンリューム2.0m/m貼り 撤去処分

洗面台 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

　　長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設
床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設

床：ロンリューム2.0m/m貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設

壁：モルタル下地 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

床：スタイロ畳敷 畳寄せ（米栂）撤去処分

3,410

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

壁：準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分
壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 撤去処分

床：アロンフロア2.0m/m貼り 撤去処分

流し台、調理台 撤去処分

吊戸棚 撤去処分

壁：木組 テーパーボード12m/m下地 撤去処分
　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分
　　半磁器100角タイル貼り 撤去処分

　　半磁器100角タイル貼り 撤去処分

天井：化粧PB t-9.5 新設 天井：化粧PB t-9.5 新設 天井：化粧PB t-9.5 新設

8
0
0

6
0
0

1,
2
0
0

壁：壁撤去部、モルタル下地 新設

　　準不燃ビニールクロス貼り 新設

　　磁器質タイル貼り 撤去処分

　　磁器質タイル貼り 撤去処分

天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉杢）下地　撤去処分

１階 展開図・倉庫１（改修後）　S=1:60

扉：撤去処分

扉：新設（枠共）

扉：撤去処分（枠共）

扉：撤去処分（枠共）

扉：撤去処分（枠共）扉：撤去処分（枠共）

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/ 6 0

A-42

１階 展開図・管理人室、便所（改修前）　S=1:60

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

１階 展開図（改修前）管理人室・便所（改修後）倉庫１
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2
,
6
0
0

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設

LGS下地　PBｔ-12.5の上準不燃ビニールクロス張り



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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１面 ２面 ３面 ４面

８面７面６面５面

９面 １０面

男子脱衣室 女子脱衣室 女子脱衣室 男子脱衣室
男子浴室 女子浴室 女子浴室 男子浴室

男子脱衣室 男子浴室 男子浴室 男子脱衣室 男子脱衣室 男子浴室 男子浴室 男子脱衣室

女子脱衣室 女子浴室 女子浴室 女子脱衣室

壁：コンクリート壁 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分
　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分壁：コンクリート壁 撤去処分

　　200角デザインタイル貼り 撤去処分 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分

　　200角デザインタイル貼り 撤去処分
　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分天井：バスリブ 撤去処分 天井：バスリブ 撤去処分

撤去処分
撤去処分

撤去処分

撤去処分 撤去処分
床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

　　ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分

　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分
　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分 　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分
壁：コンクリート壁 撤去処分　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分 天井：バスリブ 撤去処分 天井：バスリブ 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

撤去処分

撤去処分 撤去処分 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分

　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分 　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

　　ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m 下地 撤去処分
　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分 　　　準不燃ビニールクロス 撤去処分天井：バスリブ 撤去処分

撤去処分 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分

　　ロンリューム2.0m/m（プレーン）貼り 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分

１階 展開図（改修前）男女浴室、脱衣室　S=1:60

１階 展開図（改修前）男女浴室・脱衣室

A-43



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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壁：ケイ酸カルシウム板8m/m GL工法 新設
　　AEP仕上げ 新設

壁：ケイ酸カルシウム板8m/m GL工法 新設
　　AEP仕上げ 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

　　AEP仕上げ 新設

巾木：ソフト巾木H100巾木：ソフト巾木H100

天井：化粧PB9.5m/m 新設 天井：化粧PB9.5m/m 新設 天井：化粧PB9.5m/m 新設

１面 ２面 ３面 ４面

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

壁：LGS下地のうえ ケイ酸カルシウム板8m/m下地 新設

１階 展開図・倉庫２（改修後）　S=1:60

扉：新設（枠共）

A-44

１階 展開図（改修後）倉庫２・多目的便所・湯沸
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改修前脱衣室ＦＬ

壁：LGS下地のうえ 耐水PB12.5m/m 新設
　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

１面

ライニング天板：人造大理石
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壁：LGS下地のうえ 耐水PB12.5m/m 新設
　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

２面

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設
壁：耐水PB12.5m/m GL工法 新設

天井：化粧PB9.5m/m 新設
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壁：LGS下地のうえ 耐水PB12.5m/m 新設
　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

天井：化粧PB9.5m/m 新設

３面

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

壁：耐水PB12.5m/m GL工法 新設

扉：新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

2,300

Ｃ
Ｈ

＝
2
,
4
0
0

2
,
00
0

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

天井：化粧PB9.5m/m 新設

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

４面

壁：耐水PB12.5m/m GL工法 新設

１階 展開図・多目的便所（改修後）　S=1:60

人造大理石　t=12+5

100

1
0
8
5

1
,
08
5

ライニングバック詳細図　　S=1:20

軽量鉄骨下地　W-65

ビニル巾木　H-100

長尺ビニル床シート　t-2.3

耐水合板　t-12

ケイ酸カルシウム板　t-6

メラミン化粧板　t-3

Ｃ
Ｈ

＝
2
,
4
0
0

ＦＬ
改修前脱衣室ＦＬ

2
,
0
00

天井：化粧PB9.5m/m 新設

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設
壁：LGS下地のうえ 耐水PB12.5m/m 新設

１面

巾木：ソフト巾木H100

９

2,000

扉：新設（枠共）

１階 展開図・湯沸（改修後）　S=1:60

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

2,300

Ｃ
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,
4
0
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2
,
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00

2
,
0
00

巾木：ソフト巾木H100

天井：化粧PB9.5m/m 新設

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

２面

壁：耐水PB12.5m/m GL工法 新設

９

2,000

Ｃ
Ｈ

＝
2
,
4
0
0

天井：化粧PB9.5m/m 新設

３面

壁：耐水PB12.5m/m GL工法 新設

巾木：ソフト巾木H100

2
,
0
00

扉：新設（枠共）

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼 新設

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

2,300

Ｃ
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＝
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2
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,
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巾木：ソフト巾木H100

天井：化粧PB9.5m/m 新設

壁：LGS下地のうえ 耐水PB12.5m/m 新設
　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

　　抗菌メラミン不燃化粧板t-3貼 新設

４面

壁：耐水PB12.5m/m GL工法 新設
品名

下台

照明器具

水　栓

加熱機器

※　一次側電気工事（E）、換気扇ダクト接続（M）

ガスコンロ

仕　　　様

シンク：ステンレス

　　　　　　　（背板）特殊樹脂コート化粧ＭＤＦ　アンティックホワイト

　　　　　　　（底板）特殊樹脂コート化粧合板　アンティックホワイト

　　　　　　　（幕板）低圧メラミン化粧パーティクルボード　アンティックホワイト

扉：低圧メラミン化粧パーティクルボード　四方木口貼　アンティックホワイト

取手：樹脂製　ホワイト

付属品：排水トラップ

　　　　包丁差し、排水円板

キャビネット：（側板）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード　アンティックホワイト

ＳＥＮＬＥＤ－３５０ＵＣ－Ｌ：ＬＥＤ照明５．０Ｗ×１

２穴シングルレバー混合水栓　ＳＦ１３２（１４５）ＲＵＪＧ

トップ：ステンレス

品名

上台

換気扇

側板木口カバー

サイドカバー

仕　　　様

（側板シンク側）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード　アンティックホワイト　

（側板コンロ側）内側：t3不燃化粧板

　　　　　　　　外側：特殊樹脂コート化粧合板＋ラワン合板　アンティックホワイト

（背板）t3不燃化粧板＋ラワン合板＋パーティクルボード

（天板）t3不燃化粧板＋パーティクルボード

（幕板）内側：t3不燃化粧板

　　　　外側：低圧メラミン化粧パーティクルボード　アンティックホワイト　

（中間棚）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード　アンティックホワイト

（水切棚）軟鋼線材　ポリエチレンコーティング　ホワイト

（棚板）特殊樹脂コート化粧パーティクルボード　アンティックホワイト

キャビネット：

塩ビ成型品（コ型形状）Ｌ＝１９００

塩ビ成型品（Ｔ型形状）Ｌ＝４９９

取付穴：２７５×２８０　ＶＤ－１８Ｚ１３－ＳＷ（ダクト径：φ１５０）

　　　　　　　　　　　  ＶＤ－１８ＺＹ１３－ＳＷ（ダクト径：φ１００）

取付穴：□２２５　ＤＶＦ１４ＭＲＫ８（ダクト径：φ１００）

■ミニキッチン仕様

１口（プロパンガス）DMK15LEW　1D



床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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巾木：ソフト巾木H100 撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

撤去処分

撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分 　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分
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壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分 床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分 　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

女子手洗

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

男子便所

撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

撤去処分

１面 ２面 ３面 ４面

５面 ６面 ７面 ８面

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

床：モルタル（一部コンクリート）下地 撤去処分
　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分 壁：モルタル下地 撤去処分

　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m下地 撤去処分 天井：PB t-9m/m下地 撤去処分

扉：撤去、処分

扉：撤去、処分

１階 展開図（改修前）男女便所、PS　S=1:60

A-45

１階 展開図（改修前）男女便所・PS



女子便所

A2→A3縮小 71%

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 6 0
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９

９ ９

手洗い男子便所 手洗い 男子便所男子便所 女子便所PS 女子便所 PS PS 男子便所

女子便所 男子便所
女子便所 手洗い

男子便所
手洗い 女子便所

男子便所女子便所

改修前便所ＦＬ

改修前便所ＦＬ

巾木：長尺ビニル床シート

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19

巾木：長尺ビニル床シート

壁：耐水PB t-12.5(GL)

巾木：長尺ビニル床シート
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壁：耐水PB t-12.5(GL)

壁：耐水PB t-12.5(GL)

巾木：長尺ビニル床シート

６面 ７面 ８面 １０面９面

１面 ３面２面 ４面 ５面

壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5

壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5

天井：化粧PB t-9.5 新設 天井：化粧PB t-9.5 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

　　　巻上H150 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

　　　W-250 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

床：汚垂石 新設

壁：耐水PB t-12.5(GL)

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

壁：耐水PB t-12.5(GL)

床：汚垂石 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

　　　巻上H150 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-250 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-250 新設

　　　巻上H150 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設 　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

　　　巻上H150 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設

床：汚垂石 新設

巾木：長尺ビニル床シート

　　　巻上H150 新設

　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設
巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設
床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設 床：モルタル（一部コンクリート）下地 新設

　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設
腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5

腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5

腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5
腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5腰壁：LGS下地のうえ 耐水PB t-12.5

扉：新設

扉：新設

１階 展開図（改修後）男女便所、PS　S=1:60

図面名称：１階 展開図（改修後）男女便所・PS
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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新設

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン貼り 撤去処分

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

１面３面 ２面 ４面３面

１面 ４面２面 ３面

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設 壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

巾木：ソフト巾木H100 新設

巾木：ソフト巾木H100 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　ロンリウム2.0m/m貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　ロンリウム2.0m/m貼り 撤去処分

扉：撤去処分

扉：新設

天井：PB t-9.5m/m 岩綿吸音版t-12 新設 天井：PB t-9.5m/m 岩綿吸音版t-12 新設

１階 展開図（改修後）事務室　S=1:60

A-47

１階 展開図（改修前後）事務室

１階 展開図（改修前）事務室　S=1:60
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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巾木：ソフト巾木H100 撤去処分巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ

ケヤキ集成材 既設ﾏﾏ

腰壁：大理石 既設ﾏﾏ

巾木：テラゾーブロックH150 既設ﾏﾏ

框：テラゾーブロック100ｘ200 既設ﾏﾏ

巾木：テラゾーブロックH200 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ 壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ

　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

枠：既設ﾏﾏ

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

框：テラゾーブロック100ｘ200 既設ﾏﾏ

巾木：テラゾーブロックH200 撤去処分

枠：既設ﾏﾏ

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

壁：撤去処分

開口：枠撤去処分

壁：撤去処分

壁：撤去処分

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

開口：撤去処分

壁：ジラクサテン吹付 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地　既設ﾏﾏ
　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉柾）撤去処分

天井：プラスタープリントボード t-9m/m（杉柾）撤去処分
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２面 ３面

４面１面

既設ﾏﾏ

既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

枠：既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

扉：撤去処分 扉：撤去処分 扉：撤去処分

扉：撤去処分

扉：撤去処分

扉：撤去処分（枠共）

１階 展開図（改修前）廊下　S=1:60

１ 階  展 開 図 （ 改 修 前 ） 廊 下
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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扉：新設 扉：新設

壁：LGS下地のうえPB12.5m/m

1,
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４面１面

３面２面

巾木：ソフト巾木H100 新設

巾木：御影石H200 新設

　　準不燃ビニールクロス貼り 新設

巾木：ソフト巾木H100 新設

天井：プラスタープリントボード t-9.5m/m（杉柾） 新設

2,800

壁：珪藻土塗り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

天井：プラスタープリントボード t-9.5m/m 杉柾 新設

壁：珪藻土塗り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：御影石H200 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

壁：珪藻土塗り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：LGS下地のうえPB12.5m/m

　　準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

※婦人教養室前の木部は全て清掃

扉：新設 扉：新設 扉：新設

扉：新設 扉：新設

壁：LGS下地のうえPB12.5m/m
　　準不燃ビニールクロス貼り 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

天井：PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音版t-12 15 新設

１階 展開図（改修後）廊下　S=1:60

１ 階  展 開 図 （ 改 修 後 ） 廊 下
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分
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巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
巾木：ソフト巾木H100 新設

　　準不燃ビニールクロス 新設

天井：PB t-9m/m ミネラートン（ストライプ） 撤去処分
　　　一部、準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
巾木：ソフト巾木H100 新設

1,
2
0
0

80
0

天井：PB t-9m/m ミネラートン（ストライプ） 撤去処分
　　　一部、準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

　　　一部、準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分
　　準不燃ビニールクロス 新設

既設ﾏﾏ

巾木：ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
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１面

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　　一部、準不燃ビニールクロス貼り 新設
　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設

　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設

扉：新設 扉：新設

２階 展開図（改修前後）小会議室　S=1:60

２階 展開図（改修前後）小会議室
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分
　　準不燃ビニールクロス 新設

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分
　　準不燃ビニールクロス 新設

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

２面１面

天井：PB t-9m/m ミネラートン貼り 撤去処分 天井：PB t-9m/m ミネラートン貼り 撤去処分

　　長尺ビニール床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分

　　長尺ビニール床シート2.3m/m貼り 新設
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設 　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設
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巾木：ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 新設

　　準不燃ビニールクロス 新設
壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分

80
0

1
,7
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0

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ 準不燃ビニールクロス 撤去処分
　　準不燃ビニールクロス 新設

４面３面

　　長尺ビニール床シート2.3m/m貼り 新設
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　長尺ビニール床シート2.3m/m貼り 新設
　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

天井：PB t-9m/m ミネラートン貼り 撤去処分 天井：PB t-9m/m ミネラートン貼り 撤去処分
　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設 　　　PB t-9.5m/m下地 岩綿吸音板 t-12 15 新設
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壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上 壁：モルタル下地 合成樹脂系吹付タイル 高圧水洗いの上

１面 ４面３面２面

　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設 　　防水形複層塗材Ｅ（改修方法は立面図に依る）新設

10,800 10,800
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扉：新設

２Ｆ廊下ＦＬ
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,
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２階 展開図（改修前後）坪庭　S=1:60

２階 展開図（改修前後）公民館教室　S=1:60

２階 展開図（改修前後）公民館教室・坪庭
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼 新設 床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼 新設巾木：ソフト巾木H100 新設巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設巾木：ソフト巾木H100 新設

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

　　準不燃ビニールクロス貼 撤去処分 　　準不燃ビニールクロス貼 撤去処分

　　準不燃ビニールクロス貼 撤去処分

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設 壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

壁：準不燃ビニールクロス貼り 新設

　　　ミネラートン（フォルム）貼り 撤去処分 　　　ミネラートン（フォルム）貼り 撤去処分

１面 ２面 ３面 ４面

１面 ２面 ３面 ４面

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ 床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　アロンタフシート 2.8m/m貼 撤去処分 　　アロンタフシート 2.8m/m貼 撤去処分

天井：PB t-9下地 撤去処分天井：PB t-9下地 撤去処分

天井：PB t-9.5下地 新設

天井：PB t-9.5下地 新設

　　　岩綿吸音板t-12 15 新設

　　　岩綿吸音板t-12 15 新設

扉：撤去処分

扉：新設

２階 展開図（改修後）教育支援センター１　S=1:60

２階 展開図（改修前）教育支援センター１　S=1:60

２階 展開図（改修前後）教育支援センター１
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　ロンリウム2.0m/m貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
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壁：モルタルコテ磨き AEP 清掃

壁：モルタルコテ磨き AEP 清掃

壁：モルタルコテ磨き AEP 清掃
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0
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巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設 巾木：ソフト巾木H100 新設

　　ロンリウム2.0m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

壁：AEP塗り 新設

　　AEP塗り 新設
壁：AEP塗り 新設壁：AEP塗り 新設

壁：AEP塗り 新設

１面 ２面 ３面 ４面

１面 ２面 ３面 ４面

　　　AEP 撤去処分
天井：PB t-9下地 撤去処分天井：PB t-9下地 撤去処分

　　　AEP 撤去処分 　　　AEP 撤去処分
天井：PB t-9下地 撤去処分

天井：化粧PB t-9.5 新設 天井：化粧PB t-9.5 新設 天井：化粧PB t-9.5 新設
壁：扉撤去部分、LGS下地のうえ PB t-12.5 新設

床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設

巾木：ソフト巾木H100 新設

床：長尺ビニル床シート 2.3m/m貼り 新設

扉：撤去処分（枠共）

扉：新設（枠共）扉：新設

扉：撤去処分

A-53

２階 展開図（改修前）器具庫倉庫　S=1:60

２階 展開図（改修後）教育支援センター２　S=1:60

２階 展開図（改修前）器具庫（改修後）教育支援センター２



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 6 0
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女子便所 男子便所 女子便所 女子手洗 男子便所 女子便所 女子便所女子手洗

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

撤去処分

　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分 　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

床：モルタル下地 撤去処分
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壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分
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女子手洗 男子手洗 男子手洗 男子手洗 PS 男子手洗 男子便所

９ ８ ８ ９

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 巾木：ソフト巾木H100 撤去処分 撤去処分

　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

女子手洗

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

男子便所

撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

撤去処分

床：モルタル下地 撤去処分

床：モルタル下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

175

撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

175

2
,
00
0

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

　　　準不燃ビニールクロス貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　吹付けタイル カット仕上（多色）撤去処分

１面 ２面 ３面 ４面

５面 ６面 ７面 ８面

　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分
床：モルタル下地 撤去処分
　　ポリコンモザイクタイル貼り（ポリマール） 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分 　　ロンリウムSM2.0m/m貼り 撤去処分

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ

天井：PB t-9下地 撤去処分 天井：PB t-9下地 撤去処分 天井：PB t-9下地 撤去処分 天井：PB t-9下地 撤去処分

天井：PB t-9下地 撤去処分天井：PB t-9下地 撤去処分

天井：PB t-9下地 撤去処分

天井：PB t-9下地 撤去処分

壁：モルタル下地 撤去処分
　　200角デザインタイル貼り 撤去処分

扉：撤去処分

扉：撤去処分

２階 展開図（改修前）男女便所、PS　S=1:60

２階 展開図（改修前）男女便所・PS
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天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19

　　　W-250

女子便所

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 6 0
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手洗い男子便所 手洗い 男子便所男子便所 女子便所PS 女子便所 PS PS 男子便所

女子便所 男子便所
女子便所 手洗い

男子便所
手洗い 女子便所

男子便所女子便所

改修前便所ＦＬ

改修前便所ＦＬ

壁：LGS下地+耐水PB t-12.5

巾木：長尺ビニル床シート

壁：耐水PB t-12.5(GL)

壁：耐水PB t-12.5(GL)
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壁：LGS下地+耐水PB t-12.5

壁：耐水PB t-12.5壁：耐水PB t-12.5(GL)

巾木：長尺ビニル床シート

175 175

175175
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40
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,
2
00

壁：耐水PB t-12.5(GL)

壁：耐水PB t-12.5(GL)

巾木：長尺ビニル床シート

６面 ７面 ８面 １０面９面

１面 ３面２面 ４面 ５面

床：モルタル下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：汚垂石 新設 床：汚垂石 新設

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

床：モルタル下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

壁：LGS下地+耐水PB t-12.5
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り

床：モルタル下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

床：モルタル下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設
床：モルタル下地 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設 天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

壁：LGS下地+耐水PB t-12.5
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

　　　巻上H150 新設

壁：耐水PB t-12.5

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設天井：化粧PB t-9.5 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

壁：LGS下地+耐水PB t-12.5
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

床：汚垂石 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

　　　巻上H150 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-250 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設
面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-250 新設

床：長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

巾木：長尺ビニル床シート巻上H150 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設 　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

天井：化粧PB t-9.5 新設

面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫ-ﾑ t-19 W-100 新設

　　　巻上H150 新設

壁：LGS下地+耐水PB t-12.5
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

床：モルタル下地 新設
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り 新設

巾木：長尺ビニル床シート

　　　巻上H150 新設

壁：LGS下地のうえ耐水PB t-12.5 新設

　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板t-3貼り 新設

壁：LGS下地のうえ耐水PB t-12.5 新設
　　抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t-3貼り 新設

扉：新設

扉：新設

　　　巻上H150 新設

巾木：長尺ビニル床シート

２階 展開図（改修後）男女便所、PS　S=1:60

２階 展開図（改修後）男女便所・PS
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%
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　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分
天井：PB t-9m/m 撤去処分

　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分
天井：PB t-9m/m 撤去処分

扉：撤去処分

巾木：ソフト巾木H75 撤去処分
　　　ソフト巾木H100 新設

　　準不燃ビニールクロス貼り
　　撤去部分、LGS下地のうえPB12.5m/m

　　アルミ製三本引き戸新設（カバー工法）

　　　吹付けタイル 既設ﾏﾏ
腰壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設

腰壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ
　　　吹付けタイル 既設ﾏﾏ
　　　水洗いの上、防水系複層塗材Ｅ 新設
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5
60

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

天井：PB t-9m/m 撤去処分
　　　ミネラートン（ストライプ）撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　準不燃ビニールクロス 新設
　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

壁：モルタル下地 既設ﾏﾏ

　　準不燃ビニールクロス 新設
　　準不燃ビニールクロス 撤去処分

巾木：ソフト巾木H75 撤去処分
　　　ソフト巾木H100 新設

巾木：ソフト巾木H75 撤去処分
　　　ソフト巾木H100 新設

Ｃ
Ｈ

＝
2
,
6
0
0

　　　ソフト巾木H100 新設
巾木：ソフト巾木H100 撤去処分

巾木：ソフト巾木H100 撤去処分
　　　ソフト巾木H100 新設

1
75

1
5
0

8
5
0

１面

２面

４面

３面

　　アロンタフシート2.8m/m貼り 撤去処分
　　長尺ビニル床シート2.3m/m貼り

床：モルタル下地 既設ﾏﾏ
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

プラスターボード　ｔ-9.5下地　キューブ柄岩綿吸音板　ｔ-15張り
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２ 階 天 井 伏 図 （ 改 修 後 ）

２階天井伏図（改修後）　S=1:150

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

プラスターボード　ｔ-9.5下地　キューブ柄岩綿吸音板　ｔ-15張り

ｃ

プラスターボード　ｔ-9.5下地　リブ柄岩綿吸音板　ｔ-15張り
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工事名称：
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１階床伏図（改修後）　S=1:60

１階床伏図（改修前）　S=1:60

１ 階 床 伏 図 （ 改 修 前 後 ）

※壁際鉄筋は極力残す事

土間コンクリート　ｔ-100（補強筋　6Φ　＠150）モルタル下地共　新設

モルタル下地　新設
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建 具 指 示 図 、 建 具 表 １

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

-

笠木・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

扉厚40mm

1階：女子便所

トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

-

笠木・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

TB
2

笠木・目板

巾木・床レール 巾木・床レール

扉厚40mm

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

-

扉厚40mm

トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

-

扉厚40mm

トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

-

笠木・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

扉厚40mm

トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF)

-

笠木・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

巾木・床レール

1階：男子便所

トイレブース

巾木・床レール

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

笠木・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

ロック・戸当り帽子掛け・巾木・床レール

笠木・目板

1階：男子便所 1階：男子便所 1階：男子便所
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建 具 表 ２
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ステンレス引棒、引戸用シリンダー錠、自動閉鎖装置三方枠、ステンレス沓摺、付属金物一式
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建 具 表 ３

A2→A3縮小 71%

強化ガラスFL5
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着色陽極酸化塗膜複合被膜

自閉式片引きハンガー戸

ステンレス引棒、引戸用シリンダー錠、自動閉鎖装置三方枠、ステンレス沓摺、付属金物一式

カバー工法
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訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%

◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

亜鉛めっき鋼板　2.3mm　<防錆塗装仕上>

アルミ押出形材　<アルマイト処理仕上>
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玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
設計年月日

訂正年月日

P & D承認 検図

SCALE　

工事名称：

図面名称：

A2→A3縮小 71%

断面図　S=1/5

　Ｔバ－ジョイント　

　パネル詳細　 　扉詳細　

　内開きトイレ用扉　 　内開きトイレ用扉　 　ＳＫ・物入れ用片開き扉　

　便所～手洗い室出入口用片開き扉　

項　目 材　料（板厚mm）部　材

◇仕様表

パネル表面材

芯　材

目板／戸当り

巾木／床レール

笠木

壁面レール／コーナーカバー

ロック

その他金物

ヒンジ／SKヒンジ
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アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>

アルミ押出形材　<アルマイトクリア処理仕上>
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A2→A3縮小 71%

図面名称：
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検図承認 P & D
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増築建物を示す
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立上りコンクリート　H-100　新設
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コンクリート製縁石　W-150　既設のママ
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SCALE　

A2→A3縮小 71%
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検図承認 P & D
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ハッチ部分コンクリート壁、土間保護コンクリートｔ-30～60　撤去処分

680 1,400 330

ハッチ部分土間保護コンクリートｔ-30～60　撤去処分

既設　アルミ製両開き戸（三方枠は残す）撤去、処分

廊下
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図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D
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設計年月日
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

ＥＶ廻り断面詳細図（改修前）　S=1:60
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ウレタン塗膜防水（X-1）新設
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ＥＶ廻り断面詳細図（改修後）　S=1:60

保護コンクリート　t-50（補強筋　Φ6　@150）新設
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非加硫合成ゴム系シート防水（立上り共）撤去
既設　非加硫合成ゴム系シート防水は残す事
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非加硫合成ゴム系シート防水　残す
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1
5

1
2
0 3
0
～
6
0 ▽既設保護コンクリート天端

100

ゴムチップ舗装　t-10　新設

非加硫合成ゴム系シート防水（立上り共）新設

▽既設コンクリートスラブ

ＥＶ廻り開口断面詳細図（改修後）　S=1:20ＥＶ廻り開口断面詳細図（改修前）　S=1:20

既設　合成樹脂系吹付タイル

既設　合成樹脂系吹付タイル　高圧水洗い

合成防水形複層塗材Ｅ　新設

（クラック部はエポキシ樹脂注入に依る改修）

排水ピット　ステンレス製スリットタイプ　W-100用
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ステンレス製手摺　43Φ　支柱34Φ　新設

アルミ製笠木　W-300　新設
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ステンレス製床用EXPJ　W-100用　新設
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ステンレス板　t-5加工　新設

ステンレス製金網　2Φ×4メッシュ　新設

ゴムチップ舗装　t-15　新設

ウレタン塗膜防水（X-1）新設
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日
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1
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1
2

1200

100

1400

100

100

100

ハッチ部分保護コンクリート　撤去、処分

既設　非加硫合成ゴム系シート防水は残す事

100

既設　非加硫合成ゴム系シート防水は残す事

ウレタン塗膜防水（X-1）新設 ステンレス製金網　2Φ×4メッシュ　新設

ゴムチップ舗装　t-15　新設

ステンレス板　t-5加工　新設

ステンレス角パイプ　100×100×2　新設

既設　非加硫合成ゴム系シート防水は残す事

ウレタン塗膜防水（X-1）新設

ステンレス製金網　2Φ×4メッシュ　新設

ゴムチップ舗装　t-15　新設

ステンレス板　t-5加工　新設

排水ピット　ステンレス製スリットタイプ　W-100用

ステンレス角パイプ　100×100×2　新設

ハッチ部分保護コンクリート　撤去、処分

既設　非加硫合成ゴム系シート防水は残す事

非加硫合成ゴム系シート防水　既設のママ

保護コンクリート（補強筋　Φ6　@150）既設のママ

上記　既設のママ

非加硫合成ゴム系シート防水

保護コンクリート（補強筋　Φ6　@150）
100

400

300

既設　アルミ製両開き戸（三方枠は残す）撤去、処分

300 100

2420 300

2
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ベランダ

ベランダ

アロンタフシート2.8m/m貼り　撤去、処分

長尺ビニル床シート2.3m/m貼り　新設

ハッチ部分保護コンクリート　撤去、処分

排水ピット（W-100）新設

非加硫合成ゴム系シート防水　既設のママ

保護コンクリート（補強筋　Φ6　@150）既設のママ

ステンレス板　t-5加工　新設

ステンレス製金網　2Φ×4メッシュ　新設

ゴムチップ舗装　t-15　新設

ステンレス板　t-5加工　新設

ステンレス製金網　2Φ×4メッシュ　新設

ゴムチップ舗装　t-15　新設

1
0
8
0

± 0

-70

-90

既設　アルミ製両開き戸（三方枠は残す）撤去、処分

± 0

廊下

アルミ製３本引き戸（カバー工法）新設

± 0

廊下

-90-70

-90

　２階廊下出入口廻り詳細図（改修前）

　２階廊下出入口廻り詳細図（改修後）

1：30　1：20　

1：30　1：20　

ステンレス製手摺　43Φ　支柱34Φ　新設

ステンレス角パイプ　100×100×2　新設
ステンレス角パイプ　100×100×2　新設

100

ハッチ部分保護コンクリート（補強筋　Φ6　@150）新設

ハッチ部分保護コンクリート（補強筋　Φ6　@150）新設

ステンレス製レール下枠　新設

ゴムチップ舗装　t-10　新設

SCALE　 1/ 3 0， 1 / 2 0２階廊下出入口廻り詳細図（改修前後）
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３．管理人不在時にはエレベーターを使えない状況にする。

　　鳴動を確認した者が対応できるように、シールや名板で鳴動時の緊急連絡先等の対応方法を明示する。

２．管理人室内のインターホン親機の鳴動を共用部から確認できるように設置し、

１．インターホン親機を共用部（エレベーターホールや廊下等）に設置する。

もしも管理人が常駐しない場合は，以下のいずれかの措置が必要となる。

管理人室等に設置する場合は，２４時間管理人が常駐する必要がある。

エレベーターかご内のインターホンは，常に外部のインターホン親機と連絡できるようにすること。

外部連絡装置（インターホン親機）設置上の注意点

（建築基準法施行令第１２９条の１０第３項第三号）

　　例えば、営業時間内のみ管理人室等に管理人が常駐するならば営業時間外は建物を閉館する。

No.01号機

除外工事事項

建築工事関係

１． 昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタ

ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）

　　　　　　　　　　　　２

２． 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事

３． 鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事

４． 鉄骨構造階の敷居取付材設置工事（敷居への作用荷重に

対して、たわみは１ｍｍ以下となる部材を設置すること）

５． 鉄骨構造階の昇降路における鉄骨材の耐火処理工事および

乗場出入口廻りの耐火処理工事

６． 各階乗場出入口枠周囲のロックウール詰め工事

７． 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

８． 昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム

の設置工事（　　　ｋＮ）／台  ※別紙による

９． 通過階がある場合の非常救出口設置工事（かご敷居先端か

ら１２５ｍｍ以下）

１０．ピット内防水仕上工事（必要の時は、排水設備工事含む）

１１．ピット床下部使用の場合の建築対策工事

１２．ピットが深い場合の埋め戻し・浅い場合のはつり工事

１３．段違いピット時のピット内保護柵工事（必要の場合）

１４．昇降路内の騒音・振動が居室に伝搬しないレイアウトおよ

び各種防音・防振工事

※居室への影響を検討のうえ、適切な防音・防振対策を行

 ってください

（対策例1）昇降路の壁（RC）を厚くする　

       ※（２００ｍｍ以上推奨）

（対策例2）隣接居室内のボードや天井を、昇降路壁

      （RC）に直接接しない工法とする

（対策例3）隣接居室内のボードに制振材（鉛板）、吸音

       材を貼付けする

１５．その他建築に関する工事

設備工事関係

１． 動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

２． インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×１０本）／台

３． 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

４． 遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災

感知器または、煙感知器の設置工事

５． エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

寄の電話中継盤まで）

６． 建設設備連動に必要な接点供給工事

７． ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

８． 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ

と）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検

口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開

いた時にはエレベーターを停止させる必要がある

９． かご内ＴＶカメラがある場合、かご内ＴＶカメラ用配管

配線工事（昇降路からモニター設置場所まで）

・５Ｃ－２Ｖ同軸ケーブル

１０．かご室スピーカーがある場合、放送用配管配線の昇降路

制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）

１１．昇降路の換気設備工事（平成１２年建設省告示１４１３号

第１第三号ニにより昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要

があります）

発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／　台）

　　　　＋エアコン（　　　　　Ｗ／　台）

　　８７５　　１

　　－　　　　１

１２．据付工事用の仮設電源を無償支給願います。（本設電源と

同じ電源仕様にて支給願います。）

１３．監視盤電源の監視盤までの引込工事及び配管配線工事

注意事項

１． 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

降路頂部まで）にわたり確保のこと

２． コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

３． 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

４． 本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

　　　により氷結・結露しないこと

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因

　　　となるような塵及び化学的有害ガスがないこと

５． （１）屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備

　　（ひさし・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

（２）センサ誤動作防止、及び乗場戸熱変形防止のため、

　　　強い光が当たらないよう対策を実施のこと

６． 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

７． 昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう

に願います

（建築基準法施行令第１２９条の２の４第１項第三号）

８． 遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

９． 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ

以下とすること

１０．換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

１１．エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから 上階および 下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

由しないこと）

１２．エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズ

により、他の設備が影響を受ける恐れがあります

次の対策をお勧めします

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器

　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する

　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス

　　　　と分離不要）

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ

　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分

　　　離をする

１３．乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後

に施工願います。乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行

うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火する恐れがあ

ります

１４．乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工

事）を行ってください。風圧により乗場の戸が閉まらない

恐れがあります

１５．製品の検査は各規格に準じた社内基準にて行います。

　電動機（巻上機・駆動機）：JEC-2110,2130、

                 JIS C-4034-1

　制御盤：JEM1021,1460

尚、電動機の温度上昇試験・負荷特性試験は型式試験

結果です。

１６．施工作業時間条件：月曜日～土曜日　８：００～１７：００

尚、施工作業期間の内「４週６休」就労をさせて頂きます。

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 ０１号機

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

公共建築工事標準仕様　適用年版 令和０４年版

敷居間隔 １０ｍｍ

車いす仕様 制御機能付

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠 大枠末広幕板なし　１３０ｍｍ～３５０ｍｍ　鋼板塗装（メーカー標準色）（１－２階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）（１－２階）

乗場敷居 アルミ製（１－２階）

乗場インジケーター 一体セグメントＬＥＤ（橙色）　樹脂フレーム付ステンレス（１－２階）

乗場インジ一体形ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート（１－２階）

乗場インジ運行表示灯１ 休止表示

車いす専用乗場ボタンプレート 一般用乗場ボタン連結取付　樹脂フレーム付ステンレス（１－２階）

車いす専用乗場ボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート（１－２階）

乗場休止スイッチ あり

乗場休止スイッチ取付位置 乗場インジ組込

か

ご

室

仕

様

天井 スタンダード：フラット（白色）　天井面材：鋼板塗装（メーカー標準色）

正面壁 化粧鋼板

側面壁 化粧鋼板

袖壁材質 ステンレスヘアライン

出入口上板 化粧鋼板

かご室戸 化粧鋼板

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル２ｍｍ（メーカー標準タイル）

かご室敷居 アルミ製　２枚戸両引き用

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤フェースプレート材質 ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート

正操作盤インジケータータイプ かご内液晶インジケーター（１０．１インチ）

かご操作盤液晶インジケーター表示言語 平常時（日英）、注意喚起（日英／中韓切替）、緊急時（日英中韓）

車いす専用かご操作盤 両側面　ステンレスヘアライン

車いす専用正かご操作盤インジケータータイプ ドットＬＥＤ（橙色）

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（φ３３・凸文字・黄橙色ＬＥＤ）抗ウイルス・抗菌コート

かご室換気 脱臭機能付きウイルス抑制装置付きファン

かご室手すり 丸形ステンレス　二面取付（両側面）

かご室鏡 ステンレス鏡面フルハイト（巾５００）

キックプレート ステンレスヘアライン（ビスなし）高さ：床面より３５０ｍｍ

壁保護幕 磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）

そ

の

他

仕

様

挟まれ防止ドアセンサ あり

セーフティシュー 片側（多光軸ドアセンサ―付き）

点字名板取付方法 接着

おもり非常止め なし

冠水時管制運転 あり

インターホン型式 ６Ｖ１局

乗場インターホンボックスタイプ 鋼板塗装（埋め込み形）

かご内アナウンス かご内４ヵ国語アナウンス（通常時：日英、緊急時：日英中韓）

高調波対策種類 ＤＣリアクトル（Ｋｉ＝１．８）

フェッシャープレート エレベーター手配（標準品）（２階）

レール支持方式 １フロア１ブラケット

煙感知器点検口スイッチ 正面側上部取付　【標準】

仮設動力電源 １式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （NANW02723）

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 ０１号機

基

本

仕

様

機種名称 機械室レスエレベーター

機種形名 Ｐ１１－ＣＯ

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御（回生なし）

操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量 ７５０ｋｇ

定員 １１名

定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅 ８００ｍｍ

出入口高さ ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口） １４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行） １３５０ｍｍ

かご室内法高さ ２３００ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ２停止（１－２階）

動力用電源 ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用電源 ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

N / S
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図面は塗膜防水仕上後の

有効寸法です。

モルタル防水仕上の場合は

仕上厚を考慮して下さい。

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上
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１ＦＬ－５０

□125□125

□200 □200

□560□560

レール下端部荷重（長期荷重）

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

　３．６ ２３．４ ４３．４ １９．８

ピット荷重（短期荷重）

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

７５．２ ６３．５

45
0

45
0

16
0

16
0

ＲＣ天端レベル

１ＦＬ－３００

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ
（壁取付金物の昇降路内への突出不可）

建築工事

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 3 0

2800

三方枠取付鋼材
Ｌ－７５×７５×９

げて下さい（建築工事）

EV詳 細 図 ２
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（単位：ｋＮ）

動力電源設備（ＣＶＴ電線使用時）

接地線サイズ電線サイズ
（＊）感度電流値

動作時間
電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数
電動機容量

ｍ まで

ｍｍＡＴｋＶＡ
ｍＡ以上

秒以上
ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍ まで

まで
Ｖ

Ｈｚ
２

２

２

２０１
ＡＣ３φ２１０

６０
　３．８ｋＷ ４ ４０

１００

０．２

　８２ 　　８

１４２ 　１４

２１６ 　２２

　３．５

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

高調波対策（高調波流出電流計算値）

回路分類
Ｐｉ台数高調波対策内容 機器名称

定格容量
６パルス等価

（kVA）

合計容量

細分Ｎｏ．
（kVA）

換算係数

６パルス

（Ｋｉ）

容量［Ki×Pi］

（kVA）

機器最大

稼働率

（％）

基本電流に対する高調波電流発生率Ｉｎ（％）

5次 7次 11次 13次 17次 19次 23次 25次

ノイズフィルタのみ

（標準）

○
DCリアクトル追加

（Ki=1.8相当）

０１号機

(750kg-45m/min)
4.8 1 4.8

31 3.4 16.2 25 65 41 8.5 7.7 4.3 3.1 2.6 1.8

33 1.8 8.6 25 30 13 8.4 5 4.7 3.2 3 2.2

高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設、増設または更新する場合には「高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」への適用が求められます。

ガイドラインではその需要家から流出する高調波電流の上限値を定めており、超過する場合には何らかの対策を求められます。

※　各次数毎の高調波流出電流量は以下の計算により求めることができます。

各次数毎の高調波流出電流量（ｍA）＝ ×１０　×各次数毎の発生率Ⅰｎ（％）×機器最大稼働率ｋ（％）
合計容量Ｐｉ（ｋＶＡ）

受電電圧（ｋＶ）× √３

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）
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電源引込み口（電気工事）

取付高さ：２ＦＬ＋２６００～３０００ｍｍ

電線引き出し位置：

２ＦＬ＋２６００～３０００ｍｍ

□125□125

□200 □200

多光軸ドアセンサ

敷居間隔１０ｍｍ

H-250x125

H-
25

0x
12

5

H-
25

0x
12

5

H-200x100

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

Ｆｘ１ Ｆｙ１ Ｆｘ２ Ｆｙ２ Ｆｘ３ Ｆｙ３

かご

お
も

り

Fx1

Fy1 Fy3

Fx3

Fy2

Fx2

　４．９８ 　４．５５ 　３．９２ 　７．８３ 　８．８９ １０．３２

ＮＯ． ０１

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

３

U電源引込み口（２ＦＬ＋２６００～３０００ｍｍ）

U動力用ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

U照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

UＤ種接地工事

U・インターホン用配管配線工事

U　ＣＰＥＶ－０．９×５Ｐ

U・火災管制運転用配管配線工事

U　自火報より無電圧ａ接点支給

U・遠隔監視用配管配線工事

U　ＰＶＣ－０．６５×４Ｃ

U電源線引出し長さ　１００００ｍ

（電気工事）

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ
三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）
Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｌ－８０×８０×６ 建築工事

ｃ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

EV詳 細 図 ３

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

1/ 3 0
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揚重ビームに掛かる荷重 Ｎｏ．０１

Ｑ１（ｋＮ）

６．０

Ｑ２（ｋＮ）

２．０

Ｑ３（ｋＮ）

８．０

Ｑ４（ｋＮ）

１０．０

Ｑ５（ｋＮ）

１６．０

Ｑ６（ｋＮ）

１１．０

Ｑ１～Ｑ６はＥＶ据付時に作用する

昇降路頂部断面図 （１／３０）

断面Ａ－Ａ

ＡＡ

ａａ

H-250x125H-250x125

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ
三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）
Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｄ
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ 揚重ビーム（ビーム残し） Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

1 / 3 0E V詳 細 図 ４
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図面は塗膜防水仕上後の

有効寸法です。

モルタル防水仕上の場合は

仕上厚を考慮して下さい。

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

電話中継盤

昇降路内の温度は４０℃以下とする

天井点検口

（建築工事）

塗膜防水仕上面

（建築工事）

ピット点検用タラップ

（ＥＶ工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　１．０ＫＶＡ （電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

制御盤

電源引込み口

（電気工事）

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最上階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

フェッシャープレート

（ＥＶ工事）

かご床先とフェッシャー

プレートとのすき間

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

昇降行程／２

１ＦＬ

２ＦＬ
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昇降路断面図 （１／５０）
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揚
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ス
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ー
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0

Ｒ階水下ＣＯＮ天

Ｒ階鉄骨天端

980 595 440 485

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・点検口は錠付または工具を必要とする

　ネジ付として下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい

　（３００□以内、鋼板１．６ｔ）

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい。

・雨水浸入が無い様配慮下さい。

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口は右記 ① または ② として下さい。

煙感知器施工例

① EV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｃ

　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）

② 以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。

　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。

注意ラベル

貼り付け

扉開閉検出スイッチ

取付板

煙感知器収容箱

固定ねじ

カバープレート

10

押し込み量：5～6

200

埋
込
ボ

ッ
ク

ス

19
0

カバープレート

230

カ
バ
ー

プ
レ
ー

ト

22
0

埋込ボックス

210

18
0

蝶番

カバープレート

煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A

煙感知器

A

A
スイッチ取付スペース200x90程度

蓋は1mm以上浮かないこと

100以内

かご投影面に重ならない事

3950

ＧＬ

１ＦＬ－５０まで

コンクリート増し打ち

（建築工事）

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ
三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）
Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｌ－８０×８０×６ 建築工事

ｃ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー（リブ付）
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ 揚重ビーム（ビーム残し） Ｈ－１００×１００×６×８ 建築工事

2

一般用押ボタン

車いす用押ボタン

乗場位置表示器

300

12
00

93
8.

5

出
入

口
高

さ
　

21
00

25

出入口幅

80025 25

200

点字注意名板

（１階のみ）

No.01

床仕上面

１，２ＦＬ

乗場正面図 （１／３０）

（１，２階）

1210 2800 1390

5400

１１１２

1500 1300

出
入
口
芯 700

壁
芯

壁
芯

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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昇降路穴あけ図 （１／３０）
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塗膜防水仕上面

（建築工事）

床仕上面
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床仕上面
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乗場穴あけ図 （１／３０）
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X

X

No.01

床仕上面

１ＦＬ

床仕上面

２ＦＬ

ＡＬＣ取付金物施工注意

ＡＬＣ受け材

ＥＶ機器

壁取付金物の昇降路内への突出不可

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ
三方枠取付鋼材

（壁取付金物の昇降路内への突出不可）
Ｌ－７５×７５×９ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｌ－８０×８０×６ 建築工事

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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かご室意匠図 （１／２０）

Uかご室側面図（矢視Ｂ－Ｂ）
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巾木

挟まれ防止ドアセンサ－投光器
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正操作盤

※多光軸
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車いす用

副操作盤
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Uかご室背面図（矢視Ｃ－Ｃ）
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Uかご室平面図

30
か

ご
内

法
 1

35
0

11
5

か
ご

外
法

 1
49

5

60

かご外法 1462

かご内法 140031 31

出入口幅　800

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

車いす用

正操作盤

かご操作盤

車いす用

副操作盤

手すり
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U天井伏図

挟まれ防止ドアセンサ－

受光器

かご内法 1400

30 30
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か
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内
法

 1
35
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15
15

壁 化粧鋼板

戸 化粧鋼板

袖壁・柱 ステンレスヘアライン仕上

出入口上板 化粧鋼板

床仕上部 樹脂タイル　ｔ２

敷居 アルミ製

保護幕 磁石式（保護幕高さ標準：床面より上端まで１８９５ｍｍ）

ステンレス鏡面仕上　ｔ１．５フルハイト鏡

ステンレスヘアライン仕上：ビス無キックプレート ステンレスヘアライン仕上：ビス無キックプレート

天井 鋼板塗装仕上

乳白色樹脂照明板

ＬＥＤ照明（白色）

停電灯 主照明兼用式

換気装置

照明

意匠仕様

脱臭機能付きウイルス抑制装置付きファン

手すり ステンレスヘアライン仕上（C３２）　キャップ：樹脂（パールメッキ）

ブラケット：アルミ　ブラケットカバー：樹脂（パールメッキ）

巾木 アルミ製

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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A-80



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  
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フェンス扉用コンクリート基礎　700×700×900
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亜鉛メッキフェンス扉　5500×1500

再設置

亜鉛メッキ菱形金網フェンス　H-1500

土間コンクリート　H-250

外構平面図（改修後）　S=1:100

防災倉庫（ｱﾙﾐ製）

4000×2400×2400

土間コンクリート　H-200

φ50.8×1.6

W5500

φ139.8×3.5

φ50.8×1.6

φ13 ブレ－ス

（引付金具付）
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舟形落し受付

落しφ16

300×200

20
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φ139.8×3.5

蝶番

風圧力に依る。
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

本図門扉は施錠側１８０゜開き、施錠側落しとする。

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。
備考

２．
１．

設計条件

φ38.1×2.3

φ38.1×2.3

施錠装置
φ38.1×2.3

完全式菱形金網φ3.2×56ｍｍ
〔300ｇ亜鉛めっき鉄線〕

（亜鉛付着量300ｇ／㎡以上）

φ50.8×1.6
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門柱・扉枠位置関係図
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2
50GL+0m

2
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土間コンクリート　t-250

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

ＰＣ両開き門扉 Ｈ１５００×Ｗ５５００ S=1:30
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2000 2000

完全式菱形金網φ3.2×56ｍｍ
〔300ｇ亜鉛めっき鉄線〕
（亜鉛付着量300ｇ／㎡以上）

φ4.0

φ38.1×1.6

φ50.8×2.3

5
0

1
00

GL+0m

2
5
015
0

10
0

GL+0m

2
00

防災倉庫（ｱﾙﾐ製）

コンクリート金コテ押え
φ38.1×1.6

（水抜穴付）コンクリート金コテ押え

D13　@250

砕石 t=100
捨てコンクリート t=50

D13　@250

D13　@250

砕石 t=100

捨てコンクリート t=50

防災倉庫基礎　　　S=1:30
外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

備考
１．

設計条件

ＰＣ－Ａ１５００ S=1:30

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

1 / 1 0 0　 1 / 3 0
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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7
,
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5
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物入

身障者便所

押入

下駄箱

棚

スチール棚

湯沸室踏込 踏込

玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

メッシュフェンス　H-1200（忍び返し付）撤去

メッシュフェンス　H-1500　撤去

ハンドホール　H-200　嵩上げ

コンクリート基礎　1900×3200　H-200　撤去

4000×2400×2400

防災倉庫（ｱﾙﾐ製）

撤去再設置

低木　21ｍ2程度　撤去処分

移動足場設置（照明機器取替え用）

仮 設 計 画 図

仮設計画図　S=1:150

A-82

309.500ｍ2

枠組本足場　104600×10100H

枠組本足場　81400×11100H



普通 軽量 １８ 2.3Ｓ値補正

無

無

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

打撃

回数

貫入量

cm

深

度
m

土質

Ｎ　値
10 20 30 40 50 60

○調査地番

11

12

13

14

15

16

溶接金網 (JIS G 3551)

丸　  　鋼

異  形  鉄  筋

 高力ボルト

 中ボルト

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間柱用

 頭付きスタッド

キ－ストンプレ－ト

適用箇所 種　類

捨コンクリ－ト 普通

普通

普通

比　重
スランプ設計基準強度

新築 増築 増改築 改築

木造 (Ｗ )

鉄筋コンクリ－ト造 (ＲＣ )

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 (ＳＲＣ )

鉄骨造 (Ｓ )補強コンクリ－トブロック造 (ＣＢ )

プレキャストコンクリ－ト造 (ＰＲＣ )

壁式鉄筋コンクリ－ト造 (ＷＲＣ )

壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造 (ＷＰＲＣ )

階 階 階地下 塔屋

広告塔 高  架  水  槽

キュ－ビクル

kN

kN

有（ 無

門塀

）　

ホイストkN

kN

リフト

受水槽

kNエレベ－タ－

倉庫積載床用

人乗（ロ－プ式  油圧式）

認定品 ( M12､ M16､ M20､ M22

M＝ 高力ボルトすべり係数試験 要 否

φ＝

SS400

Ｌ＝ mm

厚

使用箇所 (

Fc=N/m㎡

     N・

擁壁

品質管理強度

Fq=N/m㎡ cm

高強度せん断補強筋

M24)

要高力ボルト導入張力確認試験 否

柱、 大梁、 小梁 )

柱、φ＝ Ｌ＝ mm 使用箇所 ( 大梁、 小梁 )

0 0

2.3

(5) ボルト

(3) 鉄　筋

(6) 屋根、床、壁

(1) コンクリ－ト

(2) 工事種別

(3) 構造種別

(10) 構造計算ル－ト

(7) 特別な荷重

(8) 付帯工事

(9) 増築計画

(6) 屋上付属物

(5) 主要用途

(4) 階　数

構  造  設  計  標  準  仕  様

２．使用構造材料

１．建築物の構造内容

煙　突

適用は　　印を記入する。　

有 (

(基礎 ､杭の位置を明記すること )

水平地盤反力係数の測定標準貫入試験

平板載荷試験

静的貫入試験

物理探査

ボ－リング調査

土質試験

敷地内 近隣 ) ボ－リング調査

有 無 )無  (調査予定

液状化判定 土質試験現状透水試験

試験堀（支持層の確認）

３．地　盤

(1) 地盤調査資料

(2) 地盤調査計画

(4) ボ－リング標準貫入値 ､土質構成

(3) 地盤調査及び試験杭の結果により ､杭長 ､杭種 ､直接基礎の深さ ､形状を変更する場合もある

４．地業工事

　　建築場所

　セメントは、 JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

　寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は、調合

　打ち込み、養生、管理方法など必要事項について ､工事監理者の承認を得ること。

　術センタ－の技術評価を受けた測定器具を用いて行い ､試験結果の記録及び測定器

　フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は ､原則として工事現場で (財 )国土開発技　

　測定検査の回数は ､通常の場合 ､１日１回以上とし ､１回の検査における測定試

　験は ､同一試料から取り分けて３回行い ､その平均値を試験値とする。

　の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真 (カラ－ )を保管し承認を得る。

　構造体コンクリ－トについて、現場の圧縮強度試験供試体 (JASS5T-603)は ､現場

　水中養生 ､または現場封かん養生とし ､採取は打ち込み工区ごと ､打ち込み日ごととする。

　標準とする。一回に採取する供試体は ､適切な間隔をおいた３台の運搬車からその必要

　本数を採取する。なお ､供試体の数量は ､特別指示なき場合は ､一回当り６本以上とし ､

　そのうち４週用に３本用いる。　

　ポンプコンクリ－トは ､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリ－トの自

　由落下高さはコンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては ､コンクリ－

　ト圧送技師または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお ､打ち込み継続中にお

　ける打ち継ぎ時間間隔の限度は ､外気温が 25゜ C未満の場合は 120分 ､25゜ C以上の場

　合は 90分以内とする。　

　耐久設計基準強度 Fd 　一般 　標準 　長期

５．鉄筋コンクリ－ト工事

(1) コンクリ－ト

地上

M＝ 12

型式

型式

2.3

2.3

ベースパック

１８ １５

１８

種     　類 使用箇所 現場溶接 備　　考

有

有

有 無

有 無SS400

STKR400

SM490A SM490B.C

SM400

SN400C

SSC400

BCP235BCR295

有 無

(4) 鉄　骨

SN490B.C

有 無SWH400

SWH400L

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

１８

○使用箇所等の詳細については別途図示とする。

設計GL±0

別紙参照

改良径(mm) 改良長さ (ｍ )設計支持力 (kN／㎡ ) 本数

柱状改良

改良施工結果報告書

改良試験

改良仕様

(2) 地業基礎

コンクリ－ト杭

第　　　　　号

(1) 直接基礎

特記事項

施工計画書承認

機械堀
手掘り

拡底杭

ミニア－ス

深礎ＢＨ

ア－スドリル

リバ－スサ－キュレイション

オ－ルケ－シング

SD

SD

Fc= N/m㎡

cm

kN/m㎡

HOOP

主　筋鉄　筋

ｾﾒﾝﾄ量

ｽﾗﾝﾌﾟ

ｺﾝｸﾘ-ﾄ場所打ち

　　　　　　認定

日本建築センタ－

拡底杭

　　年   月   日

B種

2種

C種)

3種)

PHC(

1種

A種

SKK400STK490鋼材摩擦杭

Ｈ鋼

鋼管

PHC

RC

埋込み (セメントミルク工法 )

打ち込み

備　考杭　　種 材　　料 施  工  法

載荷試験

試験掘ベタ基礎 布基礎 独立基礎

無

無

有

有

回転圧入工法

梁、側桁、他

アスロック

ナット (ダブル )mm

ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ拡大根固工法

Ｘ方向ル－ト　　 1 Ｙ方向ル－ト　　 1

Ｓ値補正

特殊デッキプレート　　　　

CPRC CPRC(

普通:F8T

Ｓ値補正

普通:S10T

M＝ 16 Ｌ＝ 450　Ｌ＝ 600　Ｌ＝ 700

母屋、胴縁

STK400

屋根：折版葺き

厚　t=1.2

２

柱

ＱＬデッキプレ－ト

P & D検図設計年月日 承認

工事名称：

訂正年月日

SCALE　図面名称：

S-01

A2→A3縮小 71%

N / S

800Φ 2.80

800Φ 2.80 7

93

柱状改良特記仕様書に依る

F5・ F6

F1・ F2・ F3・ F4

柱状改良特記仕様書に依る

　コンクリ－トは JIS認定工場の製品とし施工に関しては JASS5-2018による。

250/本

100/本

土間コンクリ－ト

　また ､打込み量が 150m3をこえる場合は 150m3ごとまたは ､その端数ごとに－回を

管理事務所（プール、海水浴場総合管理棟）

ガス圧接継手

重ね継手

特殊継手

(          )

D19以上

継手工法種　類 径

SD345

SD295B

SR235

SD295A D10～D16

D19～D25

φ 6　 150× 150

壁・スラブ

基礎・柱・梁

使用箇所

基礎・柱・梁（地中梁含む）

玉城町中央公民館改修工事  

構造設計標準仕様①

(1) 工事名称 玉城町中央公民館改修工事  

三重県度会郡玉城町　下田辺　地内 

基礎 ･基礎梁 ･躯体

立上り～ R階床

ﾊﾞﾙｺﾆ-増打ち

押えコンクリ－ト

１８

２１

２１

軽量普通

普通 軽量

水セメント比 ５５％以下（土間コン、捨てコン、押えコンを除く）

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 100厚 190150120

(2) コンクリ－トブロック (CB)



　鉄筋の加工寸法 ､形状 ､かぶり厚さ ､鉄筋の継ぎ手位置 ､継ぎ手の重ね長さ ､定着長

　さは『配筋標準図』による。

　Ｄ 19未満は ､すべて重ね継ぎ手とする。継手 (Ｄ 19以上 )をガス圧接とする場合は

　日本圧接協会『鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』による。

　イラル型 )とする。

　外観検査

　高強度せん断補強筋は、 JIS G 3137に規定される D種 1号適合品とする。

　有 　無、引張試験 　有 　無、超音波探傷試験 　有 　無

(2) 鉄　筋

せ　き　板

基礎 ､はり側 ､柱 ､壁 スラブ下 ､はり下

設計基準強度の 50％

16

10

6

10

65

5 8

42

3

315C以上

5C～15C

5C未満

圧縮強度
ｺﾝｸﾘ-ﾄの

スラブ下 はり下

設計基準強度の

85％ 100％

8

12

15 28 28

25 28

2817

　材料　　合板厚　 12mmを標準とする。

　型枠在置期間

注 ) １　片持ばり ､庇 ､スパン 9.0m 以上のはり下は ､工事監理者の指示による。

注 ) ２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また ､その他のはりの場合も原則として

　　　　行わない。

注 ) ３　支柱の盛りかえは ､必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

注 ) ４　盛りかえ後の支柱頂部には ､厚い受板 ､角材または ､これに代わるものを置く。

注 ) ６　上記以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注 ) ５　支柱の盛りかえは ､小梁が終わってから ､スラブを行う。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って ､盛りかえをしてはならない。

　ランドセメント 　ランドセメント 　ランドセメント
　早強ポルト 　普通ポルト 　早強ポルト 　普通ポルト

　ランドセメント

　高炉セメント
　Ａ種

　Ａ種
　シリカセメント

　高炉セメント
　Ａ種

　シリカセメント
　Ａ種

　早強ポルト
　ランドセメント

　普通ポルト
　ランドセメント

　高炉セメント
　Ａ種

　シリカセメント
　Ａ種

　Ａ種
　シリカセメント

　Ａ種
　高炉セメント

　普通ポルト
　ランドセメント

　ランドセメント
　早強ポルト

゜

゜

゜

の
種
類

セ
メ
ン
ト

平
均
気
温

の
間
期
置
在

種類

部
位

コ
ン

ク

リ

ト
｜

の

材

令

(日)

支　　柱

゜

　施工は JASS5による。

(3) 型　枠

　日本建築学会『 JASS6』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』

　鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』

注1)　現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

　東京都ア－ク溶接工事管理基準 (建築構造設計指針第 12章 )

　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要項 (建築構造設計指針第 12章 )

　建方検査

　原寸検査 　製品検査

　製作工場

　認定または登録工場（　　　　　　グレ－ド　　　　　　都登録　　　　　　ランク）

　材料規格証明書または試験成績書

　社内検査

　頭付スタッド　鋼材 　高力ボルト 　特殊ボルト

　工作図　製作要領書 　施工計画書

　日本建築学会『鉄骨工事技術指針・工事現場施工編』

注2)　現場溶接は、超音波探傷試験を100%行う事。

６．鉄骨工事

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

(3) 工事監理者が行う検査項目

(4) 接合部の溶接は下記によること

(5) 接合部の検査

　溶接部の検査 (検査結果は後日工事監理者に報告すること )

　現場における高力ボルト接合部および接合部の素地調整は入念に行い ､塗装は

　の部分とする。錆止めペイントは ､JIS K5621､２回塗りとする。

　防錆塗装の範囲は ､高力ボルト接合部の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外

　高力ボルトは『 JISB1186の高力ボルト』を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

　どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト ､グラインダ－掛け等を用いて

　除去した後 ､屋外に自然放置して発生した ､赤錆状態であること。ただし ､シ

　ットブラスト ､グリットブラストによる処理で表面あらさが 50Ｓ以上である場

　合は ､赤さびは発生しないままでよい。

　締付け後の検査は ､各締め付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

　序は部材が十分密着するよう注意して行う。また ､締付けは一次、二次締めとする。

　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し ､締付けの順

(6) 防錆塗装

Ｒ

5.0 N／mm3

(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること )

　柱の帯筋 (HOOP)の加工方法は ､　　　Ｈ型 (タガ型 )　　Ｗ型 (溶接型 )　　　Ｓ型 (スパ

　工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

　組立検査

　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　建築物 の構造耐 力上主要 な部分 に、支持 構造部は 、建築物 の構造耐 力上主要 な部分に 、緊結 すること 。

　その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ｺﾞﾑを用いる等有効な地震

　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

　等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける

　 風圧、土 圧及び水 圧並び に地震そ の他の震 動及び衝 撃に対し て安全上 支障のな い構造 とするこ と。

　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備・給湯設備は、

　若しくはコンクリートブロック造とすること。

　鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造

　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした

　の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造

　のおそれがないものとすること。

　建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽

８．その他

７．設備関係

　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

　管径の 3倍以上かつ 5cm以上を原則とする。

　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3以下とし管の間隔を

　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない ､設ける場合は設計者の承認を得ること。

30100

100

超音波探傷試験突合せ溶接部

　監理者の承認を得る事

マクロ試験・その他

外観 (目視 )試験

個個
％％

％％

個個

個
％

％

個

備　　考
検査率又は検査数

検  査  方  法検  査  箇  所
工事監理者第三者社　内

第三者検査機関名

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは ､建築主 ､工事監理者又は工事施工者が ､受入れ検査を

10

(7) 耐火被覆の材料

　溶融亜鉛メッキ仕上げ　 (JIS K 5629)

P & D検図設計年月日 承認

工事名称：

訂正年月日

SCALE　図面名称：

A2→A3縮小 71%

S-02

N / S

　コンクリ－ト及び鉄筋の試験は、第三者試験機関で行う事。

　ガス圧接部の外観検査は全圧接部とし、ガス圧接部の抜き取り検査は ､次の超音波

　探傷試験又は引張試験とし、その適用は　特記による。

　鉄筋は JIS　 G3112の規格品とする。施工は JASS5(2018)による。

玉城町中央公民館改修工事  

構造設計標準仕様②



ｌ

折曲げ角度 折曲げ図

35d

30d

25d

25d

30d

35d

25d

35d

30d

35d

30d

45d

40d

35d

35d

45d

40d

50d

35d

45d

40d

50d

鉄筋の種類 L1(フックなし) L1h(フックあり)

SD295A

SD295B

SD345

SD390

コンクリートの設計基準強度(Fc) (N/mm2)

表5.3.1 鉄筋の折曲げ形状及び寸法

表5.3.2　鉄筋の重ね継手の長さ

18

21

24　27

30　33　36

18

21

24　27

30　33　36

21

24　27

30　33　36

設計図書に記載がなければこの配筋基準図を準用する。

表、図番号及び記号は、国土交通省大臣官房官庁営繕監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事

日本建築学会の指針等を参考にする場合は最新版とする。

図中の寸法単位はmmとし、単位記号は省略する。

(1)

(2)

(3)

(4)

鉄筋の種類が異なる場合

径の差が5mmを越える場合
形状が著しく異なる場合

(1)

(2)
(3)

柱の四隅にある主筋で、最上階の柱頭となる場合

煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

杭基礎のベース筋
帯筋、あばら筋及び幅止め筋

(1)

(2)

(3)
(4)

鉄筋の折曲げ形状及び寸法は、表5.3.1による。(1)

(1)以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表5.3.2による。

(1)

(2)

(注) 1. L1、L1h：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

2. フックありの場合のL1hは、図5.3.1に示すようにフック部分ｌを含まない。

3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

1. 片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フックを用いる場合には、余長は4d以上とする。

2. 90°未満の折曲げの内法直径は設計図面による。

(注)

3d以上 4d以上 5d以上

D16以下 D19～D38 D19～D38

SD390SD295A,SD295B,SD345

折曲げ内法直径(D)

135°及び 90°

（幅止め筋）

 90°

135°

180°

d

4d以上

D

d

6d
以
上

D

d

8d
以
上D

D

4d
以

上

d
D

d

4d
以

上

折曲げ角度 180° 135°  90° 135°及び90°

使用箇所

(2) 鉄筋の折曲げ形状とその使用箇所は、次による。

（末端部） （末端部） （末端部） （中間部） （末端部）

90° 135°
杭基礎のベース筋

あばら筋

帯筋

スパイラル筋

Ｔ型及びＬ型の

梁のあばら筋

あばら筋

帯筋

スパイラル筋

幅止め筋

A 鉄筋の継手工法は、次による。

　１．共通事項

　２．鉄筋の末端部及び中間部の加工

適用範囲

を行わない。

B 異形鉄筋の末端部には、次の場合にフックを付ける。

る。

C 鉄筋の折曲げ加工は、次による。

　３．鉄筋の継手及び定着

A 重ね継手の長さは、次による。

　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは細い鉄筋の径による。

　スラブ筋、壁筋などで隣接する配筋の間隔が変わる場合は、鉄筋間のあきを0.2L1かつ150㎜以下とす

図5.3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

L1h

主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、設計図面による。図示がなければ､40d(軽量コンクリ
ートの場合は50d)と表5.3.2の重ね継手長さのうち大きい値とする。

・固定度については原則、固定として取扱うものとする。

・杭頭は固定とし配筋は、設計図面による。

・杭頭は固定とし配筋は、設計図面による。

・中詰めコンクリート補強筋は、設計図面による。

・補強筋は、設計図面による。

・補強コンクリートの配筋は、設計図面による。

15d

基礎筋
底盤補強筋

中詰めコンクリート補強筋

基礎筋

中詰めコンクリート

はかま筋

はかま筋

外端部の主筋については定着をL2とする。

基礎下端

増打ちコンクリート下端

基礎下端

L1

L1

10
0

2
00

30
0

60

h＜0.7Ｄ＜300

Ｄ：杭径1.2Ｄ以上1.2Ｄ以上

100以上

補強筋

中詰めコンクリート

補強コンクリート

100以上

L2

1.5倍
杭径の

PC鋼材カット

1.5倍
杭径の

L1

中詰めコンクリート

補強コンクリート

〈Ｂ形〉〈Ａ形〉

100

杭径15d
1.5倍
杭径の

L1

L2

杭径

杭径

L2

短
辺

方
向

長辺方向

・鋼管杭メーカーごとに杭頭処理方法が異なるので確認をする。

　る。

・補強バンド、丸ぶた・十字リブ等付属品についてはJIS A 5525によ

　トと同じ調合のコンクリートを使用する。

・増打ちコンクリートは基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリー

・主筋は基礎へL1定着する。

　を使用する。

・補強コンクリートは基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリート

　を使用する。

・補強コンクリートは基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリート

・中詰めコンクリート補強筋は基礎へL1定着する。

・杭頭を固定として設計し、中詰めコンクリート補強筋を省略する。

・機械式の杭頭補強を行う場合は、杭頭端板に十分な強度を確認する。

I 場所打ちコンクリート杭の杭頭補強の参考例を次に示す。

H 鋼管杭の杭頭補強の参考例を次に示す。

(2)

(1)

h＜0.7Ｄ＜300の場合の参考例。

ベースを下げる。(基礎梁や柱との接合部についても検討する)
G Ａ形の場合で、杭頭が所定の高さより低い場合の補強方法の参考例を次に示す。

F Ａ形の場合で、杭頭切断した場合の補強方法の参考例を次に示す。

はかま筋の配筋は設計図面による。(3)

中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを使用する。(2)

既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、下図のＡ形又はＢ形とし、適用は設計図面による。(1)

(3)
(2)

(1)

長辺(主筋)方向を下側に配筋し、最小かぶり厚さを杭天端より60mmとする。

基礎筋の端部には180°フックを付ける。
D 杭基礎(基礎筋)の配筋は、次による。

150

L1

E 杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、次を参考に設計図面による。

(1)

(2)

図1.3　基礎接合部の補強配筋

C その他の鉄筋の継手及び定着は、次による。
溶接金網の継手は、１節半以上かつ150㎜以上とする。また、定着は、図5.3.3による。なお、L2

及びL3は表5.3.4の（注）による。
スパイラル筋の継手及び定着は、図5.3.4による。

a

L1h

重
ね
継
手

圧
接
継
手

機
械
式
継
手

 フックあり

の場合

 フックなし

 の場合

圧接継手

カップラー

ａ＝0.5L1h

ａ＝0.5L1

ａ≧0.5L1h

ａ≧0.5L1

ａ≧400㎜

ａ≧400㎜かつ、ａ≧(b＋40)mm

表5.3.3　隣り合う継手の位置

なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、設計図面による。
(3) 隣り合う継手の位置は､表5.3.3による。ただし､壁の場合及びスラブ筋でD16以下の場合は除く。

B 鉄筋の定着は、次による。

(注)

2. L2、L2h：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

3. L3：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

4. L3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

5. フックあり定着の場合は、図5.3.2に示すようにフック部分ｌを含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

6. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

フックありフックなし

L1 L2
L3

小梁 スラブ
L1h L2h

L3h

小梁 スラブ

鉄筋の

種　類

コンクリートの

設計基準強度

(Fc) (N/mm2)

SD295A

SD295B

SD390

SD345

18

21

24　27

30　33　36

18

21

24　27

30　33　36

21

24　27

30　33　36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d 35d

40d

40d

30d

35d

35d

40d

30d

30d

35d

40d 35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d 25d

30d

30d

20d

25d

25d

30d

20d

20d

25d

30d

20d

以上

かつ

10d

150mm
10d

表5.3.4　鉄筋の定着の長さ

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

20d

20d

15d

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

鉄筋の種類 コンクリートの設計基準強度(Fc) (N/mm2) La Lb

SD295A

SD295B

SD345

SD390

18

18

21

21

24　27

30　33　36

30　33　36

30　33　36

24　27

24　27

21

1. La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ(基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)

3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

(注)

表5.3.5　投影定着長さ

(1)以外の鉄筋の定着の長さは、表5.3.4による。

(1)

(2)

定着の方法は、図5.3.2による。
なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表5.3.4のフックあり定着の長さを

確保できない場合は、全長を表5.3.4に示す直線定着長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋

柱せいの3/4倍以上）をのみ込ませる。
外面までの投影定着長さを表5.3.5に示す長さ（かつ､梁主筋の柱内定着においては､原則として､

(3)

L1h

L1h L1h

L1

L1

L1 L1a

a a

a

a

b

図5.3.2　定着の方法

定着起点

L1､L2又はL3

定着起点

ｌ

L1h､L2h又はL3h

フックなし

フックあり

Ｌ

【※】

余
長

(8
d以

上
確
保
)

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

Ｌ 余
長

(8
d以

上
確

保
)

L1又はL2

Lb

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

La(ただし、柱せいの3/4倍以上)

(イ) 直線定着 (ロ) 折曲げ定着

※ 3.B(1)の長さを全長で確保する

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは､設計図面による。図示がなければ、40d(軽量コン

クリートの場合は50d)と表5.3.4の定着長さのうち大きい値とする。

2. Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ(片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。)

P & D検図設計年月日 承認

工事名称：

訂正年月日

SCALE　図面名称：

A2→A3縮小 71%

N / S

S-03

D 帯筋などをフレア溶接する場合は、次による。

折曲げ加工部より5d以上離し、溶接長さの前後に2d程度の余裕をとる。

1.5巻き以上の添巻き

d

≧6d

≧6d d

≧6d
≧6d

dd

50d 50d

末　端　部 中　間　部

(柱頭又は柱脚部) (重ね継手)

2d 2d
溶接長さ5d以上

d

図5.3.4　スパイラル筋の継手及び定着

　５．基礎

A 直接基礎（独立基礎）の配筋は、図1.1による。

　主筋(長辺方向)を下側に配筋する。

B 直接基礎（連続基礎）の配筋は、図1.2による。

C 基礎接合部の補強配筋は、図1.3による。

基礎梁あばら筋
15d

GL

はかま筋基礎筋

図1.1　独立基礎の配筋 図1.2　連続基礎の配筋

※ L2hを確保できない場合は、3.B(3)によることができる。

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

L2

梁幅 梁幅

3-D16

L2h ※

Ｄ
Ｄ

L2h ※

3-D16

L2

基礎梁主筋

腹筋と兼ねてよい

はかま筋

連続基礎筋(配力筋)

連続基礎筋(主筋)

はかま筋

基礎筋(主筋)

基礎筋(配力筋)

L2
L2

L2

0＜Ｄ≦200 200＜Ｄ≦1000

　４．鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

(注)

A 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.3.6による。

うに最小かぶり厚さを定める。

　ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は､主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するよ

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

屋外

屋内

柱、梁、耐力壁

スラブ、耐力壁以外の壁

土に接しない部分

土に接する部分

煙突等高熱を受ける部分

基礎、擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

擁壁、耐圧スラブ

最小かぶり厚さ

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

＊

＊

構造部分の種別

表5.3.6　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）

3. スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

4. 杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

2. 「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性有効でない仕上げ(仕上塗材､塗装等)のもの

1. ＊印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は、設計図面による。

   を除く。

編）平成31年版」の番号を示す。

　柱及び梁の主筋は、D19未満は重ね継手とし、D19以上はガス圧接とする。ただし、次の場合にはガス圧接

1. L1、L1h：2.～4.以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

※片持ｽﾗﾌﾞ
は　25dは　25d

※片持梁

B 鉄筋相互のあきは図5.3.5により、次の値のうち最大のもの以上とする。

粗骨材の最大寸法の1.25倍

隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値）の1.5倍

25mm
(1)
(2)

(3)

　ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、設計図面による。

図5.3.5　鉄筋相互のあき

Ｄ あき Ｄ

間隔

Ｄは鉄筋の最大外径

(4)

(6)

柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小

かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

(5)

玉城町中央公民館改修工事  

配筋基準図①



L2

L2

L2
余長

余長

　６．基礎梁

A 一般事項
(1)

(2)

B 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図1.5による。

C 独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図1.6による。ただし、耐圧

  スラブが付く場合は、D による。

D 連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図1.7による。

E あばら筋等
あばら筋の径及び間隔は、設計図面による。

かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合は、図1.8によることができる。

(1)

(2)

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

(注)

(注)

(注)

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

3. 破線は、柱内定着の場合を示す。

また、梁主筋の逃げ寸法は柱面より100～150mm程度とする。

柱

梁 梁

図1.4　梁筋の基礎梁内への定着
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(余長)

lo

lo/2lo/4 lo/4

≧100

15d
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15d15d
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(余長)

(余長)

(余長)

(余長)

lo/4 lo/2

lo

lo/4

15d

L2

(余長)

(余長)

図1.5　主筋の継手、定着及び余長（その１）

図1.6　主筋の継手、定着及び余長（その２）

図1.7　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図1.8　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合 重ね継手とする場合

≧8d

コンクリート打継ぎ面

d

F 基礎梁の補強

(3)

(4)

(2)

あばら筋の割付けは、「8.梁」を参考に設計図面による。

(1) 打増し補強筋は、「8.梁」を参考に設計図面による。

土間スラブ等の打継ぎ補強筋は、「10.スラブ」を参考に設計図面による。

腹筋及び幅止め筋は、「8.梁」を参考に設計図面による。

梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、柱内に

定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図1.4による。

梁主筋を柱内に定着する場合は、8.A(2)による。

1. 図示のない事項は、8.Aから8.Cによる。

1. 図示のない事項は、8.Aから8.Cによる。

1. 図示のない事項は、8.Aから8.Cによる。

継手長さ

継手長さ

継手長さ

継手長さ

継手長さ

継手長さ

あばら筋組立の形及びフックの位置は、8.Eによる。ただし、梁の上下にスラブが付く場合で、

余長

L2

余長
L2

余長

L2

L2

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

La ※

La ※ La ※

La ※

La ※

La ※ La ※

La ※

La ※ La ※

La ※

余長

余長 余長

L2

L2

逃げ寸法

余長 余長

20d 20d

20d

余長

L2L2

L1h

余長
L2

(注)

図3.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

(注)

図3.4　ハンチのある大梁の継手、定着及び余長

B ハンチのない場合の大梁主筋の重ね継手、定着及び余長は、図3.3による。

C ハンチのある場合の大梁主筋の重ね継手、定着及び余長は、図3.4による。

1. 継手中心位置は次による。

2. 「2.鉄筋の末端部及び中間部の加工」B で定めた鉄筋には、フックをつける。

4. 破線は、柱内定着の場合を示す。

2. 　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

3. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

4. 破線は、柱内定着の場合を示す。

3. 　　　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

D あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、設計図面による。(2)

(1)

lo/4 lo/2 lo/4

二段筋

(余長)15d

継手長さ

継手長さ

Ｄ

(余長)15d (余長)15d

(余長)15d

(余長)

最上階

一般階

上端筋

lo/4 Ｄ

lo

下端筋

　　下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、lo/4を加えた範囲以内

　　上端筋：中央lo/2以内

最上階

一般階

L1

L1 L1

L1
L2

lo
lo/2lo/4 lo/4

L1

L1 L1

L1

(余長)15d (余長)15d

1. 「2.鉄筋の末端部及び中間部の加工」B で定めた鉄筋には、フックをつける。

あばら筋の種類、径及び間隔は、設計図面による。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

※ Laの数値は、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

L2

La ※

余長

L2La ※

La ※

余長

L2

L2

20d

La ※

余長
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余長

L2
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余長
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L2
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L2

二段筋

La ※

余長

余長
La ※

L2

L2

La ※

D 柱の打増し補強は、図2.4による。

(注)

　８．梁

A 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(1) 梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は､(2)によ

梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。なお、定着の方法は、3.B(3)による。(2)
　上端筋：曲げ降ろす。

　下端筋：原則として曲げ上げる。

段違い梁は、図3.2による。

(3)

(4)

1. 柱の打増し幅（a,a1,a2）が70mm以上の場合の補強を示す。

2. 帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さはL2とする。

3. 軸方向の補強筋の間隔は300mm以下とし、径、材質、本数は設計図面による。

図2.3　帯筋の割付け

1.5P2＠

P2＠

1.5P1＠

P1＠

1.5P1＠

上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は
一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものとする。

梁面より割り付ける。

帯筋

(注) 柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の

間隔を1.5P1＠又は1.5P2＠とする範囲は、

その柱に取り付くすべての梁を考慮して適

用する。なお、P1＠、P2＠は特記された帯

図2.4　柱の打増し補強配筋

L2

a

打増し部分

L2

a2

L2 a1

300以下

300以下

300以下

打増し部分

一方向の打増し 二方向の打増し

300 300
以下 以下 以下 以下以下

300 300 300

帯筋と同径、同材質、同間隔

梁 梁

柱

柱

梁 梁

図3.2　段違い梁

図3.1　梁主筋の梁内定着

L2

Ｄ≦100

筋の間隔を示す。

吊上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ

とする。
太い鉄筋又は同径のものを２本重ねたもの

C 帯筋の割付けは、設計図面による。特記がなければ図2.3による。

り柱内に定着することができる。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図3.1による。

梁にハンチを付ける場合、その傾斜は、設計図面による。

定着継手

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

図2.1　柱主筋の継手、定着及び余長

　７．柱

A 柱主筋の継手、定着及び余長は、図2.1による。
　継手中心位置は､3ho/4(hoは柱の内法高さ)以下とする。施工性を考慮して梁上端から500㎜以上かつ

1,500mm以下とする。

2. 隣り合う継手の位置は、表5.3.3「隣り合う継手の位置」による。

3. 柱主筋の逃げ寸法の基準値は、フックのある場合は70～100mm程度、フックのない場合は30～50mmとする。

(注)

柱頭定着長さL2が確保できない場合は、次の対策例を参考に設計図面による。＊

①梁せいを大きくしたり、梁端部にハンチを設ける。
②柱頭の柱主筋全数にフックを設け、必要定着長さを確保する。

③鉄筋かごを梁筋の上から柱頭にかぶせ、鉄筋かごと柱主筋を重ね継手により一体とする。

④柱を屋根スラブより突き出させ、定着長さを確保できるようにする。
⑤柱頭部をステッキ型の鉄筋で増筋し、梁主筋が降伏する以前に柱頭部の鉄筋が滑脱しないよう

　な配筋とする。

鉄筋かご参考図

(注)

（イ） （ロ） （ハ）

L L L

（イ） （ロ）

≧6ｄ

≧40ｄ

ｄ

Ｌ

（イ） （ロ）

≧6ｄ

≧6ｄ

L/2 L

L

≧6ｄ

d
≧8d

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

(注)

B 帯筋組立の形は図2.2により、適用は特記による。間隔は設計図面による。

①Ｈ形

②Ｗ-Ⅰ形 ③Ｗ-Ⅱ形 ④Ｗ-Ⅲ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

3. SP形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻きを行う。

2. 溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレア溶接の場合は10d以上とし、溶接は鉄筋の組立

   前に行う。

1. 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

1. かご鉄筋の配筋は設計図面による。

2. 梁上端のかぶり厚が大きくなるので注意をする。

1. フック及び継手の位置は、交互とする。
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図2.2　帯筋組立の形
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配筋基準図②



溶接部分の段差

　　図による。

　（５）溶接部分の段差

　　　完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが１０mmを超える場合は下

１／2.5以下

１
２ｔ

ｔ

溶　接　継　手 溶　接　方　法 余盛り高さの限度

手　溶　接

自 動 溶 接

手　溶　接

半自動溶接

半自動溶接

　　突合わせ継手

　　か ど 継 手

隅 肉 溶 接

フレア溶接

（単位：㎜）
余盛り高さの限度

　　　仕上げるものとする。

3

4

4

3

　　による。ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りでは

　　ない。

　（６）余盛り

　　ａ）完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶

　　　接部は、余盛りを行うものとする。余盛り高さの限度は下表による。

　　ｂ）完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビート表面が滑らかになるように

　（７）鋼管分岐継手

　　　鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は下図

θ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

適用管厚　3.2mm≦ｔ≦12mm

交角　30°≦θ≦150°

Ｄ－Ｄ断面図

支管

主管Ａ

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

ｔ

1.5ｔ～2.0ｔ

0～3
～60°50°

ｔ

1.5ｔ～2.0ｔ

0～3

1.5ｔ～2.0ｔ
接線

0～
3

～60°50°

ｔ

1.5ｔ～2.0ｔ

Ｂ部断面Ａ部断面 Ｃ部断面

　　　　　鋼管分岐継手詳細（単位：mm）

　　ｄ）スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、下表及び下図による。

　　　下向きを原則とする。

　　ａ）スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は

　　　るものとし、適用する呼び名は、１３、１６、１９及び２２の４種類とする。

　　ｂ）スタッド溶接材料は、ＪＩＳ　Ｂ１１９８「頭付スタッド」の規格に適合す

　　ｃ）スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。ただし、デッキ

　　　た場合については、この限りではない。

　　　プレート厚１．６mm以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認され

　（８）スタッド溶接

間　　　　　　　隔

項　　　目 寸　　　法

最　小　ゲ　ー　ジ

へ   り   あ   き

（ｐ）

（ｇ）

（ｅ）1 　40mm以上

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法

　呼び名の7．5倍以上かつ600mm以下

　呼び名の5倍以上

ｅ

ｐ

ｅ

ｇ

ｐ

ｐ

柱　部

梁　部

スタッドの配置

1

1

　　設計図書に特記がない場合には、原則として、この鉄骨基準図を適用する。

１　溶接方法

２　溶接継手

　１　共　通　事　項

　２　溶　接　接　合

　スタッド溶接等とする。

　ドアーク半自動溶接、サブマージアーク自動溶接、エレクトロスラグ溶接及びアーク

　　溶接継手の種類は、完全溶込み溶接、部分溶込み溶接、隅肉溶接及びフレア溶接と

　る。

３　溶接記号

１　適用範囲

　　溶接方法の種類は、アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、セルフシール

　し、完全溶込み溶接の継手形状の種類は、突合わせ継手、Ｔ形継手及びかど継手とす

　（１）溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

　　　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号、並びに溶接の補助記号は下表によ

Ｌ－Ｐ

断続溶接の間隔

断続溶接の長さ

溶接継手

溶接方法

溶接面

全周溶接

現場溶接

全周現場溶接

溶接方法
　サブマージアーク自動溶接

　エレクトロスラグ溶接

　突合わせ継手

　Ｔ形継手

　かど継手

　完全溶込み溶接

　隅肉溶接

　部分溶込み溶接

　フレア溶接

溶接継手

溶 接 面
　片面溶接

　両面溶接

　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　類 記　号

Ｌ

Ｔ

Ｂ

Ｅ

Ａ

Ｈ

Ｆ

Ｐ

ＦＬ

１

２

　　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類記号

　　溶接の補助記号

　断続溶接の長さ及び間隔

　全  周  現  場  溶  接

 　全　　周　　溶　　接

 　現　　場　　溶　　接

　　　区　　　　　分 補助区分

Ｌ－Ｐ

　セルフシールドアーク半自動溶接

　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、

　　る。

60°

引出線
基準線

60°

基準線
引出線（折線）

60°

溶接記号の記載方法

　（２）溶接記号の記載方法

　　ない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

　　　溶接記号の記載方法は下図による。ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わ

　　部材面に先端を向けるものとする。

　　　完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事現場施工編 2007年版　

　　（１）日本建築学会編集　「鉄骨工事技術指針」工場製作編 2007年版、

　　本基準図に記載されていない事項は次による。

　　半自動溶接

　　手　溶　接

溶接方法 ｓ

（単位：㎜）

ｔ ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

１１Ｆ Ｆ

裏当て金の溶接

（単位：㎜）

溶接のサイズ

Ｓ溶接方法

（単位：㎜）

裏当て金の厚さ

裏当て金の厚さ

　　　に加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

２１

Ｓｒ２

Ｓｒ１

Ｓｒ２

Ｓｒ１

ｒ

改良型スカラップ

従来型スカラップ

Ｓｒ

　エンドタブ

エンドタブの長さ

　　　35以上

　　　38以上

　　　70以上

ＦＢ（ｔ×25mm） ＦＢ（ｔ×38mm）

　　　6以上

　　　9以上

　　 12以上

手　溶　接

半自動溶接

自 動 溶 接

　　ｔ≦9

　　ｔ＞9

5

9

５　溶接施工

　（１）エンドタブ

　　　エンドタブの材質は、母材と同等以上、形状は、母材と同厚・同開先のものと

　　し、長さは、下図及び下表による。ただし、あらかじめ溶接端部に欠陥が生じな

　　いことが確認された材質及び形状のものを用いる場合については、この限りでは

　　ない。

　（２）裏当て金及び裏はつり

　　ａ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は、原則としてフランジの内側

　　　に設置し、取付け方法は下図による。裏当て金の組立溶接は、接合部に悪影響

　　　を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の１／４の位置に行う。

　　ｂ）裏当て金の厚さ及び隅肉溶接のサイズは下表により、材質は、原則として母

　　　材と同等以上のものとする。

　　ｃ）完全溶込み溶接を両面溶接とする場合は、裏溶接の前に裏はつりを行う。

　　　裏はつりは、健全な溶着部分が現われるまではつり取るものとする。ただし、

　　　自動溶接において、完全な溶込みが得られたことが確認できる場合には、裏は

　　　つりを省略することができる。

　（３）スカラップ

　　ａ）改良型スカラップの形状は下図により、スカラップ半径Ｓｒ は３５mm、Ｓｒ 

　　　は１０mmとする。スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するよう

　　ｂ）従来型スカラップの形状は下図により、スカラップ半径Ｓｒは３５mmとする。

10mm以上

エンドタブ

裏当て金

Ｓ

ｓ

ｓ

 　 自 動 溶 接

ｔ

Ｓｃ 12 14 15

（単位：㎜）

スニップカットの寸法

Ｓｃ

スニップカット

6 9 12 16以上

10

　（４）スニップカット

　　　溶接の交差部をスニップカットで処理する場合は下図により、スニップカット

　　の寸法（Ｓｃ）は、鋼材の板厚に応じて、下表による。ただし、既製形鋼のスニ

　　ップカットについては、Ｓｃ＝ｒ＋２により求めるものとする。

　　　なお、スニップカット部は、溶接により埋めるものとする。

ｔ

ｃＳ

スニップカット

　　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） １（片面溶接）

（単位：㎜）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）
　　　及びセルフシールドアーク半自動溶接　　　　　

　Ｈ

２（両面溶接） ２（両面溶接）

t t t t

t t

Ｓ

35° 45°

t

35°

t

Ｓ

35°

t t

45°

Ｓ

Ｄ2

Ｄ1

35°

t t

Ｓ

Ｄ1

Ｄ2

60°

Ｇ

50°

かど継手の開先標準

ｔ≦６ ｔ≦12

6<ｔ≦19

22

7

2

7

6

19<ｔ≦40

2

2

7 7

2

6

　　ｃ）かど継手（Ｌ）の開先標準は下図による。

Ｇ＝ｔ

6

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

1/4ｔ≦Ｓ≦10

60°

Ｄ1＝２（ｔ－２）／３

Ｄ2＝（ｔ－２）／３

60°

Ｄ1＝（ｔ－６）／２

Ｄ2＝（ｔ－６）／２

1/4ｔ≦Ｓ≦10

12<ｔ≦19

19<ｔ≦40

（単位：㎜）

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

隅肉溶接の開先標準

t

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ＳＳ

t

ＳＳ

60° 60°

隅肉溶接のサイズ

ｔ

Ｓ

10 11 12 13 14 15 16 19 22 25 28 32 36 40

10 10 11 12 11 13 15 17 19 21 24

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

45° 45°

t

ＳＳ

Ｄ1 Ｄ2

t

ＤＳ Ｓ

Ｓ

45°

（単位：㎜）

部分溶込み溶接の開先標準

ｔ≦16 ｔ≦16 16<ｔ≦40

4 5 6 7 8 9

3 4 5 6 7 8 8 9

（単位：㎜）

2

　　　隅肉溶接（Ｆ）の開先標準は下図により、サイズ（Ｓ）は下表による。

　（３）部分溶込み溶接

　　　部分溶込み溶接（Ｐ）の開先標準は下図による。片面溶接を行う場合には、原則

　　として部分溶込み溶接を行わない側に隅肉溶接を行う。

　（２）隅肉溶接

Ｓ
２

Ｓ
２

t

1/4ｔ≦Ｓ≦10

12 16 19 22 25 28 32 36 40

10 11 12 13 13 14 15 15 16Ｄ

ｔ

1/4ｔ≦Ｓ≦10

5

12≦ｔ≦40 16≦ｔ≦40

Ｄ1＝（ｔ－２）／２

Ｄ2＝（ｔ－２）／２

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

（単位：㎜）

フレア溶接の開先標準

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

tＳ Ｓt

　（４）フレア溶接

　　　フレア溶接（ＦＬ）の開先標準は下図による。

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３

ｄ/２ ｄ/２ ｄ/２ ｄ/２

ｄ/２ ｄ/２

ｄ

ｄ/２ ｄ/２

ｄ/２ ｄ/２

ｄ

ｄ

ｄ ｄ

　　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） １（片面溶接）

（単位：㎜）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）　　　及びセルフシールドアーク半自動溶接　　　　　　Ｈ

２（両面溶接） ２（両面溶接）

t

t

t

t

t

60°

45°

Ｄ1

Ｄ2

突合わせ継手の開先標準

30° 60°

Ｄ1

Ｄ2

30° 60°

60°

　　アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） １（片面溶接）

（単位：㎜）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）　　　及びセルフシールドアーク半自動溶接　　　　　　Ｈ

２（両面溶接） ２（両面溶接）

t t

35°

Ｓ

t t

Ｓ

t

Ｓ

t

Ｓ

35° 45°

Ｓ
35°

t

Ｓ

35°

t

Ｓ

60°

35°

t t

45°

60°

Ｓ
Ｓ

Ｄ2

Ｄ1

35°

Ｓ

t t

60°

Ｓ
Ｓ

Ｄ1

Ｄ2

60°

（単位：㎜）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

Ｈ（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ

≧
60

°

35°

≧
60

°

45°

０

ｔｔ

Ｓ

Ｓ
ｔ

60°

45°

Ｔ形継手の開先標準

部材が直交しない場合の開先標準

ｔ≦12ｔ≦6

6<ｔ≦19 12<ｔ≦22

19<ｔ≦40 22<ｔ≦40

ｔ≦6 ｔ≦12

2 6

7 7

2

7

2

2

7

6

6<ｔ≦40 6<ｔ≦19 19<ｔ≦40

19<ｔ≦40 22<ｔ≦40

6<ｔ≦19 12<ｔ≦22

４　溶接継手の種類別開先標準

　（１）完全溶込み溶接

　　ａ）突合わせ継手（Ｂ）の開先標準は下図による。

　　　ない場合の開先標準は、「部材が直交しない場合の開先標準」による。

　　ｂ）Ｔ形継手（Ｔ）の開先標準は下図による。ただし、溶接される部材が直交し

Ｇ

Ｇ＝ｔ

t

6

t t

35°

２ t

7

45°

２ t ２

６

6

t

Ｄ1＝（ｔ－６）／２

Ｄ2＝（ｔ－６）／２

６t

２

6
Ｄ1＝２（ｔ－２）／３

Ｄ2＝（ｔ－２）／３

２

２

7

35°

2

6

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

6

2

2 2

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

Ｓ

1/4ｔ≦Ｓ≦10

Ｄ2＝（ｔ－２）／３

1/4ｔ≦Ｓ≦10

Ｄ1＝２（ｔ－２）／３

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

Ｄ2＝（ｔ－６）／２

Ｄ1＝（ｔ－６）／２

1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦10

2/3(t-2)
1/3(t-2)

≧
75

°

2

0

2
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鉄骨標準図①



　（１）高力ボルト

２　ボルトの表示記号

　　ボルトの表示記号は下表による。

ボルトの表示記号

　３　高力ボルト接合等

１　ボルトの種類

　　　高力ボルトの種類は、ＪＩＳ　Ｂ１１８６「摩擦接合用高力六角ボルト・六角

　　ナット・平座金のセット」（２種Ｆ１０Ｔ）の規格に適合するもの、建築基準法

　　高力ボルト（１種Ｆ８Ｔ相当）とする。

　　に基づき認定されたトルシア形高力ボルト（２種Ｓ１０Ｔ）及び溶融亜鉛めっき

　（２）普通ボルト

　　　普通ボルトのボルト及びナットは下表により、ねじは、ＪＩＳ　Ｂ０２０５「

　　型とする。

　　一般用メートルねじ」による。座金は、ＪＩＳ　Ｂ１２５６「平座金」による並

普通ボルトのボルト及びナット

ボルト孔の径 （単位：㎜）

※１

※２

　　　※２　母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋1.0mmとすることができる。

（単位：㎜）高力ボルトの締付け長さに加える長さ

縁端距離及びボルト間隔 （単位：㎜）

（単位：㎜）千鳥打ちのゲージ及び間隔

Ｍ12,Ｍ16,Ｍ20,Ｍ22 Ｍ24

３　ボルト孔の径

　　ボルト孔の径は下表による。

４　高力ボルトの長さ

　　高力ボルトの長さは、締付け長さに下表の値を加えたものを標準長さとする。

　（１）縁端距離及びボルト間隔

５　縁端距離及びボルト間隔等

　　　縁端距離及びボルト間隔は、原則として下表による。ただし、引張材の接合部

　　分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端

　　距離は、ボルト軸径の２．５倍以上とする。

　（２）千鳥打ちのゲージ及び間隔

　　　千鳥打ちのゲージ及び間隔は、原則として下表による。

規格番号
規格名称

種　　類

材料区分

強度区分

級の規格

程　　度

ねじの等

仕上げの

並角六角ボルト

ボルト

ＪＩＳ　Ｂ１１８０（六角ボルト）

鋼　　製

4.6

中

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１（六角ナット）

鋼　　製

4Ｔ

中

 交差－第１部：原則及び基礎データ）
 JIS B0209-1（一般用メートルねじ－

 による6ｇ
 交差－第１部：原則及び基礎データ）
 JIS B0209-1（一般用メートルねじ－

 による6Ｈ

並形六角ナット

Ｍ20

Ｍ12 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ24

　高力ボルト（Ｆ１０Ｔ、Ｓ１０Ｔ）

　溶融亜鉛めっき高力ボルト（Ｆ８Ｔ相当）

　普通ボルト

ボルトの種類
ねじの呼び

　高力ボルト（Ｆ１０Ｔ、Ｓ１０Ｔ）

　溶融亜鉛めっき高力ボルト（Ｆ８Ｔ相当）

　普通ボルト

ボルトの種類
ねじの呼び

22

トルシア形 ※１

Ｍ24

Ｍ22
Ｍ20
Ｍ16

Ｍ12

Ｍ12 Ｍ16 Ｍ22 Ｍ24

12.5 16.5 20.5 22.5 24.5

26.024.022.017.5

14 18 24 26

Ｍ22

25 30 35 40

4540353025JIS形

ねじの呼び Ｍ12 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

ねじの呼び
縁端距離 ボルト間隔

ｐｐｅ

40 60

7045

ｐ ｐ ｅ

35

40

45

60

50

45

40

35

25

－ 40

45

50

55

60

65

千鳥打ちの間隔（Ｐｔ）

ねじの呼び
ゲージ

ｇ
Ｐｔ

ｇ

　　　※１　建設大臣認定条件による。

　　　※１　建設大臣認定条件による。

50

55

　６　鉄骨と鉄筋コンクリート部分の取合い

１　鉄骨のかぶり厚さ

　　鉄骨のかぶり厚さは下図による。

　　鉄筋と鉄骨相互のあき（ｂｓ）は、粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上とする。

150

（bs）

150

（bs）

150

150

125以上

２　鉄　筋

　（１）鉄筋位置の確保

　　　柱の配筋において、主筋は下図により、組立筋を用いて位置を確保し、柱幅が

　　７００mm以上の場合は、柱の中間に組立筋を入れることとする。ただし、柱、梁

　　仕口部を除くものとする。

柱組立筋

６φ－１０００＠

組立筋

Ｄ13以上の組立筋（柱幅≧700mm）

　（２）鉄筋貫通孔の径

　　　鉄筋の定着又は引通しのため鉄骨にあける鉄筋貫通孔の径は下表による。ただ

　　し、主筋の鉄筋貫通孔は、最大孔径に統一する。

　　　鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

鉄筋貫通孔の径 （単位：㎜）

　（３）鉄筋貫通孔の位置

　　ａ）鉄筋貫通孔の位置は下図による。

（
ds

）

（ds）

（ds）（ds）

鉄筋貫通孔の位置（単位：mm）

柱帯筋位置

Ｄ10 Ｄ13 Ｄ16 Ｄ19 Ｄ22 Ｄ25 Ｄ29 Ｄ32

4643383531282424

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔の径

（
ds
）

柱主筋

柱帯筋

梁主筋

梁あばら筋

柱主筋

梁上端主筋

梁下端主筋

柱主筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

70以上

　　ｂ）小梁下端主筋は、直交する梁ウェブを貫通させるものとし、下図による。た

　　　だし、構造上支障がない場合は、梁ウェブを貫通しないことができるものとし

　　　下図による。

小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：mm）小梁下端主筋が貫通する場合

　（４）帯筋の加工及び組立て

　　　仕口部内の帯筋の加工及び組立ては下図による。

　　　片面溶接の有効長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の１０倍以上とする。ただ

　　し、溶接によらない場合は１３５°曲げのフックとする。

Ｌ

Ｌ

Ｌ

仕口部内の帯筋の加工及び組立て

Ｌ

1ＦＬ 1ＦＬ

1ＦＬ

1ＦＬ

小梁下端主筋

40程度

梁の場合 柱の場合

鉄骨のかぶり厚さ（単位：mm）

　　ｂ）鋼管柱の仕口部に設ける柱の形状は下図による。

　　　大きさは、上下柱のうち大きいものと同一とし、材質は、上下柱材のうち、強　　　大きさは、上下柱のうち大きいものと同一とし、材質は、上下柱材のうち、強

　　　度及び溶接性の最も優れたものと同等以上のものとする。

鋼管柱の仕口部に設ける柱の形状

２　各部詳細

　（１）梁及び柱のしぼり

　　ａ）梁及び柱のしぼりの限度及び位置は下図により、梁ハンチ部にリブプレート

　　　を設けるものとする。

　　　　リブプレートの形状は下図により、板厚は梁ウェブと同厚以上とする。

柱通し梁通し

リブプレート

リブプレート（単位：mm）梁及び柱のしぼり（単位：mm）

　　　置は下図による。

柱のフランジ幅及び板厚のしぼりの限度、フランジ及びウェブの継手位置

（単位：mm）

　　ｂ）柱のフランジ幅及び板厚のしぼりの限度並びにフランジ及びウェブの継手位

　　ｃ）柱脚部のしぼりの限度及び位置は下図による。

柱脚部のしぼり（単位：mm）

　（２）梁の段差

　　　柱に取り付く梁に段差を設ける場合は下図による。ただし、溶接上支障がない

　　場合については、この限りではない。

十字形柱
梁通し 柱通し

2

2

仕口部柱

1／5以下

1／5以下
50

50

50
1／5以下

1／5以下
1010

20

60°
20

Ｓｃ

10

Ｆ

Ｆ

フランジ継手

2
50

1／2.5以下
1／5以下

15
0

50

ウェブ継手

1／5以下

1、
00

0程
度

150以上

150以上 150以上

150以上

リブプレート

150以上 150以上

Ｈ形柱

鋼管柱

内ダイアフラム

100以上

梁の段差（単位：mm）

スニップカット

10

　５　鉄骨標準詳細図

１　仕口部詳細

　（１）仕口パネル

　　　仕口パネルの範囲は下図による。材質は、取り付く梁及び柱のウェブ材のうち、

　　強度及び溶接性の最も優れたものと同等のものとし、板厚は、パネルゾーンの検

　　討を行い決定する。ただし、板厚は取り付く梁及び柱のウェブ材のいずれか厚い

　　もの以上かつ９mm以上とする。

150

150

仕口パネル仕口パネル

梁通し 柱通し

仕口パネル（単位：mm）

　（２）水平スチフナ及びダイアフラム

　　ａ）十字形柱及びＨ形柱の仕口部に設ける水平スチフナの形状及び大きさは下図

　　　による。材質は、梁フランジ材と同等のものとし、板厚は、梁フランジ厚以上

　　　かつ９mm以上とする。

　　　　なお、梁幅が３００mm以上の場合は、スニップカットの代わりにスカラップ

　　　とすることができる。

10

スニップカット

空気穴 100mmφ

スニップカット

70以上

Ｂ

半径＝50～100

十字形柱 Ｈ形柱

水平スチフナ（単位：mm）

　　　　通しダイアフラムの場合の材質は、取り付く梁フランジ材及び柱材のうち、

　　　強度及び溶接性の最も優れたものと同等以上のものとし、板厚は、同レベルに

　　　集まる梁フランジのうち最も厚いもの以上かつ９mm以上とする。

　　　　内ダイアフラムの場合の材質は、梁フランジ材と同等以上のものとし、板厚

　　　は、同レベルに集まる梁フランジのうち最も厚いもの以上かつ９mm以上とする。

　　　　ダイアフラム中心部には、最上部を除いて空気穴（直径３０mm程度）を設け

　　　る。ただし、スニップカットの代わりにスカラップを設ける場合は、空気穴を

　　　省略することができる。

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

空気穴 空気穴
スニップカット

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

通しダイアフラム 内ダイアフラム

ダイアフラム（単位：mm）

　（３）縦スチフナ

　　ａ）十字形柱及びＨ形柱の仕口部に設ける縦スチフナは下図による。

　　　縦スチフナの幅は、取り付く柱フランジと同一とし、材質は、上下柱フランジ

　　　材のうち、強度及び溶接性の最も優れたものと同等のものとし、板厚は、いず

　　　か最も厚いもの以上とする。

縦スチフナ 縦スチフナ

Ｈ形柱十字形柱

縦スチフナ（単位：mm）

一般部

梁に段差がある場合

　　ｂ）鋼管柱の仕口部に設けるダイアフラムの形状及び大きさは、下図による。

25以上 25以上

25
以

上
25

以
上

10

Ｂ’
e

e ≧ｍａｘ

2 2

Ｂ Ｂ’

’

　（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

　　　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、原則として下表による。

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

　※１　千鳥打ちとした場合

（単位：㎜）

　４　柱　　　　　脚

１　柱脚の形式

　　柱脚の形式は、原則として鉄骨造においては露出型柱脚又は埋込み型柱脚、鉄骨

　鉄筋コンクリート造においては埋込み型柱脚とする。

２　アンカーボルト等の設置

　（１）アンカーボルト

　　ａ）アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、ねじがナットの

　　　外に３山以上出るようにする。ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、

　　　二重ナットとしないことができる。

　　ｂ）アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さの検討を行い、座

　　　金とベースプレートを全周溶接することとし、下図による。

Ｆ1

　（２）アンカーボルトの保持及び埋込み

　　　アンカーボルトの保持及び埋込みは、下図による。

座金とベースプレートの全周溶接

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ａ－Ａ断面 Ａ－Ａ断面

Ａ種 Ｂ種

アンカーボルトの保持及び埋込み

　（３）柱底均しモルタル

5
0

3
0

Ａ種 Ｂ種

柱底均しモルタル（単位：mm）

Ａ
ｇ

1

ｇ1ｇ 2

Ｂ

Ｂ
ｇ2ｇ12ｇ

Ｂ

ｇ3

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60 90

70

55

40

35

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

100

125

150

175

200

250

300

350

400

56

75

90

105

120

150

150

140

140

16

16

22

22

24

24

24

24

24

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

12

20

20

22

22

24

2440

70

90

※１

Ａ又はＢ 最大
軸径1 2ｇ ｇ Ｂ 最大

軸径1 2ｇ ｇ Ｂ 最大
軸径ｇ 3

鉄製フレーム

アンカーボルト アンカーボルト

補強材

クリップ止め程度

柱主筋

補強材
柱主筋

アンカーボルト

クリップ止め程度

　　　柱底均しモルタルは、下図による。（Ａ種を原則とする。）

モルタル中心塗り

無収縮モルタル圧入

モルタル仕上げ

P & D検図設計年月日 承認

工事名称：

訂正年月日

SCALE　図面名称：

A2→A3縮小 71%

N / S

玉城町中央公民館改修工事  

鉄骨標準図②
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P & D承認 検図

訂正年月日

設計年月日

50

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３０

ｍ
ｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

2019年1月作成

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

ベースパック柱脚工法　標準図

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

３．５ 注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710
■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

柱型寸法を標準から変更する場合は、

●形状

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50
50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
90

以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

岡部株式会社 旭化成建材株式会社
TEL03（3296）3515TEL03（3624）5336

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

ｱﾝｶｰ

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

２ 設計

施工

２

2 2

2 2

２

工事名称：

図面名称： SCALE N /S

A2→A3縮小 71%

玉城町中央公民館改修工事  

ベースパック柱脚工法　標準図１
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 □指定なし

設計年月日 P & D承認 検図

訂正年月日

A2→A3縮小 71%

工事名称：

図面名称： SCALE N/S

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周

部
大
梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095 ｅ

ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下

φ４－１３　＠６００以下
ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート

※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆
梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３

０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部 １０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）
柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照

連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合
2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ

梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火
φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３

０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝（　　　　）mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13

.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、
支
持
条
件

支
持
条
件

3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93)

２０２１／７／０１

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

施
　
　
　
　
工

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート
 種  　　　     類  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]

2 設 計 基 準 強 度
 厚さ(QLデッキ山上) □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５
 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による
□その他

*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

 　 耐火補強筋

■1.2
■無し

■ＱＬ９９-５０

[ ■Z12　 □Z27 ]■亜鉛めっき

 ■普通コンクリート

□７０

 □１８　　　■２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

■８０

■焼抜き栓溶接

 ■ 溶 接 金 網
■φ６-１５０×１５０

■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５

□６０

 ■ 無    □ 有 

玉城町中央公民館改修工事  

ＱＬデッキ合成スラブ標準図
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
玉 城 町 中 央 公 民 館 改 修 工 事  

使用材料

◇ 鋼　材
JIS G 3101

◇ コンクリ－ト

D10 ～ D16 ：SD295A
◇ 鉄　筋

D19　　　　：SD345
　　（D19以上は圧接継手とする。)

JIS A 5308
JIS A 5308
JIS A 5308

JIS G 3112

JIS G 3112

◇ 耐火被覆
柱：　　　　　　　　　FP060CN-9460
梁：　　　　　　　　　FP060BM-9408

JIS A 9504
JIS A 9504
JIS A 9504

Ｓ１０Ｔ　　 （トルシア型）
◇ 高力ボルト

◇ 柱脚部　　ベースパック　　SD490（ABT） JIS G 3112

BCR 295 大臣認定
JIS G 3101
JIS G 3136
JIS G 3136

JSS-Ⅱ-09

捨ｺﾝｸﾘ-ﾄ、土間 　Ｆｃ-18　　 N/mm2
土間ｽﾗﾌﾞ　　 　　Ｆｃ-21　　 N/mm2
躯　　体　　 　　Ｆｃ-21　　 N/mm2
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JIS G 3352-2014

ＳＴＫＲ４００　柱（コラム）

ＳＳ４００　　　梁（Ｈ形鋼）
ＢＣＲ２９５　　柱（コラム）

ＳＮ４９０Ｃ　　通しダイヤ
ＳＮ４９０Ｂ　　内ダイヤ

ＳＤＰ１Ｔ　　　ＱＬデッキプレート

JIS G 3136

【建築基準法第３７条第二号に

　基づく国土交通大臣認定材料】

 　　　　　　　　　　　　　　SN490B　　　（BPL）
 　　　　　　　　　　　　　　BT-HT440B-SP（BPL）
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基礎伏図　　１：１００

２階伏図　　１：１００

Ｒ階伏図　　１：１００
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X1・X2通り　軸組図　　１：１００ Y1・Y3通り　軸組図　　１：１００ Y2通り　軸組図　　１：１００
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▽ 2ＳＬ

▽1ＦＬ

△ＧＬ

符  号 部  材
ボルト径 本数

フ　ラ　ン　ジ

配列 外添板 内添板ゲージ(g1) ゲージ(g2) ボルト径 本数

ウ　ェ　ブ

配列 添板ピッチ(p)

鉄骨リスト

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

備考

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

―2列

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

―2列 2本M16 3本 75mm ― M16 2列 90mm PL-290×170×6

2G1・2G2 M20 M20

PL-410×125×12Ｈ－250×125×6×9

2CG1 ﾖｳｾﾂ ﾖｳｾﾂ

1列

1C1

2C1

1C2・2C2 □－125×125×6

□－200×200×6

□－200×200×12

Ｈ－294×200×8×12

RG1・RG2

Ｈ－294×200×8×12

M16 GPL-61列 60mmＨ－200×100×5.5×8 2本RB1・2B1

ベースパック　20-12R

BPL-285×285×25

ABTL　4-M20　L-600

3本 120mm PL-410×200×9 PL-410×80×9 3本 90mm PL-200×170×9
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　37．主任技術者又は監理技術者
　　(１)技術者要件
　　　　　工事現場に配置する主任技術者又は監理技術者は、本工事の入札公告で定める技術者
　　　　要件を満たす者としなければならない。
　　(２)専任を要しない期間
　　　１）現場施工に着手するまでの期間
　　　　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬
　　　　入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の
　　　　工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結
　　　　後、監督員との打合せにおいて定める。
　　　２）検査終了後の期間
　　　　　工事完成後検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務
　　　　手続後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現
　　　　場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、
　　　　受注者に通知した日とする。

　41．設計図書の照査
　　　三重県公共工事共通仕様書第1編1章1-1-1-3 2.設計図書の照査に基づく照査を実施するこ
    と。また、照査の実施において、契約書第18条第1項1号から5号に該当する事実がない場合に
    ついても、その旨を監督員に報告すること。
　　　なお、監督員の請求があった場合は、照査の実施が確認できる資料を提示すること。

　４．足場
　　　・別契約の関係受注者（下請け工事の場合は元請け）が定置したものは無償で使用できる。
　　　・本工事で設置する。
　　　　　足場を設ける場合には、「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、
　　　　足場の組立て、解体又は変更の作業は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法によ
　　　　る足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行
　　　　専用足場方式により行うこと。公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）第１編
　　　　第２章2.2.2より足場の種別は以下による。
　　　　　・内部足場（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種　・Ｇ種）
　　　　　・外部足場（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　・Ｆ種）

　21．電子納品
　　(１)工事写真は「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編）」等に基づき、
　　　電子媒体も提出すること。
　　(２)工事完成図書は「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成図書編）」等に基づき、
　　　電子媒体も提出すること。

　22．官公署への手続き
　　　工事の着手、着工、完成にあたり、関係官公署への必要な届出、手続き等を遅滞なく行う。
　　　なお、当該手続きに係る費用は受注者の負担とする。
　　　　・消防設備関係　　・電気工作物関係　　・受電関係　　・通信関係　　・建設工事関係
　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　23．消防法関係の手続き
　　(１)消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成
　　　　・本工事　( ・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事 )　　・別途工事
　　(２)防火対象物使用開始届出書
　　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

　24．工事用仮設物
　　　　構内への設置　　・できる（施設管理者と協議）　　・できない

　25．工事用電力、水、その他
　　(１)本工事に必要な工事用電力、水等の費用は受注者の負担とする。
　　(２)本工事で新規受電または既設電気回路に接続し、通電した時から工事の範囲の電力料金
　　　も本工事に含まれる。また、本受電後，引渡しまでの電気主任技術者の選任及びこれに伴
　　　う費用負担も本工事に含まれる。

　26．工事中等の保安監理
　　　電気工作物の範囲が変更になった場合、工事着手から引渡しまでの電気保安管理等にかか
　　る費用は本工事に含まれる。

　27．搬入計画
　　　大型機器、重量物等の搬入前に、搬入経路の有効寸法（扉、天井高さ、搬入経路上の曲が
　　り等）、障害物（足場等）、養生方法、運送車両、揚重機械、搬入機械の種類、台数及び数
　　量、雨天の場合の処置、受入検査の方法等を記載し監督員に提出する。

　28．製品確認
　　　発注者及び受注者の協議により仕様を決定し、製作するような規格品でない製品並びに監
　　督員が指定する製品については、試験及び検査等を行う機器が整備された施設内において、
　　監督員等が製品の確認をするものとする。

　29．機材等の検査及び試験
　　　検査及び試験を行うべき機材等は、設計図書によるほか、監督員の指示による。

　30．完成確認及び完成検査時等の電源確保
　　　機器の動作確認、電圧、極性、相回転等確認できるように電源を確保すること。

　31．完成時の操作説明
　　　総合盤等操作の必要な機器については、使用開始前に操作説明を行うものとする。また、
　　必要に応じて操作説明書、操作注意事項書を作成し、機側に備えるものとする。

　32．不正軽油の使用の禁止
　　(１)県工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材の搬出入車両
　　　を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第144条の32(製造等の承
　　　認を受ける義務等）の規定に違反する燃料をいう。）を使用してはならない。
　　(２)受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならな
　　　い。また、受注者は下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。
　　(３)受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならな
　　　い。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講
　　　じるよう管理及び監督しなければならない。

　33．下請次数制限及び県内（管内）企業優先使用
　　(１)本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。
　　　　なお、その次数を超える下請契約を締結する場合は、下請契約締結前に書面により発注
　　　者の承諾を得ること。
　　(２)本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人を
　　　含む）を三重県内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者の
　　　中から選定するように努めること。また、工事場所を所管する建設事務所管内又は隣接す
　　　る建設事務所管内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者を
　　　優先して選定するよう努めること。
　　　　なお、県外企業を下請契約の相手方に選定する場合は、下請契約締結前に書面により発
　　　注者に報告を行うこと。

　34．総合評価方式
　　　総合評価方式の工事において、技術提案の不履行があった場合は、本工事の完成年度の翌
　　年度に総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）で、貴社の評価点におい
　　て発注工事の技術評価点（満点）の１割を減点する。また、同一年度に複数工事で不履行が
　　あった場合は不履行工事件数に応じて、発注工事の技術評価点（満点）を減点する。

　35．不当介入を受けた場合の措置
　　　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１４
　　号）を受けた場合の措置について

　　(１)受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１２号）
　　　による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった
　　　時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。
　　(２)(１)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、
　　　速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必ず文書で行うこと。
　　(３)受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生
　　　じた場合は、発注者と協議を行うこと。

　36．電子メールの活用
　　　「電子メールを活用した情報共有における実施要領 令和元年７月」を適用する。
　　　（三重県HP「三重県の公共事業情報」を参照）

　39．社会保険等未加入対策
　　(１)適用除外でないにも関わらず社会保険等に未加入である建設業者を下請負人としてはな
　　　らない。
　　(２)受注者は、施工体制台帳・再下請通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請業者
　　　が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。また、発注者が加入状況を証明す
　　　る書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応すること。

　40．現場での安全確保（自主施工の原則）
　　(１)受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任におい
　　　て定め、工事を実施すること。
　　(２)設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設の変
　　　更や計上が必要な場合は、監督員と協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切な安
　　　全確保の措置を講じたうえで、工事を実施すること。

 ２．施工仕様
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。

　１．既設設備等の調査
　　　既設設備等の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響をきたさないよう、現地工事着
　　工前に十分な調査を行うこと。
　　(１)地中埋設管路
　　　１）項　　目　　・埋設配管　　・構造物　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・埋設ルート　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(２)貫通及びはつり
　　　１）項　　目　　・鉄筋　　・配管　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(３)既設との取合い
　　　１）項　　目　　・接続箇所　　・増設箇所　　・その他（　　　　　　　　　　　　　）
　　　２）調査範囲　　・施工部分　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２．施工前の測定等
　　　改修工事にあたっては、工事範囲の既設機器の動作確認及び絶縁測定等を着工前に行い、
　　監督員に報告すること。

　３．耐震施工
　　(１)想定される地震に対応するものとする。
　　(２)耐震計算書を監督員に提出するものとする。

　４．耐震基準
　　　耐震措置の計算及び施工方法は、「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準　平成２５年版」
　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部）及び「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」
　　（(一財)日本建築センター）を適用する。

　５．はつり
　　(１)穴開け及び補修　　　・なし　　・あり　(**********）
　　(２)溝はつり及び補修　　・なし　　・あり　(**********）

　６．あと施工アンカー
　　　性能確認試験及び施工確認試験　　・行う　　・行わない

　７．基礎の配線ピット
　　　基礎に配線ピットを設ける場合、ピットの寸法は敷設するケーブルの曲げ半径、条数、将
　　来増設時の作業性、事故時の対応、排水等に配慮する。

　８．配管・配線の耐震処置
　　　建物引込部の配管の耐震処置　　　　　　　　　　　　　　・行う　　・行わない
　　　建物のエキスパンションジョイント部の配線の耐震処置　　・行う　　・行わない

　９． 上階の埋込配管
　　　 上階のコンクリート屋根スラブへの埋込配管は、原則として行わない。

　10．露出配管
　　(１)雨線外など水気のある場所に施設する場合は、Ｕ字配管を行わない。
　　(２)附属品は、ねじ込み形を使用する。
　　(３)壁面配管で人が容易に触れるおそれのある部分（２ｍ以下）の配管には、突起のない支
　　　持金物又は保護カバーを使用する。
　　(４)通路部分では床配管を避け、天井配管の場合は原則２.１ｍ以上とする。
　　(５)監督員の指示がある場合は、上記に係わらずその指示に従う。

　11．合成樹脂管
　　(１)合成樹脂管の管端には、ブッシングを取り付ける。
　　(２)原則として屋外の露出には使用しない。（ＰＦ管）

　12．施工計画等
　　　受注者は施工に先立ち、次の書類を提出し監督員と打合せを行う。
　　　なお、書類の作成においては、関連する関係者と十分に調整すること。
　　　①　総合施工計画書
　　　　　　包含工事の場合は、電気設備工事施工計画書とする。
　　　②　工種別施工計画書（施工要領書）
　　　　　　各種工種ごとに作成し、停電及び搬入計画書も作成する。
　　　③　施工図（プロット図、平面図、展開図、各種詳細図）
　　　　　　主要機器、重量機器、３㎏超過吊器具類等については、固定方法、吊り方法等の詳
　　　　　　細図を作成し、十分な耐震性能を確保する施工方法を提案すること。
　　　④　耐震計算書、幹線計算書等
　　　⑤　照度分布図、センサ動作範囲図など

　13．機材等
　　　工事に使用する材料及び機器等については、次の書類を提出する。
　　　①　使用機材届出書
　　　②　機器明細図
　　　　　　使用機材届出書に記載のものの他、監督員の指示による。
　　　③　各種計算書
　　　　　　設計図書による他、監督員の指示による。
　　　④　機材の品質・性能証明
　　　　　　機器及び材料等の選定にあたっては後述の「電気設備工事指定資機材適用規格及び
　　　　　メーカーリスト」、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿」
　　　　　又はこれらと同等以上のものとする。
　　　　　　なお、設備機材については、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資
　　　　　料（「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」（(一社)公共建築協会）による場合
　　　　　は評価書の写し）を監督員に提出する。また、品質が求められる水準以上であれば、
　　　　　県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購入基本方針」に準ずること。
　　　　　　建設資材の調達にあたっては、極力県内の取り扱い業者から購入するよう努めるこ
　　　　　と。
　　　　　　三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用すること。ただし、認
　　　　　定製品が入手できない場合は、監督員との協議による。
　　　　　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく
　　　　　認定製品を使用するように努める。
　　　　　　（認定製品の品名：間伐材製工事用バリケード・看板・標示板・　　　　　　　　）

　14．工事写真
　　　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版））に従い撮影
　　すること。
　　　なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板
　　情報電子化について（平成29年3月1日付け国営整第211号）」による。

　15．施工条件
　　　監督員及び関係部局と協議調整し決定すること。
　　(１)施工可能日
　　　　・指定なし
　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）
　　　　・指定あり
　　　　　　指定日（・施設休業日　　・打ち合わせ　　・その他（　　　　　　　　　　　））
　　(２)施工可能時間帯
　　　　・指定なし
　　　　・一部指定あり（振動・騒音等作業、重機搬入等入退場、停電作業等）
　　　　・指定あり
　　　　　　指定時間（・(　)時～(　)時　　・打ち合わせ　　・その他（　　　　　　　　））
　　(３)概成工期
　　　　・適用する（工事期日より(　　)日前）　　・適用しない
　　(４)その他
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　16．埋蔵文化財調査
　　　埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。
　　　　・発掘調査等の実施あり　　・発見された場合、発掘調査等の実施あり

　17．部分引渡し等
　　　部分引渡し等がある場合は協力すること。
　　　　・部分引渡しあり　　　　・部分使用あり
　　　　　該当部分（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　時期（　　　　　　　　　　　）

　18．事故の発生時
　　　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式によ
　　り工事事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。
　　　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取
　　調査、検証等に協力すること。

　19．建設副産物
 　　 請負額１億円以上の工事について、再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、受
　　　注者は工事の着手までに「再生資源利用計画書」（建設資材を搬入する場合）及び「再生
　　　資源利用促進計画書」（建設副産物を搬出する場合）を施工計画書に綴じ込んで監督員に
　　　提出する。また、工事が変更又は完了した場合には「再生資源利用実施書」（建設資材を
　　　搬入した場合）及び「再生資源利用促進実施書」（建設副産物を搬出した場合）を作成し、
　　　監督員に提出する。
　　　　なお、計画書及び実施書の提出とともにＪＡＣＩＣが運営する「建設副産物情報交換シ
　　　ステム」へのデータ入力も併せて行う。

　20．発生材の処理等

　　(１)引き渡しを要するものは下記のとおりとし、それ以外は別途監督員の指示による。
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　(２)特別管理産業廃棄物
　　　　・変圧器　　・コンデンサ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　現場内の監督員の指定する場所へ保管するものとする。

　　　　　なお、施工に際してＰＣＢ等特別管理産業廃棄物及び疑わしき機器等を発見した場合
　　　　は、監督員に報告し対応を協議するものとする。
　　(３)現場内において再利用を図るもの
　　　　・発生土　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　(４)再資源化を図るもの
　　　　・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材　・（　　　　　）
　　(５)水銀使用製品産業廃棄物として取り扱うもの
　　　　・蛍光ランプ　　・ＨＩＤランプ（高輝度放電ランプ）　　・その他（　　　　　　　）
　　　　「水銀廃棄物ガイドライン 第２版」（平成31年3月 環境省　環境再生・資源循環局　廃
　　　　棄物規制課）に基づき適切に　処理すること。
　　(６)発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。
　　　　また、再利用を図るものについても調書を作成し、監督員へ提出すること。
　　(７)引き渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関
　　　する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、そ
　　　の他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

電気設備工事特記仕様書

Ⅰ．工事概要

 １．工事名称

 ２．工事場所

 ３．建物概要

 ４．工事種目
 　　下記において●印を付した工事を対象とする。
 　　　・電力設備　　　　　・受変電設備　　　　　・電力貯蔵設備　　　・発電設備
 　　　・通信・情報設備　　・中央監視制御設備　　・医療関係設備
 　　　・構内配電線路　　　・構内通信線路　　　　・その他

Ⅱ．共通仕様
　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項については下記による。

　　・三重県公共工事共通仕様書（令和２年８月制定版）
　　・三重県建設工事実務必携（令和元年７月１日版）
　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
　　　「公共建築工事標準仕様書」（建築工事編・電気(機械)設備工事編　各平成31年版）
　　　「公共建築改修工事標準仕様書」(建築工事編・電気(機械)設備工事編　各平成31年版)
　　　「公共建築設備工事標準図」（電気設備工事編・機械設備工事編　各平成31年版）
　　・電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）
　　・電気工事業の業務の適正化に関する法律
　　・電気工事士法
　　・労働安全衛生法
　　・消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む。）
　　・電力会社供給約款
　　・その他関連法令、関連諸基準

Ⅲ．特記仕様
 １．一般共通事項
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。

　１．一般事項
　　(１)工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し監督
　　　員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。
　　(２)設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不
　　　都合、図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工
　　　することで将来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協
　　　議すること。
　　　　なお、設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は、協議のう
　　　え改善策を講じること。
　　(３)他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に
　　　努めること。調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は、監督員の
　　　指示により手直し施工を行うこと。

　２．技術検査
　　　中間技術検査　　実施回数（　）回　　実施する段階（　　　　　　　　　　　　　　　）

　３．火災保険等
　　　三重県建設工事請負契約書第52条第１項の規定により、火災保険、組立保険又はその他の
　　保険等に加入し、その加入証券等を提示しなければならない。
　　　①　保険の目的物　　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）
　　　②　保険の加入期間　　工事着手後速やかに加入し、完成引渡しまでの間
　　　③　保険金額　　　　　原則として請負金額に相当する金額

　５．三重県産業廃棄物税
　　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合
　　には、完成年度の翌年度の４月１日から８月31日までの間に、別に定める様式に産業廃棄物
　　税納付証明書を添付して、当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。
　　　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェ
　　ストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

　６．電気工作物の種類
　　　・一般電気工作物　　・自家用電気工作物

　７．電気工事士
　　　電気工事士法の区分により施工するものとし、契約電力が５００kW以上の電気工作物にお
　　いても、第一種電気工事士により施工するものとする。

　８．電気工事業の業務の適正化に関する法律
　　　電気工事の施工場所ごとに、その見やすい場所に、氏名又は名称、登録番号その他の経済
　　産業省令で定める事項を記載した標識を掲げなければならない。

　９．電気保安技術者
　　　電気工作物に係る工事は電気保安技術者を配置し、工事期間中の電気工作物の保安業務を
　　行う。
　　　なお、電気主任技術者が選任されている施設においては、電気主任技術者に工事内容の説
　　明を行い、指導を受けるものとする。

　10．品質計画
　　　品質計画については、監督員の承諾を受けること

　11．測定機器の校正等
　　　試験に使用する計測器類は２年以内の校正証明書（写）又は有効期限内の精度保証書（写）

　　等を提出する。
　　　また、照度計、騒音計、振動レベル計等の特定計量器を用いて計測する場合は、計量法に
　　基づく検定に合格し、かつ検定有効期限内のものを使用する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用途区分は消防法施行令別表第一による表記
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　　　・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設
　　　　工事に係る資材の再資源化等に関する法律」施行令で定める建設工事の規模に関する基
　　　　準以上の工事である。
　　　　　分別解体等及び特定建設資材の再資源等の実施について適正な措置を講ずることとす
　　　　　る。工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い
　　　　　場合は、監督員と協議するものとする。
　　　　　分別解体等の方法
　　　　　工種　・新築　・増築　・修繕　・模様替　・解体　・その他（　　　　　　　　　）
　　　　　分別解体の方法　・手作業　・手作業、機械作業併用

  38. 工事の一時中止

　　　工事の一時中止の取り扱いについては「工事の一時中止のガイドライン（案）」（平成27
　　年6月国土交通省）による。
　　　三重県建設工事契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期
　　間中における工事現場の管理に関する計画を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。
　　　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。
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　12．予備配管等
　　(１)埋込型分電盤からの立上り予備配管は、予備回路が４回路以下は（ＰＦ２２）を１本、
　　　５回路以上は（ＰＦ２２）を２本施工する。スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００mm
　　　まで立上げ、位置ボックスを取付ける。また、二重天井の場合は、天井まで立上げ、位置
　　　ボックスを取付ける。
　　(２)防犯主装置、自動火災報知受信機、ＭＤＦ、警報盤等の間に移報のための空配管を行う。

　29．土工事
　　(１)埋戻しの材料及び工法
　　　　　・Ｂ種　　( 材料：根切り土の中の良質土 / 工法：機器による締固め ）
　　　　　・その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
　　　　ただし、配管周りの埋戻し材料は山砂とする。
　　(２)特記なき地中埋設配管の深さは、ＧＬ―６００㎜以上とする。
　　(３)根切りの種類は、マンホール、ハンドホール、屋外受変電設備及び自家発電装置の基礎
　　　等は総掘り、埋設管路等は布掘り、外灯基礎、電柱等はつぼ掘りとする。
　　(４)機械掘削は根切り底を乱さないようにする。

　30．ハンドホール、マンホール
　　　高さ９００㎜を超えるものにあっては、タラップ付とする。
　　　なお、タラップの取付は４５０㎜間隔以内とする。

　31．地中配線路の表示杭
　　　下記の箇所に、地中配線路の表示杭を設置する。
　　　　①　建物への引込口及び送出口付近
　　　　②　マンホール・ハンドホール付近
　　　　③　地中線路の曲折箇所
　　　　④　道路横断箇所
　　　　⑤　直線部分では３０ｍ程度に１個（３０ｍに満たない部分はその間に１個）

 ３．機器仕様
 　　下記の該当する項目を適用する。また、選択する事項は、●印のついたものを適用する。
 　　なお、詳細については図面による。

【電力設備】

１．電灯設備
(１)既設等との　　・無し　・盤改造　・配線接続　・電源供給　・その他（　　　　　　　　）
　　取り合い
(２)機器類　　　　・一般照明器具　・照明制御装置　・外灯（単独設置）　・コンセント等
　　　　　　　　　・分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)一般照明器具　１）形式　　・公共型　　　　・一般型
　　　　　　　　　２）灯具　　・ＬＥＤ灯　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）用途　　・屋内用　　　　・屋外用　　　・防災用
　　　　　　　　　４）環境　　・普通地域　　　・塩害地域
　　　　　　　　　５）照明器具は、認証書又は認定書、試験成績書を提出すること。
(４)照明制御器　　１）センサ類　・明るさセンサ　・人感センサ　・タイマ　・調光スイッチ
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）調光方式　・連続調光　・段階調光　・ＯＮ／ＯＦＦ制御
　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）制御方式　・有線　・無線通信
(５)外灯　　　　　１）照明用ポール
　　(単独設置)　　　①材質　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・溶融亜鉛メッキ
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　②配線用遮断器又はカットアウトスイッチ内蔵型とする。
　　　　　　　　　２）基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用　　・その他（　　　）
　　　　　　　　　３）灯具　　・ＬＥＤ灯　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　４）電源　　・商用電源(60Hz)（・200V　　・100V）　　・その他（　　　）
　　　　　　　　　５）制御　　・ＥＥスイッチ　　・タイマ　　・その他（　　　　　　　　）
　　　　　　　　　６）接地　　・単独接地（・本工事　・別途工事　・既設利用）　・共用
　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(６)コンセント等　・一般型　　・防水型
　　　　　　　　　・ﾊｲﾃﾝｼｮﾝｱｳﾄﾚｯﾄ （・固定型　・上下動型(アップ式を含む)）
(７)分電盤、　　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に
　　制御盤等　　　　加えて、施工年月、受注者名、施工者名を記載する。
　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付
　　　　　　　　　　けできない場合を除く。）とする。
　　　　　　　　　３）表示ランプ等がある場合は、ランプテストボタンを取付ける。
　　　　　　　　　４）接地用端子又は接地線用銅帯は点検のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　５）絶縁抵抗測定用接地端子は盤内の作業のしやすい場所に設ける。
　　　　　　　　　６）配線用遮断器の定格電流は、予備を含めた負荷電流以上とし、定格遮断
　　　　　　　　　　容量は、系統に流れる短絡電流の値以上とする。

２．動力設備
(１)既設との　　　・無し　　・盤改造　　・配線接続　　・その他（　　　　　　　　　　　）
　　取り合い
(２)機器類　　　　・分電盤、制御盤等　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)負荷設備　　　・給水　　・排水　　・消火　　・空調　　・換気　　・排煙　　・昇降機
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(４)負荷設備への　　図面に特記明示がない場合、負荷設備への接続は本工事とする。
　　接続
(５)電動機等の　　・専用接地　　・金属管接地（７.５ｋＷ以下）
　　接地
(６)分電盤、　　　１）銘板には、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に定める事項に
　　制御盤等　　　　加えて、施工制御盤等年月、受注者名、施工者名を記載する。
　　　　　　　　　２）図面ホルダーは、Ａ４サイズ以上（キャビネットのサイズ等により取付
　　　　　　　　　　けできない場合を除く。）とする。

　13．金属製電線管等の塗装
　　(１)露出配管、露出ボックス、鋼製プルボックス等のうち下記の部分には、塗装を施す。
　　　１）屋外、屋内（電気室、機械室、ＥＰＳ、居室、廊下）、その他建築意匠上必要な箇所。
　　　２）図面に特記なき場合は、溶融亜鉛メッキ鋼材製のポール及びアームは塗装しなくても
　　　　よい。ただし、図面に指示がある場合はその指示による。
　　　３）湿気、水気のある場所及びコンクリート埋込みの金属製位置ボックスの内面には絶縁
　　　　性防錆塗料を十分に塗布すること。（監督員が指示した場所は除く。）
　　　４）仮枠貫通部の金属配管には錆止め塗装を施すこと。
　　(２)塗装はエッチングプライマー１種の下地処理のうえ、監督員の指定する色にて調合ペイ
　　　ント２回塗りとする。ただし、指定場所及びその他建築意匠上、必要な箇所の露出プルボッ
　　　クスは指定色焼付塗装とする。

　14．導入線
　　　通線を行わない配管及び配線引抜き後に空となった配管には、導入線（φ１.２mm以上の樹
　　脂被覆鉄線等）を挿入する。ただし、長さ１ｍ以下の部分は省略することができる。

　15．予備スリーブ
　　　梁下に配管・配線スペースがない梁には、１スパンに２本程度を予備スリーブとして埋込
　　む。
　　　なお、防火区画貫通スリーブは、防火区画処理を行うこと。

　16．ボックス類
　　　位置ボックス及びジョイントボックス類は、特記なき場合、原則として金属製とする。

　17．軽量間仕切のボックス
　　　軽量間仕切に位置ボックスを固定する場合は、ボルト等により堅固に固定する。

　18．プルボックス
　　(１)屋外形、特殊な形状又は一辺が８００㎜以上のものは、製作図を提出すること。
　　(２)屋外形プルボックスはボックス内に支持ボルトが突出しない構造とし、取付部にはコー
　　　キングを行う。

　19．ボルト・ナット類
　　　屋外に使用する支持金物及びボルト、ナット類で特記のないもの
　　　　・ステンレス　　・溶融亜鉛メッキ仕上げ

　20．環境に配慮した電線類の採用
　　　電線、ケーブル及び通信線はＥＭ（エコマテリアル）ケーブルを使用すること。

　21．ケーブル及び配線
　　(１)表示
　　　　下記の箇所で、ケーブル等に行き先等表示札（ケーブル種別及びサイズ、行き先、施工
　　　年、用途、施工者名等を表示。）を取り付ける。
　　　　①　ケーブルがスラブを貫通する部分
　　　　②　ケーブル分岐部分
　　　　③　変電所内のケーブル引出し部分
　　　　④　盤内及び接地端子箱の外部配線引込み部分
　　　　⑤　屋内の直線部分は、３０ｍごと
　　　　⑥　プルボックス内
　　　　⑦　屋外の共同溝等の直線部分は、５０ｍごと
　　　　⑧　屋外の地中管路より建物内への引込み部分
　　　　⑨　マンホール及びハンドホールごと
　　(２)ケーブル余長
　　　１）地中線式の場合、マンホール、ハンドホール内でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所
　　　２）架空線式の場合、電柱上でケーブル余長を見込む箇所数
　　　　　　・２箇所　　・４箇所　　・（　　　　　）箇所

　22．配線器具の設置
　　(１)特殊コンセントはプラグ付とする。
　　(２)電源の種類により色を区別する。
　　(３)公共住宅の住戸部分に設置するスイッチ・コンセントは原則として表示付とし、特記な
　　　きスイッチはワイドスイッチとする。
　　(４)配線器具を取り付ける場所が金属の場合は、絶縁枠を使用する。
　　(５)プレートは、図面に特記なき場合、新金属製とする。
　　(６)カバープレートは、原則として新金属製とする。
　　　　なお、器具を実装しない位置ボックスには用途表示をすること。
　　(７)フロアプレートは、水平高低調整型（空転防止リング付）とする。

　23．照明器具の設置
　　(１)照明器具を設置する前に、照度分布図を作成し監督員の承諾を得ること。
　　(２)照明器具取付完了後、照度測定を行う。照度計は一般形ＡＡ級とする。
　　(３)天井下地材より支持をする場合は、ワイヤ等により脱落防止の措置を行う。
　　(４)パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

　24．照明改修の際の測定
　　　対象室の改修前後の照度及び回路電流値の測定を次のとおり行うこと。
　　　　測定箇所　(　　　　　　　　　　)　　　　測定回数　前後各(　　　　) 回

　25．分電盤、制御盤、キュービクル等
　　(１)図面ホルダー内には、完成図及び回路の行き先がわかる図面を備える。また、既設分電
　　　盤・制御盤等を改造した場合は、図面を修正するものとする。

　26．受変電設備、発電設備の設置場所
　　(１)保守点検、防火上有効な空間、維持管理の空間を考慮する。
　　(２)屋内に設置する場合は、床の強度計算書、換気計算書等を監督員に提出する。
　　(３)屋外に設置する場合は、機器及び基礎の質量を求め、地盤の許容地耐力を確認し、結果
　　　を監督員に提出する。
　　　　なお、地盤改良を行う場合は、工法について監督員と協議する。
　　(４)基礎の高さは周囲の状況を考慮する。
　　(５)電気室には水管、蒸気管、ガス管、ダクト等を通過させない。

　27．発電設備の燃料配管
　　(１)フレキシブルジョイント取付位置は、施工前に所轄の消防署と十分に打合せを行う。
　　(２)配管の接続は、機器の取外し又は保守点検を考慮し施工する。

　28．非常放送設備のスピーカ設置
　　(１)放送区域の各部からスピーカまでの水平距離は１０ｍ以内とする。
　　(２)階段等にスピーカを設置する場合は、垂直距離１５ｍ以内とする。

　　(３)増幅器からスピーカまでの配線及び非常電話の配線は、各系統ごとに独立させ、共通線
　　　方式は用いない。

●

　　(５)建設発生土の処理
　　　　　・構内敷ならし　・処分地指定（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　・処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離（　　）㎞

●

●

●
●

●

　４．使用資機材のメーカーリスト
　　(１)以下に掲げる資機材については、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材
　　　等評価名簿（電気設備機材・機械設備機材）令和元年版（(一社)公共建築協会 発行）」
　　　（以下「評価名簿」という）に記載されているメーカーが製造した製品を使用すること。
　　　（ただし、納入地区に中部地区又は近畿地区が含まれ、かつ評価の有効期間内である場合
　　　に限り使用可能とする）
　　　　●　ＬＥＤ照明器具（一般屋内用に限る）　●　照明制御装置
　　　　●　低圧用ＳＰＤ　　　　　　　　　　　　●　可変速運転用インバータ装置
　　　　●　分電盤（ＯＡ盤及び実験盤を含む）　　●　制御盤

　　(２)評価名簿に記載されていないメーカーが製造した製品を使用する場合は、評価名簿の評
　　　価基準と同じ条件を満足することを証明する書類を監督員に提出し、かつ監督員の承諾が
　　　得られた場合に限り使用できるものとする。

　５．使用資機材の適用規格
　　(１)以下に定めるとおりとする。なお、以下に定めのない資機材については、日本工業規格
　　　（ＪＩＳ規格）適合品の使用を原則とする。
　　　　●　電気用品安全法に定める特定電気用品又は特定電気用品以外の電気用品
　　　　　　・電気用品安全法適合品
　　　　●　耐熱・耐火電線、耐熱・耐火ケーブル
　　　　　　・消防庁の登録認定機関として消防庁告示に規定された耐火・耐熱電線及び耐火バ
　　　　　　　スダクトの適合性検査を行い合格したもの
　　　　　　・第三者認証機関として(一社)日本電線工業会規格（JCS規格）への適合性検査を行
　　　　　　　い合格したもの
　　　　●　非常用照明器具
　　　　　　・建築基準法に定める国土交通大臣認定品
　　　　　　・(一社)日本照明工業会の自主評定を受け、JIL5501適合マークが貼付されたもの
　　　　●　誘導灯
　　　　　　・登録認定機関（(一社)日本電気協会（JEA誘導灯認定委員会））の認定を受け、
　　　　　　　認定証票が貼付されたもの
　　　　●　制御盤
　　　　　　・(一社)日本配電制御システム工業会規格（JSIA規格）適合品

　６．完成時の提出図書　※部数等記入あるも監督員との打合せによる

　　　名　　　　　称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完成書類　　　部数

完成図（原図サイズ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竣工図（製本）　１部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工図（製本）　１部

完成図（原図サイズＡ４折り）　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　１部

完成図（Ａ３版縮小二つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　竣工図（製本）　２部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工図（製本）　２部

保全に関する資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　１部
　　制御システム図
　　システム系統図
　　資機材一覧表
　　機器完成図
　　取扱説明書
　　試験結果報告書
　　工場試験成績書
　　各種計算・検討書
　　予備品・付属品一覧表
　　機器銘板の写し
　　検査済証
　　保証書
　　メンテナンス要領書
　　メンテナンス参考業者一覧表
　　官公庁手続き書類一覧表
　　官公庁手続き書類の写し（表紙のみ）
　　その他監督員の指示するもの
＊各種書類には一覧表を作成し、インデックスも付けること。

工事に関する書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　１部
　　工事カルテ受領書の写し
　　施工計画書
　　施工要領書
　　部分下請負通知書及び下請負契約書の写し
　　施工体制台帳及び施工体系図
　　工事進捗状況報告書
　　各種計画書及び報告書
　　排出ガス対策型建設機械使用報告書
　　工事打合簿
　　段階確認書
　　工事事故報告書
　　安全管理関係書類
　　使用機材届出書
　　工事材料搬入報告書
　　機器明細図
　　機材の品質及び性能証明書
　　各種計算・検討書
　　工場試験成績書
　　試験結果報告書
　　計測機器類の校正証明書、精度保証書、又は検定証の写し
　　再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書
　　産業廃棄物処理集計表
　　現場発生品調書
　　再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書
　　再資源化等完了報告書（特定建設資材廃棄物）
　　工事写真（サムネール及び代表写真）
　　検査立会者名簿
　　その他監督員の指示するもの
＊各種書類には一覧表を作成し、インデックスも付けること。

官公庁手続き書類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル綴　　　１部
　　官公庁手続き書類一覧表
　　官公庁手続き書類（本冊）

電子納品　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部

工事目的物引渡書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
引渡目録

　注　・完成図はＣＡＤにより作成すること。
　　　・保全に関する資料は、国土交通省「施設保全マニュアル作成要領」を参照する。
　　　・改修工事等は既存の完成図を修正すること。
　　　・白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。
　　　・表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、工事名、工期、竣工図（又は施工図）、受
　　　　注者名」を印字（シール不可）すること。
　　　・作成しがたい場合は、監督員との協議による。
　　　・上記表は標準の部数であり、詳細については監督員の指示による。
　　　・その他監督員の指示する書類を作成して提出すること。
　　　・ファイルはチューブファイル以上とする。
　　　・完成書類の著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）は発注者に移譲
　　　　するものとする。

●
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訂正年月日
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●

● ●
●

●
●

●

各室２か所 1

●

●

● 機器仕様による
●●

●

●
●

●

●

　　　●完成図は本設計図に表現する範囲のみでなく既設図を参照し公民館全体を作成する。

【通信･情報設備】

3．構内交換設備
(１)機器　　　　　・交換装置　　・電話機　　・端子盤類　　・アウトレット
　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)交換装置　　　１）種別　・構内交換装置（・デジタルPBX　・IP-PBX　・VoIPサーバ）
　　　　　　　　　　　　　　・ボタン電話装置
　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(３)電話機　　　　・一般電話機　　・多機能電話機　　・ＩＰ電話機

　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５)アウトレット　・ローテンションアウトレット（・固定型　・上下動型（アップ式を含む））
　　　　　　　　　・壁コンセント　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●

●

4．拡声設備　
(１)機器　　　　　・増幅器　・付属機器　・操作装置　・スピーカ　・その他（　　　　　　）
(２)増幅器　　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）

(５)スピーカ　　　・非常放送兼用（仕様は非常放送装置を参照）
　　　　　　　　　・専用　　結線　　・１Ｗ　・３Ｗ　・（　　　　　）Ｗ

5．誘導支援設備
(１)設備　　　　　・音声誘導装置　　・インターホン　・トイレ等呼出装置

(３)インターホン　１）用途　・内部受付用　・外部受付用　・夜間訪問用　・身体障害者用
　　　　　　　　　　　　　　・保守用　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(４)トイレ等　　　１）用途　　・トイレ呼出　　・受付呼出　　・非常通報
　　呼出装置　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）機器　　・親機　・呼出スイッチ　・警報装置　・その他（　　　　　）
　　　　　　　　　３）親機　　・壁掛型　・卓上型　・複合盤組込　・その他（　　　　　　）
　　　　　　　　　４）呼出スイッチ　　・押ボタン式　・引紐式　・その他（　　　　　　　）

●

●

●

●

● ●
●

●

6．テレビ共同
　　受信設備
(１)受信放送　　　・UHF 　・BS　・CS　・FM　・CATV　・その他（　　　　　　　　　　　　）
(２)機器　　　　　・増幅器　・混合器　・分波器　・分岐器　・分配器　・機器収容箱
　　　　　　　　　・アンテナ　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)アンテナ　　　１）放送　　・UHF 　・BS　・CS　・FM　・その他（　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　２）マスト　・地上波用（・壁面取付　・自立　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　・衛星用　（・壁面取付　・自立　・既設利用）
　　　　　　　　　　　　　　　・その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　３）自立用基礎　　・本工事　　・別途工事　　・既設利用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7．自動火災
　　報知設備
(１)機器　　　　　・受信機　・副受信機（表示装置）　・中継器　・発信機　・感知器
　　　　　　　　　・光警報装置　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(２)受信機　　　　１）型式　　　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級　　・Ｒ型
　　　　　　　　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）盤形式　　　・複合盤組込　　　・自立型　　　・壁掛型
　　　　　　　　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(３)副受信機　　　１）盤形式　　　・自立型　　・壁掛型　　・その他（　　　　　　　　　）
　（表示装置）　　２）回線数　　　・（　　　　　）回線　　　　・（　　　　　）アドレス
　　　　　　　　　３）表示装置の仕様詳細は別図による。
(４)中継器　　　　　試験機能　　・自動試験機能　　・遠隔試験機能
(５)発信機　　　　１）型式　　・アドレス付　　・Ｐ型１級　　・Ｐ型２級
　　　　　　　　　２）消火栓ポンプ起動　　特記なき場合は、発信機連動方式とし、発信機表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面に「消火栓起動」等の文字を併記する。
　　　　　　　　　３）設置　　・単独設置　　・機器収容箱に組込
　　　　　　　　　　　　　　　・消火栓ボックス（別途）に組込　・その他（　　　　　　　）
(６)感知器　　　　１）型式　　・アドレス付　　・一般型
　　　　　　　　　２）種類　　・熱感知器　　・空気管式　　・煙感知器　　・炎感知器
　　　　　　　　　３）試験機能　　・自動試験機能　・遠隔試験機能
　　　　　　　　　４）機器仕様　　・一般　・防水　・防爆　・防食　・その他（　　　　　）

●

●
15

●

●

● ●

● ●

機器は別途

機器は別途

●

●

直列ユニット更新
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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附　近　見　取　図

附 近 見 取 図 ・ 配 置 図

三重県度会郡玉城町　下田辺　地内

改修建物を示す

増築建物を示す

A-06

スロープ　1/12

車止め

5000

EV棟（12.04m2）
（S造　2階建）

建築面積　　　　　　　　　　 904.45㎡

１階　　　（461.831+417.239）879.07㎡（改修面積　105.42㎡）

２階　　　（259.825+ 13.075）272.90㎡（改修面積　 37.80㎡）

延面積　　 （721.656+430.314）1151.97㎡（改修面積　143.22㎡）
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２階　　　　　62.62㎡
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盤改造（機械設備）に伴い電源線再接続
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1

CVT14E3.5（FEP30)

CVT14E3.5（メッセン14）
CV60-3C（HI70）
CV100-3C（HI82）
E38　　（VE22）

CV60-3C（HI70）
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E38　　（VE22）1Φ

3Φ

1Φ
3Φ

凡例

既設配管配線

新設架空配線

新設地中配管配線

既設

既設

玉城町中央公民館改修工事  

電気設備配置図 1/300

E-03

ELV用：MCCB3P50/50A増設

2.8+1.0+6.0
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

玉城町中央公民館改修工事  

E-04

盤図

0.787

負荷名称

負荷容量（消費ｋW）

負荷記号 PAC-4

新設空調機

盤　仕　様

名　　称

動力盤

屋外自立型
型　　式

R-P1

MCCB
3P
60/30A

7.01

PAC-5

鋼板製標準色
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新設空調機新設空調機 新設空調機
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新設空調機
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PAC-1 PAC-1 PAC-4 PAC-7 PAC-2 PAC-2 PAC-3 PAC-3

3.91 0.787 1.95 2.58 2.58 1.76 1.763.91

新設空調機 新設空調機 新設空調機 新設空調機 新設空調機 新設空調機 新設空調機 新設空調機
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分岐ブレーカの容量は空調機定格と調整のこと



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

２階平面図（改修後）　S=1:150

２階平面図（改修前）
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1.6+2.5



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

２階平面図（改修後）　S=1:150

２階平面図（改修後）
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A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日
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ＬＥＤベースライト４０型Ａ２１ Ｂ４３ Ｃ４３ Ｄ４ Ｅ７

Ｆ３９

図面名称：

工事名称：

照明器具姿図１

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-09

Ｇ１２ Ｈ６ Ｉ７ Ｊ６

Ｋ１０ Ｌ１２

ＬＥＤダウンライト６０型

ＬＥＤポーチライト４０型 ＬＥＤシーリングライト６０型

ＬＥＤスポットライト１００型

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

マルチコンフォートタイプ、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：亜鉛鋼板
反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

赤外線調光（ウィズリモ）、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．２Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
約５～１００％連続調光型
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：１０３５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ
調光可能範囲（約１％～１００％）、光源遮光角１５度
光源寿命：６００００時間（光束維持率８０％）、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
器具光束：５５０５ｌｍ、消費電力：３９．４Ｗ、電圧：１００～２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

標準タイプ、５０００Ｋ、高演色Ｒａ９３、高演色タイプ　クラス２
器具光束１３５０ｌｍ、消費電力１１．７Ｗ、電圧１００Ｖ
カバー：プラスチック（乳白）
サイドカバー：プラスチック（ホワイトつや消し）
壁面（横向け）取付専用
幅６２０・高８７・出しろ１１０

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束３２９ｌｍ、消費電力６．１Ｗ、電圧１００Ｖ
天井直付型・壁直付型、拡散タイプ、防雨型、ネジ込み方式
カバー：アクリル（透明・内面白塗装）
本体：プラスチック（プラチナメタリック）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束３２９ｌｍ、消費電力７．１Ｗ、電圧１００Ｖ
壁直付型、拡散タイプ、ＮａＰｉＯｎ・明るさセンサ付
防雨型、ネジ込み方式
カバー：アクリル（透明・内面白塗装）
本体：プラスチック（プラチナメタリック）
点灯照度調整機能付

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束４３０ｌｍ、消費電力５．７Ｗ、電圧１００Ｖ
天井直付型、拡散タイプ
プラスチック（オフブラック）（ホワイト）
位相制御式（２線式）

昼白色（５０００Ｋ）、高演色Ｒａ９５
器具光束６０５ｌｍ、消費電力９．７Ｗ、電圧１００Ｖ
美ルック、拡散タイプ、壁面・天井面・据置取付専用
セード：アルミダイカスト（ブラック）
可動範囲上下９０度、回転方向３６０度

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤシーリングライト

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束３５５０ｌｍ、消費電力２７．６Ｗ、電圧１００Ｖ
天井直付型、ソフトターン方式、カチットＦ
竿縁天井取付アダプタ対応
カバー：アクリル（乳白つや消し・模様入り）
リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱

Ｍ２８ ＬＥＤダウンライト　１００形電球１灯器具相当

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束７３５ｌｍ、消費電力８．２Ｗ、電圧１００Ｖ
高気密ＳＢ形、拡散タイプ
枠：木製（白木）
位相制御式（２線式）
埋込穴□１２５

ＬＥＤユニバーサルダウンライト　１００型

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束５９５ｌｍ、消費電力８．２Ｗ、電圧１００Ｖ
高気密ＳＢ形、拡散タイプ
枠：アルミダイカスト（ブラックつや消し）
位相制御式（２線式）
首振範囲３０度、埋込穴φ１００

Ｏ８Ｎ８

ＬＥＤベースライト埋込40型 ＬＥＤベースライト埋込下面開放40型

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角１５度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：６１０ｌｍ、消費電力：４．２Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１００

ＬＲＳ１－０６ ＬＥＤダウンライト１００型

ＬＥＤダウンライト５５０型 ＬＥＤミラーライト ＬＥＤセンサーポーチライト４０型

ＬＥＤベースライト２０型

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ
４０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
器具光束：１００５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：アルミ（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

ＬＥＤダウンライト　１００形Ｐ７

ＬＲＳ１４－０８－４０Ｋ

既設　禁煙　表示灯Ｑ１２

既設FL20W×1を撤去L12を組み込み



図面名称：

工事名称：

照明器具姿図２

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-10

非Ａ４ 非Ａ４.７ 非Ｂ５.７ 非Ｃ６.４ 避ＢＨ

避ＢＬ ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＬ

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＨ形　避難口誘導灯片面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｂ級・ＢＨ形　片面型
壁・天井直付型
一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池
リモコン自己点検機能付

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

φ１００低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

φ１００低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

φ１００中天井用（～８ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

直付中天井用（～６ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６
レンズ：ガラス、カバー：鋼板（ブラックつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｂ級・ＢＬ形　片面型
壁・天井直付型
一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池
リモコン自己点検機能付

ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＨ

避Ｃ ＳＨ１－ＦＳＦ２０－Ｃ

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｃ級　片面型
壁・天井直付型
一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池
リモコン自己点検機能付

非常用照明器具専用型 K1-LRS11-2 K1-LRS11-1

リモコン×1（全体）

高天井型非常用照明器具専用型 非常用照明器具専用型 非常用照明器具専用型



玉城町中央公民館空調機器改修基本設計

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

1/150

E-11

１階平面図（改修前）　S=1:150

照明設備１階平面図（改修前）
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３段スイッチ撤去、カバープレート取付

L1 既設CV2.0-2C（VE22)ケーブル撤去

L1

撤去工事仕様
1. 図示の特記無き器具は全て撤去処分する。

2. 不要配線は撤去とする。撤去困難な場合は絶縁端末処理を行う。
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玉城町中央公民館空調機器改修基本設計

A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

E-12

２階平面図（改修前）　S=1:150

照明設備２階平面図（改修前）
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図面名称：

工事名称：

１階平面図（改修後）　S=1:150

１階平面図（改修後）
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125

物入

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

E-13
電灯設備

F1 HP1.2-10P(31)→HP0.9-10P配線更新

E7 1

G12 1

手洗い便所

S

S

2SL2SLSL
L

L L
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3WP

LL
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AS

L

L

3

L

S

S

凡　　　例

VVF1.6-2C 隠ぺい

VVF1.6-3C 隠ぺい

VVF1.6-2C×2 隠ぺい

VVF1.6-2C+3C 隠ぺい

VVF1.6-3C×2 隠ぺい

M 一種金属線ぴ

VVF2.0-2C 隠ぺい2.0

VVF2.0-3C 隠ぺい2.0

傾きの異なる条数は接地線とする
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図面名称：

工事名称：

２階平面図（改修後）

玉城町中央公民館改修工事  
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図面名称：

工事名称：

２階平面図（改修後）

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%
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A2→A3縮小 71%
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ＬＥＤ式壁掛型デジタル時計

ノングレアスモークアクリル

DC24V 30秒有極信号／シリアル信号

LED白色　文字高120mm

鋼板製 グレー色

AC100V%%p10% 50／60Hz

前面パネル

入力信号

表　示

ケース

入力電源

24
0

620 65

2回線壁掛型水晶式親時計

既設FMアンテナに接続し時刻修正が可能とする

電波修正装置

ABS樹脂及び鋼板製 グレー色ケース

約30時間停電時動作時間

密閉型ニッケル水素蓄電池（DC24V）内装停電時電源

AC100V～240V±10%%% 50/60Hz 27W（最大）入力電源

ただしうるう秒調整は自動

キー及びジョグダイヤルにより設定うるう秒調整

ただしサマータイムの修正は自動

キー及びジョグダイヤルにより設定サマータイム機能

1回線当り最大30個（1個12mA）子時計駆動数

2回線子時計出力回線数

DC24V 無接点30秒有極信号子時計回線出力信号

0℃～+40℃精度保証温度範囲

週差±0.7秒以内精度

4194.304kHz水晶発振周波数

親時計

NO.1 NO.2

Φ310壁掛子時計

ケース

文字板

指　針

文　字

機　体

風　防

DC24V 有極30秒運針

アルミニウム 白色

鋼板 クリーム色

ガラス 透明 t2

アルミニウム 黒色

黒色

40

Φ
3
10

J-3003

12

3

6

9

12

310×420屋内スピーカ付壁掛子時計

文　字

スピーカ

機　体

指　針

ケース

文字板 アルミニウム 白色

黒色

コーン型　3.3kΩ（3Ｗ）　L級

アルミニウム 黒色

DC24V 有極30秒運針

鋼板 クリーム色

420 75

3
1
0

風　防 ガラス　透明　ｔ2 

250×350壁掛型子時計

指　針

機　体

文　字

文字板

50

DC24V 有極30秒運針

黄銅・ホワイトブロンズメッキ

化粧合板練付（ウォールナット）

黄銅・ホワイトブロンズメッキ

350

2
50

電話型同時通話

樹脂

壁取付・卓上両用（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

１２局用

親子式・相互式親機

形    状

材    質

通話方式

局    数

備    考

TD-12H/B

100

2
1
0

73

ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタ-から供給）電源電圧

１００ Ｈｚ～１８ ｋＨｚ

９３ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

 天井埋込型スピーカー　ＡＴＴ付

３ Ｗ（３．３ ｋΩ），１ Ｗ（１０ ｋΩ）

防塵カバー一体型、音量調節５段切換

１２ ｃｍコーン型

Ｌ級

枠：樹脂　オフホワイト

ネット：アルミエキスパンド　オフホワイト

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

スピーカー

仕上

その他

8
0

215

8

φ
1
80

枠：樹脂　オフホワイト

１００ Ｈｚ～１８ ｋＨｚ

９３ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

天井埋込型スピーカー

３ Ｗ（３．３ ｋΩ），１ Ｗ（１０ ｋΩ）

CM-1830A+CP-183A

防塵カバー一体型

１２ ｃｍコーン型

Ｌ級

ネット：アルミエキスパンド　オフホワイト

定格入力

出力音圧レベル

周波数特性

スピーカー

仕上

その他

8
0

φ
1
8
0

215

8

壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

備　　考

形　　状

材　　質 自己消火性樹脂

引きひも式、押ボタン式両用

呼出

NBR-7HWA

70

1
2
0

11

AC100V　50/60Hz (内部電源DC12V)

壁取付形

SPCC t1.2

1窓

呼出音と表示窓点灯

形    状

材    質

電源電圧

窓    数

表示方式

CBN-1C

380

8

60

2
5
0

壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

表示灯カバー：ポリカーボネート

プレート：自己消火性樹脂

LED方式（赤色)

材　　質

備　　考

CBR-4B

備　　考

70

1
2
0

21.5

壁埋込型（JIS1個用スイッチボックス）

樹脂

形　　状

材　　質

NBR-2A-C

70

1
2
0

13

非防水形備　　考

図面名称：

工事名称：

弱電機器姿図

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-19

インターホン　親機

1窓用呼出表示器 呼出ボタン（引きひも付） 廊下灯 復旧ボタン

A B C



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

１階平面図（改修後）　S=1:150

１階平面図（改修・改修後）
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AMP

弱電設備

ｔ

ｔ

物入

ｔ
Ｎ

Ｎ

M

M

Ｎ

Ｎ
★

★

★
★

Ａ

★

Ｉ

ELV

FCPEV0.9-2P（PF16）
FCPEV0.9-3P（PF16）

：電話
：ｲﾝﾀｰﾎﾝ

C

改修仕様
1. 不要配線は撤去とする。撤去困難な場合は絶縁端末処理を行う。

M 一種金属線ぴ

呼出

AE1.2-3Ｃ 呼出

（既設配管に入線）

既設配管配線

★C

☆

★

凡例 凡例

器具更新

旧器具撤去　配線端末処理

旧器具撤去後カバープレート取付

ｔ

ｔ手洗 ☆

☆

☆

☆

2..特記無きインターホン・放送・テレビ・時計設備の配管配線は

CN

AE1.2-2C

HP1.2-3C 放送

☆

☆

☆

☆☆☆

★

☆

☆☆ B

B

★C
★C

☆

多目的ホール内の特記無き器具は既設通り
☆

☆

既設を流用する。

構内情報通信網設備は別途工事とする

電話機器工事は別途工事とする

7.9
+1.

6+1
.3

23
.5

7.1

☆

☆

☆

8.7

2.2+1.3

☆

0.7+0.7

☆

AMP 既設防災アンプ

15+1.1

1.5+1.6

2+1.6

+0.7

AE0.9-10P インターホン

☆

5.8+2.3

5.9+2.6



A2→A3縮小 71%

図面名称：

工事名称：

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

２階平面図（改修後）　S=1:150

２階平面図（改修・改修後）
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FCPEV0.9-2P（PF16）
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HP1.2-3C（E19)
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ｔ ｔ

ｔ
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弱電設備
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☆

☆

☆

☆

☆

☆
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多目的ホール内の特記無き器具は既設通り
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M
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図面名称：

工事名称：

凡例・系統図

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-22
自動火災報知設備

Ｂ

Ｐ

7
DS

1F

２Ｆ

既設HP1.2-10P(31)

系　統　図

6
ﾎｰﾙ

5
1F

6
ﾎｰﾙ

Ｂ

Ｐ

Ｂ

Ｐ

2
2F

1
1F

3
PS

4
ELV

8
ﾎｰﾙ

9
南

10
北

11
天井

多目的ホール 多目的ホール 体育館（別棟）

既設通り

Ｓ

火災受信機

定温式スポット形感知器

光電式煙感知器

差動式スポット形感知器

NO

P型1級15回線　今回更新

Ｐ

Ｂ

発信機 P型1級

表示灯

ベル 150Φ

2種露出型

1種防水型

露出2種非蓄積型

警戒区域番号
NO 警戒区域番号 天井裏

光電式煙感知器 点検口付　露出2種非蓄積型Ｓ

記号 名称・適用

既設

既設

既設

既設HP1.2-10P(31)
既設HP1.2-10P(31)

警戒区域番号及び名称は監督員と協議の上整理する



図面名称：

工事名称：

１階平面図（改修後）　S=1:150

１階平面図（改修・改修後）
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物入

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150
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自動火災報知設備
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HP1.2-10P(31)既設配線撤去

F1

F1 HP1.2-10P(31)→HP0.9-10P配線更新

HP1.2-10P(31)→HP0.9-10P配線更新
1.2×4（19）既設
1.2×2（19）既設→1.2×6入線替

1
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AE1.2-4C（E19）

5
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M 一種金属線ぴ

隠ぺい

（既設配管に入線）

既設配管配線
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図面名称：

工事名称：

２階平面図（改修・改修後）

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

E-24

２階平面図（改修後）　S=1:150
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１ 調光装置特記仕様

調光盤（更新）

　　５．電源電圧は定格電圧の９０％～１１０％、周囲温度は０℃～４０℃で安定動作するもの

　　３．本仕様に沿った照明操作が行える制御部を備えるものとする。

　　１．入力電源を受電し、各直回路ブレーカ等に分岐給電する盤で、入力主幹ブレーカを備え

　　２．盤は壁付型とし、本体・扉共にｔ１．６以上の鋼板を使用するものとする。

　　　　とする。

　　　　たものとする。

　　　　極切りとする。

　　６．各直回路ユニットの回路ブレーカは、電気用品安全法－特定電気用品配線用遮断器の２

　　４．ＤＭＸ信号分配器より 大８分配のＤＭＸ５１２信号を各所へ出力できるものとする。

１

調光操作部（更新）

　　　　・ 大制御チャンネル数　　　調光　　　　：２４チャンネル

　　　　・記憶シ－ン数　　　　　　　５０シ－ン

　【構　　成】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（但し結露しないこと）

　【仕　　様】

　　　　・入力電圧　　　　　　　　　ＡＣ１００Ｖ±１０％　５０／６０Ｈｚ

　　　　・使用環境　　　　　　　　　周囲温度：０℃～４０℃　相対湿度４５％～８５％

　【手動調光機能】

　　　　・制御信号　　　　　　　　　ＤＭＸ５１２信号（ＵＳＩＴＴ１９９０）

　　１．レベルフェーダにより明かりの設定が行えるものとする。また、調光出力はレベルフェ

　　　　ーダ上部の表示ＬＥＤで確認できるものとする。

　　２．各レベルフェーダは、シ－ン／フリ－の切替選択を可能とし、スイッチがシ－ン時は、

　　　　レベルフェーダのレベルをシーンに記憶したり、シーン再生レベルの修正が行え、フリ

　　　　ー時は、フリーマスタフェーダの配下で、シーン再生とは関係なく明かりの調整が行え

　　　　るものとする。

　　　　成とする。 　　６．記憶済・未記憶の確認は、ＬＥＤにより確認できるものとする。

　　５．シーンのページ変更を行っても、再生されている明かりに影響がないものとする。

　【記憶調光再生機能】

　　１．レベルフェーダでセットした明かりを５０シーン（１０シーン×５ページ）記憶できる

　　　　ものとする。

　　２．シ－ンの記憶・再生・消去の操作は、シ－ン編集釦により行えるものとし、各シーンの

　　３．シーン再生のクロスフェード時間は、フェードタイム調整ボリュームにより、０～１０

　　　　０秒まで任意に設定できるものとする。

　　　　記憶などはシ－ンペ－ジ釦及びシ－ン釦で行えるものとする。

　　　　ータや機能を損なう事がないものとし、また、電源投入において数秒以内に所定の調光

　　１．不用意な電源遮断などにおいて無停電電源装置などの設備を有しなくても、操作卓のデ

　【その他】

　　　　操作が行える機能を備えているものとする。

　　４．シーン全体の明るさ調整は、シ－ンマスタボリュームで行えるものとする。

　【ＬＥＤカラー演出機能】

　　１．４個の器具選択釦を設け、カラーＬＥＤ（ＲＧＢ）照明の調整ができるものとする。

　　２．この器具選択釦の回路は、レベルフェ－ダチャンネルとは別のチャンネル操作とする。

　　３．色の設定は、予め設けられた６色のカラ－選択釦により簡単に設定が行え、更にその色

　　　　の変更操作はボリューム操作で色合いや彩度の調整が行えるものとする。

　　４．その他、全体を調整するマスターボリュームや点灯（白色）、消灯操作も行えるものと

　　　　する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＥＤカラ－：１２チャンネル（３ｃｈ×４系統）

　　１．操作部はレベルフェ－ダ操作部、シ－ン再生操作部、ＬＥＤカラ－操作部等の機能別構

　　３．レベルフェーダやＬＥＤカラー操作部には負荷名・シ－ン釦にはシ－ン名が記入できる

　　　　仕込み記入板を設けるものとする。

　　２．操作面には、電源スイッチ×１ヶ、フリーマスタフェーダ×１本、レベルフェーダ×２

　　　　４本×１段、シーン選択スイッチ×１０ケ、ページ選択スイッチ×５ケ、ＬＥＤカラー

　　　　操作部（４系統）×１式等を設けるものとする。

　　　　・シーン再生方式　　　　　　シーンボタン再生

２

　　　本工事は、玉城中央公民館備の調光設備の更新を行うものとする。

　＜１＞工事場所

　　　三重県度会郡玉城町下田部８００

　＜２＞工事概要

　　　本工事の施工範囲は、下記仕様書によるものとし、機器搬入及び取付調整とする。

　　　判断されるものについては、監督員との協議の上実施するものとする。

　　　尚、本仕様書、図面、内訳書等に記載されていない事項でも施工にあたって必要と

　＜３＞施工範囲

　　　この特記事項以外は、下記に準拠するものとする。但し、本工事に関係しない事項は

　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」

　　　　（ 新版）

　　　・工事請負契約書

　＜４＞適用基準

　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」

　　　　（ 新版）

　　　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」

　　　　（ 新版）

　　　・その他関係法規並びに諸工事基準

　＜５＞その他

　　　本図面の仕様に於いて、製造者による軽微な差異は、監督員の承諾を受け、変更する

　　　ことが出来るものとする。

　　　施工にあたっては会館及び会館内設備に損傷を与えた場合は、監督員の指示により

　　　復旧するものとする。

　　　適用しないものとする。

　　　

　　　更新後は、調光盤、調光操作部のト－タルシステム保証が出来る様考慮するものとする。

　　（１）調光盤更新

　　（２）調光操作部更新

　　（３）照明器具更新

２ 調光装置仕様書
舞台袖操作部（新設）３

　【シーン再生機能】

　　１．調光操作部で設定したシーンを再生することができるものとする。

作業灯スイッチ（新設）４

　　　　強制的に直点灯させることができるものとする。

　　１．調光操作部及び舞台袖操作部の電源がＯＦＦ時のみ、一部の回路を作業灯として切換え、

入力主幹　ＭＣＣＢ　３Ｐ　１００ＡＦ／１００ＡＴ　

１ 調光盤

記　号
数　量

名　　　　　　称
仕　　　　　　様

既　設　仕　様 改　修　仕　様

数　量仕　　　　　　様
工事内容

更新撤去 既設 新設
備　　　　考

１

入力電源　１φ３Ｗ　ＡＣ２１０Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

直回路　　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ　 ×　１０台

１式

備　　　　考

主調光操作部２

入力主幹　ＭＣＣＢ　３Ｐ　２２５ＡＦ／２２５ＡＴ　

入力電源　１φ３Ｗ　ＡＣ２１０Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

調光回路　ＡＣ１００Ｖ　ＩＬ２０Ａ（ＭＣＣＢ１Ｐ５０ＡＦ／２０ＡＴ） ×　１２台

直回路　　ＭＣＣＢ２Ｐ５０ＡＦ／２０ＡＴ（リモコンリレー付） ×　　８台

１面壁埋込型

操作押釦 ×　　１ケ

操作主幹スイッチ ×　　１ケ

自動調光スイッチ（明／止／暗） ×　　１組

シングルフェーダ ×　１２本 OFF・ＦＵＬＬ・シングル・マスタ切替スイッチ付

リモコンスイッチ（水銀灯用） ×　　２ケ

フリーマスタフェーダ

レベルフェーダ ×　２４本

　　 大記憶シーン数：１０シーン×５ページ＝５０シーン

×　　１本

記憶再生操作部 ×　　１式

ＬＥＤカラー操作部（４系統） ×　　１式

１台壁付型

制御ＣＰＵ ×　　１台

壁付型壁据付型 １式

３ 調光装置仕様明細書

演出用、内１台予備

内３台ＯＦＦ

内５台ＯＦＦ

盤面操作部　　操作主幹スイッチ

　　　　　　　操作切替スイッチ（本体／リモコン）

　　　　　　　自動調光スイッチ（明／止）

　　　　　　　マスタフェーダ

　　　　　　　シングルフェーダ

×　　１ケ

×　　１ケ

×　　１組

×　　１本

×　１２本 ＡＵＴＯ・ＦＵＬＬ・シングル・マスタ切替スイッチ付

直回路　　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ　 ×　　６台

客席用、内１台予備

ＤＭＸ信号分配器（８分配） ×　　１台

入力主幹　ＭＣＣＢ　３Ｐ　１００ＡＦ／１００ＡＴ　

調光回路　ＡＣ１００Ｖ　ＩＬ２０Ａ（ＭＣＣＢ１Ｐ５０ＡＦ／２０ＡＴ） ×　　９台 Ｆ／ＬＨ／ＵＨ各３回路用

盤面操作部　　操作押釦

　　　　　　　マスタフェーダ

　　　　　　　シングルフェーダ

×　　１ケ

×　　１本

×　　９本 マスタ・フリー・シングル・マスタ切替スイッチ付

マスタフェーダ ×　　１本

未使用

舞台袖操作部３

作業灯スイッチ４

シーンボタン

ページボタン ×　　4ケ

×　１０ケ

１台壁付型

ＯＮ／ＯＦＦスイッチ ×　　１組

１台新金属プレート露出型

外部連動インターフェース ×　　１台

端子台付（既設幹線接続用）

舞台袖シーン用

図面名称：

工事名称：玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-25

特記仕様書・仕様書・仕様明細書
ホール照明設備



　　　

４ 照明器具明細表

Ｂ ボーダーライト ＩＬ１００Ｖ　９灯用 ５台 ＬＥＤラインボーダーライト　約５～１００％調光 ７台 ハイパワータイプ

ＢＩＦ 同上用信号変換制御ボックス ＤＭＸ／ＰＷＭ信号変換器 １台

ボーダーケーブル ５．５ｓｑ－７Ｃ×１０ｍ（たぐり用） ５．５ｓｑ－３Ｃ＋ＤＭＸ×１２ｍ（複合ケーブル） １本

ＪＢ ジョイントボックス 電源用 １台 ５．５ｓｑ－３Ｃ＋ＤＭＸ（丸型） １台

ＵＨ アッパーホリゾントライト ＩＬ１００Ｖ　９灯用 ５台 ＬＥＤ１１４Ｗ　カラーアッパーホリゾントライト（ＲＧＢＷ） ６台

延長ケーブル ＤＭＸ５１２信号ケーブル×２ｍ ６本

ＵＣＢ 同上用コンセントボックス
接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２ケ

１台
ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

ボーダーケーブル ５．５ｓｑ－３Ｃ＋ＤＭＸ×１２ｍ（複合ケーブル） １本

ＪＢ ジョイントボックス 電源用 １台 ５．５ｓｑ－３Ｃ＋ＤＭＸ（丸型） １台

ＣＬ シーリングスポットライト １０００Ｗハロゲン平凸スポットライト ５台 ＬＥＤフィックスライト（ＤＭＸタイプ） ９台 バンドア・ハンガー・落下防止ワイヤー付

ＣＷＣ 同上用コンセント Ｔ型２０Ａコンセント×１ケ ５台 新金属プレート

延長ケーブル 電源用ケーブル×２ｍ ９本

　　〃 ＤＭＸ信号ケーブル×３ｍ ９本

ＣＣＢ１ コンセントボックス１
接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×６ケ

１台
ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

ＣＣＢ２ コンセントボックス２ 接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×６ケ １台 パラ取り

ボーダーケーブル 電源用　５．５ｓｑ－３Ｃ　×５ｍ ＣＢ１－ＣＢ２間

ＬＨ ロアーホリゾントライト ＩＬ１００Ｖ　９灯用 ４台 ＬＥＤ１１４Ｗ　カラーロアーホリゾントライト（ＲＧＢＷ） ６台

延長ケーブル 電源用ケーブル×２ｍ ＬＨＦＣへ

　　〃 ＤＭＸ信号ケーブル×２ｍ ５本

　　〃 ＤＭＸ信号ケーブル×５ｍ

ＬＦＣ 同上用フロアコンセント Ｔ型２０Ａコンセント×３ケ口 １台 接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ケ（１回路） １台 プレート更新

Ｆ フットライト ＩＬ１００Ｖ　１２灯用 ４台 フルカラーＬＥＤ（ＲＧＢＬ）カラーソースリニア：４セル ４台 ＥＴＣ製（１回路８セル※２０Ａ純直）

延長ケーブル ２．０ｓｑ×３Ｃ×２ｍ　（平行１５Ａ－平行１５Ａ） １本

　　〃 ２．０ｓｑ×３Ｃ×５ｍ　（平行１５Ａ－平行１５Ａ）

　　〃 ＤＭＸ信号ケーブル×１ｍ ３本

　　〃 ＤＭＸ信号ケーブル×３ｍ 袖Ｃへ

ＦＦＣ 同上用フロアコンセント Ｔ型２０Ａコンセント×３ケ口 １台 接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×４ケ（２回路） １台 プレート更新

袖Ｃ 舞台袖コネクタ ＤＭＸ信号出力コネクタ×２系統 下手前方（Ｆ／ＬＨ用）、蓋付露出型

ＦＲＳ フロントサイドスポットライト １０００Ｗハロゲンスポットライト ２台 スタンド・カラーホイル付 ＬＥＤ１５９Ｗピンスポットライト ２台 スタンド・カラーホイル付

ＦＷＣ 同上用コンセント Ｔ型２０Ａコンセント×１ケ ２台 新金属プレート 接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２ケ（１回路） ２台

舞ＤＬ 舞台前ダウンライト ＩＬ２００Ｗ ６台 ＬＥＤ３５０形　３０００Ｋ　調光範囲０～１００％ ６台

客ＤＬ１ 客席用ダウンライト１ ＬＥＤ７５０形　３０００Ｋ　調光範囲０～１００％ １２台

客ＤＬ２ 客席用ダウンライト２ ＬＥＤ７５０形　４０００Ｋ　調光範囲０～１００％ １２台

ＩＦ 信号変換インターフェース ＤＭＸ／ＰＷＭ信号変換器（８出力） １台

予備回路 予備回路

リモコンスイッチ回路

総　　　合　　　計

記　号
回路数数　量

名　　　称 負荷容量

ＶＡ

備　　考 仕　　　様

改修前 改修後

仕　　　様

既設更新 撤去新設

工事区分調光器

ＩＬ２０Ａ

舞台

ＩＬ２０Ａ

客席

回路数数　量
負荷容量

ＶＡ

備　　考２０Ａ

１００Ｖ

出力

ＯＵＴ

ＤＭＸ

舞台

直回路

２０ＡＴ

客席

直回路

１本

１本

１本

１本

１本

６０００ ３ ３

６０００ ３ ３

６０００ ３ ３

６０００ ３ ３

６０００ ３ ３

２

２

２

２

２

１ １

３ ３

１

２２３００００ １９ ２ ８

３９２ １ １

２０ＡＴ

１

（６８４） １ １

６８４

（４２３） １ １

４２３

（４２３） （１） （１）

（２）

（６８４）

１５００ １ １

（１６９６）

３０００ ２ ２

２

３０００ ２ ２

（３１８）

１ １

２

２

２

２

１ １ １２５

２ １ １

総　　　合　　　計 １６１０６９２ １０ ６ ６

ＪＢ～ＢＩＦ間

ＪＢ～ＵＣＢ間５．５ｓｑ－７Ｃ×１０ｍ（たぐり用）

１台

１

１

ＩＬ系 １２台

水銀灯 １２台 ＯＮ／ＯＦＦ操作

客席照明用

新金属プレート更新

ＮＮＱ３５４３５ＬＤ９

ＮＮＱ３５４７５ＬＤ９

ＮＮＱ３５４７９ＬＤ９

１８０

７４４

７４４

（※）

（※）

（※）

（※）

（※）：取付開口建築工事

図面名称：

工事名称：玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-26

調光装置　照明器具明細表
ホール照明設備

【別途工事】

【別途工事】

【別途工事】

【撤去は建築電気設備工事】 【取付は建築電気設備工事】



　　　

調光盤（更新）

２１０Ｖ／１０５Ｖ　６０Ｈｚ

入力電源　ＡＣ　１φ３Ｗ

調光操作部（更新）

ＤＭＸ２０３－２Ｐ（新設）
ＥＭーＩＥ２ｓｑ×３（新設）

フリーマスタフェーダ

レベルフェーダ ×　２４本

　　最大記憶シーン数：１０シーン×５ページ＝５０シーン

×　　１本

記憶再生操作部 ×　　１式

ＬＥＤカラー操作部（４系統） ×　　１式 シーリングスポットライトＣＬＤ 直１５Ａ：１回路
ＤＭＸＯＵＴ：１系統

Ｄ

ＤＭＸ／ＰＷＭ信号変換器Ｄ／Ｐ 直１５Ａ：１回路
ＤＭＸＯＵＴ：１系統

Ｄ

６ 調光装置システム系統図

■ 配線凡例【新設配線】

ＤＭＸ２０３－２Ｐ×１本（新設）
Ｄ

調光装置　外観図・システム系統図

入力主幹　ＭＣＣＢ　３Ｐ　１００ＡＦ／１００ＡＴ　

直回路　　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ　 ×　１０台

制御ＣＰＵ ×　　１台

主幹端子台　２２５ＡＦ→１００ＡＦ ×　　１台

直回路　　ＭＣＣＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／２０ＡＴ　 ×　　６台

外部連動インターフェース ×　　１台

ＤＭＸ信号分配器（８分配） ×　　１台

舞台袖操作部（新設）

作業灯スイッチ（新設）

ＯＮ／ＯＦＦスイッチ ×　　１組

シーンボタン

ページボタン ×　　4ケ

×　１０ケ

ＥＭーＦＣＰＥＥ－０．９－１０Ｐ×２（新設）

ＥＭーＦＣＰＥＥ－０．９－３Ｐ（新設）

アッパーホリゾントライトＵＨＤ 直１５Ａ：１回路
ＤＭＸＯＵＴ：１系統

ボーダーライトＢ 直１５Ａ：１回路
ＤＭＸＯＵＴ：１系統

ロアーホリゾントライトＬＨ 直１５Ａ：１回路

フットライトF 直１５Ａ：２回路

舞台袖コネクタ袖Ｃ

フロントサイドスポットライト（上手）ＦＷＣ上 直１５Ａ：１回路

ＤＭＸＯＵＴ：２系統

フロントサイドスポットライト（下手）ＦＷＣ下 直１５Ａ：１回路

Ｄ×２

700

1
4
0
0

作業灯スイッチ（新設）４

５ 調光装置外観図
調光盤１

120600

3
9
2

調光操作部（更新）２

208 60

1
2
0

舞台袖操作部（新設）３

ＥＭーＦＣＰＥＥ－０．９－３Ｐ（新設）

250

舞台前ダウンライト舞台前
客席ダウンライト１客ＤＬ１

ＰＷＭ×８

直１５Ａ：５回路
既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設

既設配線
既設

客席ダウンライト２客ＤＬ２

70

1
2
0

１個用スイッチボックス

図面名称：

工事名称：玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-27
ホール照明設備



図面名称：

工事名称：玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-28

照明器具姿図１
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216285112
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422

384

187456

50°

Ｂ ボーダーライト ボーダー用信号変換ボックス ジョイントボックス

シーリングスポットライトアッパー用コンセントボックスアッパーホリゾンライト

Ｂ１Ｆ JＢ

ＵＨ ＵＣＢ ＣＬ

ＬＥＤラインボーダーライト ＤＭＸ／ＰＷＭ信号変換器 ５.５ｓｑ－３Ｃ＋ＤＭＸ用（丸型）

ＬＥＤ１１４Ｗカラーアッパーホリゾンライト（ＲＧＢＷ） 接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２ケ ＬＤＥフィックスライト（ＤＭＸタイプ）
ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統

ハイパワータイプ

信号ケーブル付 バンドア・ハンガー・落下防止ワイヤー付

ホール照明設備



露出型
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図面名称：

工事名称：玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-29

照明器具姿図２

ＣＣＢ１ シーリング用コンセントボックス１ ロアーホリゾントライト

フロントサイドスポットライト舞台袖コネクタフットライト

ＬＨ

Ｆ 袖Ｃ ＦＲＳ

ＬＥＤ１１４Ｗカラーロアーホリゾンライト（ＲＧＢＷ）

フルカラーＬＥＤ（ＲＧＢＬ）カラーソースリニア：４セル ＬＤＥ１５９Ｗピンスポットライト

スタンド・カラーホイル付

ＤＭＸ信号出力コネクタ×１系統
接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×６ケ

ＣＣＢ２ シーリング用コンセントボックス２

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×６ケ

ＤＭＸ信号出力コネクタ×２系統

ホール照明設備

【別途工事】

【別途工事】【別途工事】



図面名称：

工事名称：玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

NONE

E-30

照明器具姿図３

ＦＷＣ フロントサイド用コンセント 舞台前ダウンライト 客席用ダウンライト１

信号変換インターフェース

舞ＤＬ 客ＤＬ１

１Ｆ

開口径：φ１５０ｍｍ

ＤＭＸ／ＰＷＭ信号変換器（８出力）

新金属プレート更新
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φ220
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3
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1

220

1
7
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2
1
9

1
3
1

φ220

接地２Ｐ１５Ａ抜止コンセント×２ケ
ＬＥＤ３５０形　３０００Ｋ　調光範囲０～１００％

開口径：φ２００ｍｍ
ＬＥＤ７５０形　３０００Ｋ　調光範囲０～１００％

開口径：φ２００ｍｍ
ＬＥＤ７５０形　４０００Ｋ　調光範囲０～１００％

客席用ダウンライト２客ＤＬ２

ホール照明設備



Ｎ

Ｓ

ＥＷ

玄関

押入

押入

押入 多目的ホール

便所

手洗 控室

ステージ

風除

１２３４５６７

Ｅ

Ｃ

Ｇ

Ｂ

Ａ

物入

メインロビー

ラウンジ

倉庫

ス
ロー

プ
　

下駄箱

5
,
5
0
0

5
,
0
0
0

5
,
5
0
0

1
,
7
0
0

1
6
,
0
0
0

5,0005,0005,0005,0005,0008,000

Ｆ
Ｆ
Ｃ

Ｌ
Ｆ
Ｃ

LHF

Ｓ

作業灯スイッチ（新設）

Ｒ

袖
Ｃ

ＬＥＤ調光盤（更新） 

ＤＭＸ２０３－２Ｐ×７（Ｅ５１）
ＦＣＰＥＥ－０．９ｓｑ－１０Ｐ×２
ＦＣＰＥＥ－０．９ｓｑ－３Ｐ×２ （Ｅ３１）ＦＣＰＥＥ－０．９ｓｑ－１０Ｐ×２（Ｅ３１）

舞台袖操作部（新設）

ＥＭ－ＫＰＥＥ－ＳＢ０．５ｓｑ－２Ｐ×２（Ｅ３１）

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ－０．９ｓｑ－３Ｐ（Ｅ１９）

記号 名　　称

■凡例

Ｆ

ＬＨ ロアーホリゾントライト

フットライト

フロアコンセント（ＬＨ用）ＬＦＣ

フロアコンセント（Ｆ用）ＦＦＣ

舞台袖コネクタ袖Ｃ

ＩＥ２ｓｑ×３（Ｅ１９）

図面名称：

工事名称：

１階平面図

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

E-31
ホール照明設備

+1.0

+5

+5

+5

+5

+4.5

+4.5



操作室

吹抜

ベランダ

ぶどう棚

庇

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

Ｅ

Ｃ

Ｇ

Ｂ

Ａ

5
,
5
0
0

5
,
0
0
0

5
,
5
0
0

1
,
7
0
0

1
6
,
0
0
0

5,0005,0005,0005,0005,0008,000

１２３４５６７

CL 舞DL B UH

FRS

FRS

Ｂ
Ｉ
Ｆ

Ｕ
Ｃ

Ｂ

ＥＭ－ＦＣＰＥＥ－０．９ｓｑ－３Ｐ（Ｅ１９）

主調光操作部（更新） 

ｂ

Ｉ／Ｆ

Ｃ
Ｂ
１

Ｃ
Ｂ
２

Ｄ

ＤＭＸ２０３－２Ｐ×７（Ｅ５１）
ＦＣＰＥＶ－０．９ｓｑ－１０Ｐ×２
ＦＣＰＥＶ－０．９ｓｑ－３Ｐ×２

Ｄ

ａ
Ｄ Ｄ

Ｄ２

（Ｅ３１）ＦＣＰＥＶ－０．９ｓｑ－１０Ｐ×２（Ｅ３１）

ＦＷＣ

ＦＷＣ

記号 名　　称

■凡例

Ｂ ボーダーライト
ＵＨ アッパーホリゾントライト

ＣＬ シーリングスポットライト

ＦＲＳ フロントサイドスポットライト

信号変換インターフェースＩ／Ｆ

ボーダー用信号変換ボックス

アッパー用コンセントボックス

ＢＩＦ

ＵＣＢ

フロントサイド用コンセントＦＷＣ

コンセントボックス１ＣＢ１

コンセントボックス２ＣＢ２

舞ＤＬ 舞台前ダウンライト

客席ダウンライト１

客席ダウンライト２

ジョイントボックス

プルボックス

記号 配線仕様

■配線凡例

ＦＣＰＥＶー０．９ー３Ｐ（Ｅ１９）

ＦＣＰＥＶー０．９ー１０Ｐ×２（Ｅ３１）

Ｄ

Ｄ２ ＤＭＸ２０３－２Ｐ×２（Ｅ３１）

ａ

ｂ

ＣＰＥＶー０．９ー１Ｐ

　１．配線は全てＬＥＤ調光盤へ至るものとする。
■特記事項

　４．フロアコンセント等の金属製外箱にはＤ種接地工事を施すものとする。

　２．配線の立上げ、引下げ、隠蔽配線箇所は配管にて保護するものとする。
　３．露出にて施工部分の配管、プルボックス等は指定色塗装とする。

　６．特記なき配線は、配線凡例によるものとする。

　５．負荷線と信号線は離して配線するものとし、音響設備との調整を十分
　　　に行うものとする。

Ｐ．Ｂへ

Ｐ．Ｂへ

Ｐ．Ｂへ Ｐ．Ｂへ

Ｐ．Ｂへ

ｃ

ＩＶ２ｓｑ×３（Ｅ１９）

ＤＭＸ２０３－２Ｐ

ＦＣＰＥＶー０．９ー３Ｐ
（Ｅ２５）

ｃ

ＩＶ２ｓｑ×３（Ｅ１９）

図面名称：

工事名称：

２階平面図

玉城町中央公民館改修工事  

A2→A3縮小 71%

SCALE　

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

E-32
ホール照明設備

ＤＭＸ２０３－２Ｐ×２（Ｅ３１）

ＤＭＸ２０３－２Ｐ（２５）
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機械設備工事特記仕様書
1 工事名称

2 工事場所

3 建築概要

度会郡玉城町下田部　地内

　　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

　　し対応を協議するものとする。

　　いても調書を作成し、監督員へ提出すること。

　　源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令による
　　ほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切処理し、監督員に報告すること。

1) 施工可能日
2) 指定あり

監督員に提出すること。
・フロン回収行程管理票
・特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）
撤去する前にフロンを屋外機ユニットに集める作業（ポンプダウン）を行うこと。
パッケージ形空調機の移設等により、冷媒の回収が必要となる場合においても、上記に準じて冷媒の大
気中への飛散を防止する措置を講じること。

実施回数　　　（　　　　　　　　　　）回
実施する段階　（　　　　　　　　　　）

・中央公民館 RC造 2階建一部鉄骨造 延べ面積 1151.97㎡

8 総合調整

□ 適用する 適用しない

適用する 適用しない

□ 適用する 適用しない

□ 適用する 適用しない

□ 適用する 適用しない

□ 適用する 適用しない

□ 適用する 適用しない
のうち　一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、

□ 適用する □ 適用しない
9 工事細目

部分的に配管種類を変更する場合は、図面内に明記すること。
給水管

□

※ 継ぎ手はコア内蔵型とする。
※

□

□
□
□
□
□
□
※

上げた所までとする。
雑排水管

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

□
※

□

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。
□ 通気管 □

※ 継ぎ手はドレネジ継ぎ手又は、ＭＤ継ぎ手を使用

□
□

※
□

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。
□ 汚水管 □

※
□
□

※
□

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。
□ 鉛管 □
□ 給湯管 □

□
□

□ ガス管 □
□ 土間：　塩化ビニル被覆鋼管（黒）
□
※

上げた所までとする。
（注）都市ガスの場合、ガス管欄を供給業者の仕様に適応修正のこと。

□

□ □

□

□

□

□

□

□ □

□

□ □

玉城町中央公民館改修工事

指定なし□ □ （協議による）

合の措置について

　　を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警
　　察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　　注者に報告すること。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

　　は、発注者と協議を行うこと。

　　・現場施工に着手するまでの期間
　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入、又は
　仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専
　任を要しない。
　　なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

　　・検査終了後の期間
　　工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続後
　片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要
　しない。
　　なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

し、その加入証券等を提示しなければならない。

・指定部分（　　　　　　　　　　　　　　）　・時期（　　令和　　年　　月　　日　　　）

　埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

　　の規定に違反する燃料をいう。）を使用してはならない。

　　また、受注者は下請負者等に同調査を協力するよう管理及び監督しなければならない。

　　また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理
　　及び監督しなければならない。

　・適用除外でないにも関わらず、社会保険等に未加入である建設業者を下請負人としてはならない。

　・受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請業者が社会保
　　険等に加入しているかどうかを確認すること。また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は
　　提示を求めた場合、速やかに対応すること。

　本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。
　なお、その次数を超える下請契約を締結する場合は、下請契約締結前に書面により発注者の承諾を得ること。
　本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人を含む）を三重
県内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するように努め
ること。また、工事場所を所管する建設事務所管内又は隣接する建設事務所管内に本店（建設業法にお
いて規定する主たる営業所を含む）を有する者を優先して選定するよう努めること。
　なお、県外企業を下請契約の相手方に選定する場合は、下請契約締結前に書面により発注者に報告を行うこと。

施工可能時間帯

　建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、契約書に基づく関連工事及び設計図書に明示された

他の発注者の発注に係る工事を含めた各工事が支障のない状態まで完了していること。

構内既存の施設
1) トイレ
2) 工事用水
3) 工事用電力
※ 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料金は本工事に含まれる。

　請負金額１００万円以上の工事について、再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、受注者
は工事着手前に「再生資源利用計画書（実施書）」（建設資材を搬入する場合）及び「再生資源利用促
進計画書（実施書）」（建設副産物を搬出する場合）を施工計画書に綴じ込んで監督員に提出すること。
　また、工事完了後には「再生資源利用計画書（実施書）」（建設資材を搬入した場合）及び「再生資
源利用促進計画書（実施書）」（建設副産物を搬出した場合）を作成し、監督員に提出すること。
　なお、計画書（実施書）の提出とともにＪＡＣＩＣが運営する「建設副産物情報交換システム」への
データ入力も併せて行うこと。

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年
度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して
当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。
　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数
量の集計）を超えて請求することはできない。

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員へ通報するとともに、所定の様式により事故
発生報告書を監督員が指示する期日までに監督員へ提出すること。
　なお、事故発生後の措置について、監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、
検証等に協力すること。

　本工事施工に伴う、既存設備の軽微な加工・改造は、本工事とする。
また、工事施工に際し、既存部分を汚損・破損等しないよう養生を行うこと。なお汚損・破損等した場
合は、機能・仕上げ共、既設にならい復旧すること。

　総合評価方式の工事において技術提案、施工体制確認資料の記載内容等に不履行があった場合、本件
工事完成年度の翌年度に三重県が発注する総合評価方式案件（以下「発注工事」という。）において、
貴社の加算点から発注工事の加算点満点の１割を減点します。また、同一年度に複数工事で不履行があ
った場合は、不履行工事件数に応じて減点します。
　なお、貴社が特定ＪＶ、経常ＪＶの構成員である場合についても、発注工事の加算点満点の１割を減

□

　　処理方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

一部に土、日曜日、祝祭日施工あり □ 指定なし
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　　低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。
　　測定に先立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

　・受注者は、工事中の適切な安全確保の措置等の一切の手段について、自らの責任において定め、工
　　事を実施すること。
　・設計図書に明示された施工条件と工事現場が一致せず、安全確保のために指定仮設変更や計上が必
　　要な場合は、監督員と協議を行い、指示を受けた後、受注者として適切な安全確保の措置を講じた
　　うえで、工事を実施すること。

4 適用基準 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、以下による

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

独立行政法人　建築研究所監修

なお、以下において選択する事項は、■印のついたものを適用する。
5 一般事項

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各適用基準に準拠し、監督員指示の下に入
念かつ誠実に施工すること。
　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、図面上の誤
記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書とおりに施工することで将来不具合が発生しうると
判断される場合については、その都度、監督員と協議すること。なお設計図書とおりの施工であっても使用
上の不具合が発生した場合は協議の上、改善策を講じること。
　他工事との取り合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努めること。
なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により手直し施工を行う
こと。

工事書類： ・施工計画書 ・打合記録 ・材料搬入報告書
・工程表 ・安全・訓練実施記録
・機器明細図 ・工事日報 ・品質確認書類
・工事写真（データ）　　等

工事完成図書：
・施工図

※ 竣工図・施工図はＣＡＤにより作成すること。
※ 工事書類は営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編、工事完成図書編）

※

※ 建築包含工事の場合、監督員に確認のこと。

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メーカーリスト）、機器明細図、現
品、カタログ、その他諸資料を事前に届け出ること。
なお、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メーカー品番を使用しているので、メーカー選定に
あたっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による環境物品等の調達推進に関する
法律（グリーン購入法）を考慮し、再生品などの環境に優しい（環境物品）の調達に努める。また、重
量機器については、機器据付要領・耐震計算書もあわせて提出すること。

工事に伴う関係官公署への必要な諸手続きは、受注者が遅滞なく行い、これに要する費用も負担する。
消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

・別途工事
防火対象物使用開始届出書

工事施工に関して、着手前・施工途中・施工後の自主検査を実施すること。
チェックリスト等を作成し、管理を行うこと。

以下の項目について、出来形管理の対象として管理を行うこと。
1) 各種機器据付

・ 耐震強度（設計標準震度、アンカーの種類・サイズ確認・埋め込み深さ）
・ 基礎寸法 ・ 水平、垂直等

2) 配管・ダクト工事
・ 支持間隔 ・ 振れ止め支持間隔

3) 屋外排水工事
・ 排水勾配 ・ 桝の深さ

4) 水栓、リモコンスイッチ類の取付高さ

発注者、受注者において仕様を決定し、製作するような規格品ではない製品については、試験・検査等
を行う機器が整備された施設内において、監督員等が製品の確認を行うものとする。

設置階
水槽類

設置階 （　　　）

その他監督員が指示するもの

構造体（Ⅱ）類　　建築非構造部材（A）類　　建築設備（乙）類

機器名
（　　　）

消防令の適用　　　（1）項ロ

に従い撮影すること。
なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板

　　工事現場に配置する主任技術者又は監理技術者は、本工事の入札公告で定める技術者要件を満たす

督員に報告すること。
　なお、監督員の請求があった場合は、照査の実施が確認できる資料を提示すること。

□　本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る

　施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別
　解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　協議するものとする。

工　程 作業内容

　建築設備工事

分別解体等の方法

点します。

県土整備部）」による。

者に提出し、協議する。
　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

令和４年１月２日以降に高さが５ｍ以上の箇所での作業を行う場合、労働安全衛生規則の各規定
により使用する要求性能墜落制止用器具はフルハーネス型とし、「墜落制止用器具の規格」

（　　　　　）

7 工事概要

工事科目　　

　本工事は、諸室側空調設備を空冷ヒートポンプエアコンへ更新するものである。
また、各室換気機器を更新する。

(1) 空調設備工事　

本工事は、衛生器具を更新し、所定の位置に附属金具により堅固に
取り付けるものとする。陶器の色は監督員と協議の上決定する。

(2) 衛生器具設備工事

中央公民館
(1) 空調設備工事        (2) 衛生器具設備工事　　  (3) 給水設備工事
(4) 排水設備工事　　　　(5) ガス設備工事          (6) 給湯設備工事

屋外
(1) 空調設備工事

本工事は、図示のごとく躯体より内部の給水管を工事範囲とし、
市水本管より直接給水方式により、所要の各所に給水するものである。

(3) 給水設備工事

(4) 排水設備工事
屋内排水設備工事は、汚水、排水、通気立管、各階横走り管を更新するものである。

本工事は、図示のごとく躯体より内部のガス管を工事範囲とし、
(5) ガス設備工事

機器、配管等の既設設備の撤去を行うものである。
(7) 撤去工事

所要のガス機器へ供給するものである。

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

機械設備特記仕様書(1)

M- 01

(7) 撤去工事

　本工事は、ホール空調設備の熱源及び空調機更新を行うものである。

本工事は、各階のガス給湯器より、所要の水栓へ給湯するものである。
(6) 給湯設備工事

SCALE

　「電子メールを活用した情報共有における実施要領 令和3年11月」を適用する。

（平成31年1月25日厚生労働省告示第11号）によるものとする。

受けた場合は、中止期間中における工事現場の管理に関する計画 (以下「基本計画書」という。）を発注

　三重県建設工事請負契約書（以下「契約書」という。）第 20条の規定により工事の一時中止の通知を

　工事の一時中止の取り扱いについては「三重県工事一時中止に係るガイドライン（平成 29年7月三重県
(35) 工事の一時中止

　　　　　　　　　　　　　　□ 建設発生木材　）

2)　再資源化を図る特定建設資材　（　□ コンクリート塊　　□ アスファルトコンクリート塊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ 建設発生木材　）

　　□ 手作業、機械作業併用
　　□ 手作業

　　□ 無

　　□ 有

　□ 模様替え

　□ 修　繕

　□ 増　築

　□ 新　築

1)　分別解体等の方法

(12) 発生材の処理等

工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と

　資材の再資源化等に関する法律」（平成 12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）

　□ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離（　　） km。　　　　）
　□ 構内敷きならし　　□ 処分地指定　処分地（　　　　　　　　）3)　建設発生土　（　

照査の実施において、契約書第18条第1項1号から5号に該当する事実がない場合についても、その旨を監
　三重県公共工事共通仕様書第1編1章1-1-1-3 2.設計図書の照査に基づく照査を実施すること。また、

(34) 設計図書の照査

2)　専任を要しない期間

ものとしなければならない。

1)　技術者要件

公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）第１編２．２．１より足場の種別は以下による。
準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

解体又は変更の作業は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基

　（三重県HP「三重県の公共情報」を参照）

(33) 電子メールの活用

情報電子化について（平成29年3月1日付け国営繕第211号）」による。

設計標準震度Ks ( )

設計標準震度Ks (    ) 地域係数   (1.0)

地域係数   (1.0)

(8) 機器の地震力（主要機器）

(7) 耐震安全性の分類

□ 適用する　　　　　□ 適用しない

(6) 製品確認

(5) 出来形管理

(4) 品質管理

書類の作成(機械設備図面の作成及び機械設備に関する部分の記入 )を行うこと。
2）

・本工事(・建築工事・電気設備工事・機械設備工事 )
1）

(3) 官公署等への届出手続

(2) 機器及び材料等

工事写真は営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (令和3年版)）
に基づき電子納品（3部）すること。

・出来形確認書類　2部　等

・官公署届出書類控、検査済証　 2部

・総合調整測定表（試験結果・測定結果等）　 2部

・機器性能試験成績書　2部
・保守に関する説明書（取扱説明書・保証書） 2部

・機器完成図（ファイル等2部）

・完成図（竣工図)2）

1）

(1) 提出図書

「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

「建築、電気、機械設備工事監理指針 令和4年版」

「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）令和 4年版」

「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）令和 4年版」

「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）令和 4年版」

三重県公共工事共通仕様書（令和 4年7月）

(32) 現場での安全確保（自主施工の原則）

2)　測定機器の校正記録

1)　使用機械
(36) その他

□ 発見された場合、発掘調査等の実施あり

　（ □ Ａ種 □ Ｂ種 □ Ｃ種 □ Ｄ種 □ Ｅ種 □ Ｆ種）

2)　特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　）

5)　再資源化を図るもの　（　□ コンクリート塊　　□ アスファルトコンクリート塊

□ 利用できない□ 利用できる（無償）□ 利用できる（有償）
□ 利用できない

設置範囲　 □ 工事に必要な範囲　 □（　　　　　　　　　　　 　）

　（ □ Ａ種 □ Ｂ種 □ Ｃ種 □ Ｄ種 □ Ｅ種 □ Ｆ種 □ Ｇ種）

(認定製品の品名：                                                           )

ること。ただし認定製品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

(23) 総合評価方式

(22) 既設との取合い・養生

(21) 事故の発生時

(20) 三重県産業廃棄物税

(19) 建設副産物

(認定製品の品名：　・ 間伐材製工事用バリケード ・ 間伐材工事看板 ・ 間伐材表示板）

　るように努めること。

4) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用す

3) 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用す

2) 本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力県内の取り扱い業者から購入するよう努めること。
品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

　積メーカー又はこれらと同等品以上とする。

・設備機材等品質性能評価事業」設備機材等評価名簿（ 新版）及び別記記載の指定資材及び参考見
1) 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか「建築材料

(18) 建築材料等

　□ 防護シート

　□ 外部足場

　□ 内部足場

足場を設ける場合には、「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の組立て、

□ 本工事で設置する。

□ 別契約の関係受注者（下請け工事の場合は元請け）が定置したものは無償で使用できる。

(17) 足場等

□ 利用できない□ 利用できる（無償）□ 利用できる（有償）

□ 利用できる

(16) 仮設工事

□ 指定なし　　　　　□ 指定あり　（　令和　　年　　月　　日　）

(15) 概成工期

(24)下請次数制限及び県内（管内）企業優先使用

(31) 社会保険等未加入対策

受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。

3)　是正措置

受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。

2)　調査の協力

　　並びに建設機械等の燃料として、不正軽油（地方税法第 144条の32（製造等の承認を受ける義務等）

県工事の施工に当たり、工事現場で使用し、又は使用される車両（資機材等の搬入車両を含む。）

1)　一般事項
(30) 不正軽油の使用の禁止

□ 発掘調査等の実施あり

(29) 埋蔵文化財調査

□ 部分引渡しあり　　　　　□ 部分使用あり

(28) 工事目的物の部分引渡し等について

③保険金額　　　　　 原則として請負金額に相当する金額

②保険の加入期間　　 工事着手後速やかに加入し、完成引渡しまでの間

①保険の目的物　　　 工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

　三重県建設工事請負契約書第52条第1項の規定により、火災保険、組立保険又はその他の保険等に加入
(27) 火災保険等

(26) 主任技術者又は監理技術者

3)  受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合に

2)  1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに発

1)　受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第 2条第１項第12号）による不当介入

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第 2条第1項第14号）を受けた場

(25) 不当介入を受けた場合の措置

地中埋設鋼管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち
ガス用ポリエチレン管　JIS K 6774　（地中：PE）

配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP-白）

一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448

水道用ステンレス鋼鋼管　JWWA G 115

(一般 ; SGP-HVA 　地中 ; 内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管）

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　 JWWA K 140

排水・通気用鉛管　SHASE-S203

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 RF-VP)規格品

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は
125A以下はVP、150A以上はVUとする。

土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　 JIS K 9798 (RF-VP)
土間・ピット：　硬質ポリ塩化ビニル管　 JIS K 6741 (VP・ VU)

同上ＭＤ継ぎ手　JPF MDJ 002

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　 WSP 042

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 RF-VP)規格品

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は
RF-VPは屋外露出不可

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　 JIS K 9798 (RF-VP)

土間・ピット:硬質ポリ塩化ビニル管　 JIS K 6741 (VP)

(地中・コンクリート埋設は防食テープ 2重巻き）

配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 RF-VP)規格品

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は
125A以下はVP、150A以上はVUとする。

土間：　リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　 JIS K 9798 (RF-VP)

土間・ピット：　硬質ポリ塩化ビニル管　 JIS K 6741 (VP・ VU)

(地中・コンクリート埋設は防食テープ 2重巻き）

配管用炭素鋼鋼管(白）　JIS G 3452 (SGP-白）

地中埋設管は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

一般配管用ステンレス鋼鋼管　JIS G 3448

水道用ステンレス鋼鋼管　JWWA G 115
水道配水用ポリエチレン管　PWA 001（50～200A）　 （地中：PE）

給水用高密度ポリエチレン管　 PWA 005（20～75A）　（地中：PE）

給水設備用ポリエチレン管　JP K 001（20～40A）　 （地中：PE）

水道配水用ポリエチレン管　JWWA K 144（50～150A）（地中：PE）

(一般・地中 ; HIVP)

水道用硬質ポリ塩化ビニル管　 JIS K 6742

フランジ接合(工場加工）とする。

給水管100Aはねじ又はフランジ接合、125A以上は

(一般 ; SGP-FVA, FVB 　地中 ; SGP-FVD)

フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　 WSP 011
(一般 ; SGP-VA, VB 　地中 ; SGP-VD)

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　 JWWA K116
(1) 配管材料

(8)　その他（　　）

※遊離残留塩素　については、上記適用の有無にかかわらず、測定を行なうこと。

有機物（全有機炭素（TOC）の量）、ｐH値、味、臭気、色度、濁度　について測定を行なうこと。

(7)　飲料水の水質の測定(水道法施行規則第10条による水質検査）

(6)  騒音の測定

(5)  室内気流及びじんあいの測定

(4)　室内外空気の湿度測定

(3)　室内外空気の温度測定

(2)　水量調整

(1)　風量調整

(9) 冷媒（フロン類）の回収　　　□ 適用する　　　　　□ 適用しない

(10) 中間技術検査

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編 ２．４．３により、次の書類の写しを

4)　現場内において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　）

監督員及び依頼部局と協議調整し決定すること。
(14) 施工条件

□ 配置する　　　　　□ 配置しない

(13) 電気保安技術者

7)　引渡しを要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資

6)　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものにつ

なお施工に際して、廃石綿等特別管理廃棄物及び疑わしき機器等を発見した場合は、監督員に報告

1)　引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　）

(11) 特定建設資材の再資源化等



□ 冷却水管 □

・ ポリスチレンフォーム

10 共通事項

□

20 25 30 40 50 65

1) 陸上ポンプ、送排風機（エアハン含む）の電動機は、すべて全閉防まつ形とする。 濾過

□

給水・消火・排水管 - - - -

2) 配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にすること。 装置

ドレン管

冷水・冷温水管 - - -

3) 系統が分かるように、必要箇所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付を または同等品以上

□

- - -

行うこと。手書きもしくはカッティングシートとする。 滅菌機

□

ブライン管 - - -

4) 機器・配管・支持金物には、絶縁処理を行うこと。

※

5) 配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置し、 寄りの 消火 消火栓類

□

・ 機器ダクト保温厚

ドレン管に接続すること。 装置

保温厚

6) 屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、構造体鉄筋より取り出す、 消火栓ホース 日本消防検定協会の合格表示品

に繊維モルタルで被覆したもので国土交通大臣認定のもの。

25mm

もしくはあと施工アンカー工法の類とする。使用アンカーについては、 スプリンクラー消火システム 設備機材等評価名簿による。

□ 冷媒管 □

機器仕様書、耐震クラス等を確認すること。また、重量機器にあと施工アンカー 不活性ガス消火システム

□

50mm

工法を採用する場合、ケミカルアンカーを使用し施工すること。 泡消火システム

冷水・冷温水・温水・環水タンク、熱交換器、冷水・冷温水・温水

7) 機器、配管の耐震措置及び機器、ダクトの防振・消音については、標準仕様書 ハロゲン化物消火システム

・蒸気ヘッダー、排気筒隠蔽部（ロックウール）

、標準図、施工監理指針及び建築設備耐震設計・施工指針に基づき十分考慮 浄化槽 合併浄化槽

※ 冷媒用銅管の肉厚は、冷凍保安規則関係例示基準の規定による。

75mm 煙導（ロックウール）

すること。

□ 油管 □ 溶接接合

8) 雨がかり部に取り付けるガラリのチャンバーには、水抜きを設けること。 FRP 国土交通大臣型式認定品

□ 蒸気管 □

種別

9) 屋外埋設管（給水、消火、ガス）には、埋設シートを敷設し、曲がり・分岐部には、 簡易 クリーントイレ

地中埋設標を施工すること。 水洗

□ ブライン管 □

１ ２ ３ ４

10) 冷水及び冷温水管の支持材には、合成樹脂製支持受けを使用すること。 または同等品以上

屋内露出 保温筒 鉄線 合成樹脂製カバー

11) 水栓は、節水機構付きのものを使用すること。 ブロア

※ 弁類

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 原紙

12) 冷媒管等防火区画貫通部は、建築基準法・消防法に適合する工法にて

塩ビライニング鋼管に使用する際は、管端防食コア付き、又はライニング弁を使用すること。

天井内・ＰＳ内 アルミガラスクロス化粧保温筒 アルミガラスクロス粘着テープ

防火処理を行うこと。 阻集器 グリス・ガソリントラップ

暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 ポリエチレンフィルム

13) 地中埋設配管については、下記の沈下対策を講ずること。 または同等品以上

※ 横走り管の吊り間隔

屋外露出 保温筒 鉄線 ポリエチレンフィルム

・ 管は継ぎ手の組み合わせにより可とう性をもたせる。 特殊 特殊ガス設備

鋼管

※ 排水管については、上表暗渠内（ピット内）の仕様を防食テープ巻きに読み替える。

・ 接続箇所は必要に応じコンクリートで保護する。 ガス

※ サヤ管工法；架橋ポリエチレン・ボリブデン管使用の場合は、上表保温不要。

・ 土間配管は、土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持すること。 または同等品以上

※ 消火管の保温は消防打ち合わせにより決定すること。

・ 計測

ビニル管

棒鋼を使用する。 機器

耐火二層管

14) または同等品以上

銅管

１ ２ ３ ４ ５

メッキ仕上げとすること。 化学実

屋内露出 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 合成樹脂製カバー

15) 屋外設置のマンホール類には用途名を入れること。 験装置

機械室・書庫・倉庫 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 原紙 アルミガラスクロス仕上

合成樹脂製カバーの仕上げについては、保温見切り箇所には菊座の取り付けを 製缶類 製缶類・熱交換

天井内・ＰＳ内 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ アルミガラスクロス仕上

行うこと。

鋳鉄管 標準図による

17) 送風機用ベルトガードには裏カバー及び点検口を設けること。 または同等品以上

※ 横走り管形鋼振れ止め支持間隔

暗渠内（ピット内） 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 着色アルミガラスクロス仕上

温水 真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製） 設備機材等評価名簿による。

支持間隔

屋外露出 保温筒 鉄線 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

発生機 無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

鋼管 -

※ 1) 冷媒管に断熱材被覆銅管を使用した場合の保温種別

電気温水器

鋳鉄管

□ 保温化粧ケース仕上 □

11 指定資材及び参考見積りメーカー

ビニル管

ボイラー 鋼製簡易ボイラー及び簡易貫流ボイラー 設備機材等評価名簿による。

耐火二層管

機器保温仕様

分類 資材名 鋳鉄製ボイラー及び鋳鉄製簡易ボイラー

銅管

１ ２ ３ ４ ５

管 塩ビライニング鋼管 鋼製小型ボイラー及び小型貫流ボイラー

冷水・冷温水タンク

配管用炭素鋼鋼管 鋼製ボイラー

※ 冷媒用銅管の横走り管の支持間隔

鋼板製タンク 鋲 保温板 ポリエチレン 鉄線

塩化ビニル管 冷凍機 チリングユニット及び 設備機材等評価名簿による。

※　液管・ガス管共吊りの場合は

冷水・冷温水ヘッダ フィルム

リサイクル塩化ビニル管 空気熱源ヒートポンプユニット

液管の外径を基準とする。

温水・膨張・還水

鉛管 吸収冷温水機

形鋼振れ止め支持間隔は、銅管に準ずる。

貯湯タンク 鋲 保温板 鉄線

銅管 冷媒用 吸収冷温水機ユニット

温水・蒸気ヘッダ

遠心冷凍機

熱交換器

ダクタイル鋳鉄管 水道用 「水」マーク表示品 空気 ユニット形空気調和機 設備機材等評価名簿による。

矩形ダクト □

※ １） 密閉式膨張タンク及び、プレート形熱交換器は、保温施工不要

ステンレス鋼管 調和機 ファンコイルユニット及び

□

耐火二層管 国土交通大臣認定品 カセット形ファンコイルユニット

工法 □ アングルフランジ工法

継手 ライニング鋼管継手 管端防食

コンパクト形空気調和機

□ 共板フランジ工法

１ ２ ３ ４ ５

フランジ

パッケージ形空気調和機

□ スライドオンフランジ工法

長方 屋内露出 一般・廊下 鋲 保温板 カラー亜鉛鉄板

鋼管継手 外面含む

マルチパッケージ形空気調和機

形鋼補強 □ □

形ダ 機械室 鋲 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ

ビニル管継手

丸ダクト　　 □ スパイラルダクト

クト 屋内隠蔽、ＤＳ内 鋲 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ

銅管継手 冷媒用

冷却塔 冷却塔 設備機材等評価名簿による。

□

屋外露出、多湿箇所 鋲 保温板 ポリエチレンフィルム 鉄線

防振 防振材・防振装置

スパ 屋内露出 一般・廊下 保温帯 鉄線 カラー亜鉛鉄板

ステンレス鋼管継手

装置

イラ 機械室 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ

耐火二層管継手 国土交通大臣認定品

加湿器

材料

ルダ 屋内隠蔽、多湿箇所 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ

伸縮管継手（ベローズ形、スリーブ形）

または同等品以上

グラスウール保温材

クト 屋外露出、多湿箇所 保温帯 鉄線 ポリエチレンフィルム 鉄線

可とう継手

送風機 遠心送風機（多翼形送風機） 設備機材等評価名簿による。

（屋内一般等）

サプライチャンバー 鋲 保温板 ガラスクロス 銅亀甲金網又はアルミパンチングメタル

または同等品以上

類 斜流送風機

給水管 □ 排水管 □ 給湯管

消音チャンバー、エルボ 鋲 保温板 ガラスクロス

弁 青銅弁・鋳鉄弁

軸流送風機

□ 蒸気管（往） □ 蒸気管（還） □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管

排煙ダクト長方形 屋内隠蔽 鋲 アルミガラスクロス化粧保温板 アルミガラスクロス粘着テープ

その他弁類

消音ボックス付送風機

（屋外等）

排煙ダクト　円形 屋内隠蔽 アルミガラスクロス化粧保温帯 アルミガラスクロス粘着テープ

換気扇 換気扇類

□ □ 温水管 □ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管

煙道 ブランケット 鉄線 カラー亜鉛鉄板

保温材 グラスウール保温材

□ 冷媒管 □ □ □

※ １）

ロックウール保温材

全熱交 全熱交換器（回転形、静止形） 設備機材等評価名簿による。

※ ２）

ポリスチレンフォーム保温材

換器 全熱交換ユニット

□ ロックウール保温材 保温板、保温帯、ブランケット

ポンプ 横形遠心ポンプ 設備機材等評価名簿による。

空気清 設備機材等評価名簿による。

（防火区画貫通部等）

※ ３）

類
水中モーターポンプ

浄装置 自動巻取形エアフィルター

□ 給水管 □ 排水管 □ 給湯管 □ 温水管
□ 蒸気管 □ 冷水・冷温水管 □ 冷媒管 □ 消火管

配管用炭素鋼鋼管の塗装仕様

ダクト 吹出口・吸込口 設備機材等評価名簿による。

機材 状態 塗料の種別
塗り回数

備考

電動機 電動機

付属品 風量ユニット（定風量、変風量）

ポリスチレンフォーム保温材

下塗り 中塗り 上塗り

ダクト 亜鉛鉄板

（屋内一般等）

白管 露出 合成樹脂調合ペイント １ １ １ 下塗りはさび止めペイント

ステンレス鋼板

□ 給水管 □ 排水管 □ 冷水・冷温水管 □

黒管 露出 合成樹脂調合ペイント ２ １ １ 下塗りはさび止めペイント

衛生 衛生陶器・水栓

スパイラルダクト

□ ブライン管 □ □ □

※ １）

器具 衛生器具ユニット 設備機材等評価名簿による。

または同等品以上

（屋外等）

タンク 設備機材等評価名簿による。

フレキダクト

□ 給水管 □ 排水管 □ □ 冷水・冷温水管

施工

または同等品以上

□ ブライン管 消火管 □ □

ダクト保温施工範囲

自動制御 自動制御システム 設備機材等評価名簿による。

合成樹脂調合ペイント塗り塗料

桝 桝類 公団型

【注記】

（露出）
□ 給水管 □ 排水管 □ 通気管 □ ドレン管

塩ビ桝

□ ガス管

規格対象品又は準拠品

（機械設備工事編）」「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」による。

□ ダクト（亜鉛鉄板製）□ ダクト（鋼板製）

鋳鉄 排水金物
製品

□ さび止めペイント塗り塗料

鋳鉄製ふた マンホールふた 設備機材等評価名簿による。

設備機材等評価名簿とは、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」

チャンバー内貼施工

弁桝ふた

設備機材等評価名簿（ 新版）をいう。但し、評価名簿による場合、

□ 蒸気管（往）

量水器 量水器

「納入地区及びアフターサービス地区」に中部地区が含まれていて、

または同等品以上

評価の有効期間内にある場合に有効とする。

□ アルミニウムペイント塗り塗料

ガス ガス配管器具

下塗りは錆止めペイント

1.管スリーブの径は、原則として、管の外径（保温されるものは、保温厚さを含む）

器具

□ 蒸気管（還）

ガス給湯器 都市ガス ガス供給者の承認する製造者の製品
液化石油ガス 「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び

2.

取引の適正化に関する法律」に基づき省令
による証票を付したもの

3. 地中梁以外の梁抜き管スリーブは、亜鉛鉄板製を原則とする。

ガス ガス警報システム

4.

警報

以下の部分は、紙製仮枠としてもよい。

厨房機器 厨房システム 設備機材等評価名簿による。

紙製仮枠を用いる場合は、変形防止の措置を講じ、かつ、配管施工前に
仮枠を必ず取除くものとする。

□ □

□ □

□

□

□

□

□ 消火管 □ 油管 □ 冷却水管

□ ダクト（鋼板製）

ポリエチレン管

□ 冷温水配管 □
□

消火管

※
上げた所までとする。

□
□

□

2) 保温厚
・ グラスウール、ロックウール

20 25 30 40 50
給水・排水・ドレン・給湯 - -
・膨張・温水・消火管
蒸気管 - -
冷水・冷温水・冷媒管 - -

□ 屋外埋設排水 □
□
□
□

※
□

（空調用、ボイラー給水用、揚水用）

（汚水用、雑排水用、汚物用）

□ スパイラルダクト

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

機械設備特記仕様書(1)

M- 02

SCALE

（1類水路用遠心力鉄筋コンクリート管）

コンクリート管　JIS A 5372（プレキャスト鉄筋コンクリート製品）
125A以下はVP、150A以上はVUとする。

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管　 JIS K 9797 (RS-VU)

排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管　 AS-58 (REP-VU)
リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　 JIS K 9798 (RF-VP)
硬質ポリ塩化ビニル管　JIS K 6741 (VP・ VU)

250A～32～200A～25A
65A～32～50A～25A

200A～100～150A～80A

保温厚　（mm）

地中埋設管VS は、取出し位置のGL面又はSL,FL面より+100立ち

消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管 (白）WSP041 (SGP-VS)
配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP-白）

(一般 ; SGP-HVA）

水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　 JWWA K 140

配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP-白）

「水」マーク表示品 建築設備用ポリエチレンパイプシステム研究会規格品

JISマーク表示品　日本ポリエチレンパイプシステム協会規格品

消火管(露出部)

パナソニック㈱　矢崎総業㈱　または同等品以上

柱及び梁以外の箇所で、開口補強が不要であり、かつ、スリ－ブ径が 200mm

アズビル金門㈱　富士工器㈱　富士電機㈱

地中部分のスリーブは、塩化ビニル管 (VU)とし、水密を要する部分のスリーブは、つば付き鋼管とする。

より40mm程度大（=2サイズUP)なるものとする。箱抜きスリーブは、木枠又は鋼板 (実管ダクト）とする。

㈱藤井合金製作所　富士工器㈱　または同等品以上

I・T・O㈱　㈱桂精機製作所　

 (4) スリーブ工事

JIS K 5492（アルミニウムペイント）

愛知時計電機㈱　アズビル金門㈱

□ 内貼あり（　　　　　　ｍｍ　）　 　□内貼なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　）

③

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　 (例）外壁面から１ｍ程度　）

JIS K 5621（一般用錆止めペイント）　2種

の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書に JISマーク表示のあるものとする。

福西鋳物㈱　または同等品以上

　４．ＯＡ

JISマーク表示品と指定された資材は、工業標準化法施工規則に基づき、製品・包装②

カネソウ㈱　ダイドレ㈱　㈱中部コーポレーション

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３．ＲＡ

SAS(ステンレス協会規格）の番号については、「公共建築工事標準仕様書

（公社）日本下水道協会、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ﾏｽﾏﾝﾎｰﾙ協会

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

SHASE-S(空気調和・衛生工学会規格）、 JPF(日本金属継手協会規格）

桑名工業㈱　㈲丸八産業　または同等品以上

２．ＥＡ

JISマーク、水マーク（JWWA:日本水道協会規格）、WSP(日本水道鋼管協会規格）、①

協和コンクリート工業㈱　インフラテック㈱

□ 保温あり　　　□保温なし　　　□図面による　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

JIS K 5516（合成樹脂調合ペイント）　1種

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ（ﾎﾞﾙﾄ組立形）

１．ＳＡ

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ（溶接組立形）

密閉形隔膜式膨張ﾀﾝｸ（空調用・給湯用）

4）

給湯管（70℃以下）

アライ実業㈱　㈱オーツカ　㈱栗本鐵工所

FRP製パネルタンク

ねじ切りした部分の鉄面は、さび止めペイント 2回塗りを行う。

㈱栗本鐵工所　㈱新富士空調　フジモリ産業㈱　

JISマーク表示品

冷水管（2～4℃）

JIS規格品

㈱明電舎　または同等品以上

保温板　JIS A 9511 3号

JIS規格品

富士電機㈱　パナソニック㈱　三菱電機㈱

保温筒　JIS A 9511 3号

シンフォニアテクノロジー㈱　㈱東芝　㈱日立製作所

立形遠心ポンプ(ボイラー給水用、揚水用)

電気集じん器（自動巻取形、ﾊﾟﾈﾙ形）

銅亀甲金網は、JIS H 3260 網目呼称10、線径0.5を使用。

1号JIS A 9504

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ（ﾊﾟﾈﾙ形、折込み形）

の金網又はRWAS02による防錆処理を施した平ラス 0号で外面補強したものを使用。

煙道ブランケットは、JIS G 3554 (亀甲金網）による亜鉛鍍金を施した網目呼称 16線径0.55

排煙ダクトは、ロックウール保温板、保温帯、 1号を使用。

パナソニック㈱　三菱電機㈱　または同等品以上

JISマーク表示品

給湯管（70℃以上）

テラルクリタ㈱　㈱東芝　日立アプライアンス㈱　

㈱ヨシタケ　または同等品以上

㈱キッツ　東洋バルヴ㈱　日立金属㈱　㈱ベン

JISマーク表示品

保温板、保温帯　JIS A 9504 2号　40K

トーフレ㈱　日立金属㈱　㈱ベン　㈱ヨシタケ　

SUS鋼板

保温筒　JIS A 9504 2号　40K

JISマーク表示品(ベローズ型) SHASE-S表示品(スリーブ型)

1）

ウエットマスター㈱　ピーエス工業㈱

(3) 保温塗装工事

㈱明治ゴム化成　または同等品以上

JISマーク表示品　SAS規格品　「水」マーク表示品

倉敷化工㈱　特許機器㈱　㈱ブリヂストン

因幡電機産業㈱　または同等品以上

SUS鋼板

硬質ポリ塩化ビニル管　(多湿箇所）　JIS K 6741

㈱イノアック住環境 　東洋フイツテング㈱

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機

JISマーク表示品　「水」マーク表示品

SUS鋼材　　JIS G 4317山形鋼　　　JIS G 3101

JISマーク表示品　JPF規格品　WSP規格品

WSP規格品

JPF規格品　「水」マーク表示品

ダクト・チャンバー・煙道 保温仕様

ステンレス鋼板　JIS G4305

JISマーク表示品　「水」マーク表示品

亜鉛鉄板　JIS G 3302 (SGCC 、SGCCA)　鍍金付着Z18以上

(2) ダクト工事

㈱UACJ銅管　因幡電機産業（株）　または同等品以上

カラー亜鉛鉄板(屋内）

㈱イノアック住環境　㈱コベルコマテリアル銅管

SUS鋼板仕上

SHASE-S表示品

基準外径　12.70mm 以上　 吊り間隔　 2.0m以下

JISマーク表示品　塩化ビニル管・継手協会規格品

カラー亜鉛鉄板(屋内）

基準外径　 9.52mm 以下　　吊り間隔　 1.5m以下

JISマーク表示品　「水」マーク表示品

SUS鋼板仕上

JISマーク表示品

「水」マーク表示品　WSP規格品

規格・メーカー等　(アイウエオ順）

125A～50A～100A25A～40A

パナソニック㈱　三菱電機㈱　または同等品以上

SUS鋼板仕上(屋外露出部分）

愛知金属工業㈱　㈱東芝　㈱日本イトミック

125A～50A～100Ａ

SUS鋼板仕上

12ｍ以下8ｍ以下6m以下

(温水・蒸気管以外)

㈱前田鉄工所　森松工業㈱　　　

㈱島倉鉄工所　㈱広島鉄工　㈱ベルテクノ16）

ヤマト科学㈱　または同等品以上

㈱島津理化　㈱ダルトン　㈱ヤガミ

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、 SUS又はSS溶融亜鉛

空調設備配管の保温仕様(R、G保温材の仕様のみ)

100A以上　　－　　2m以下

富士精密電機㈱　横河電機㈱

 80A以下　　－　　1m以下

㈱島津製作所　東亜DKK㈱　㈱日立製作所　呼び径100A以下はM10、125A～250AはM12、250A以上はM16のステンレス

3）

2）

125A以上　　－　　3m以下

日酸TANAKA㈱　日本エア・リキード㈱　

1）

100A以下　　－　　2m以下

エア・ウォーター㈱　㈱セントラルユニ

SUS鋼板仕上

着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

カネソウ㈱　下田エコテック㈱　ホーコス㈱

安永エアポンプ㈱　または同等品以上

ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ仕上

揚水ポンプまわり、消火ポンプまわり、水道直圧部は 10Ｋとし、それ以外は5Ｋとする。

朝日機工㈱　㈱アンレット　新明和工業㈱

配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

パナソニック㈱　ロンシール機器㈱

給排水衛生設備配管の保温仕様 (R、G保温材の仕様のみ)

＜（往）溶接　　（還）65A以上：溶接、50A以下：ねじ＞

㈱LIXIL  積水化学工業㈱　ネポン㈱

3）

配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

配管用炭素鋼鋼管（黒）　JIS G 3452

藤吉工業㈱　または同等品以上

㈱ダイキアクシス　㈱西原ネオ　フジクリーン工業㈱RC造

ただし、保温厚は　ガス管　20mm、液管　10mmとする。

ダクト(屋内露出［一般居室、廊下］）、サプライチャンバー、貯湯タンク類

断熱材被覆銅管　原管はJIS H3300による。 製造者標準品

膨張タンク、鋼板製タンク、排煙ダクト隠蔽部 (ロックウール）

銅及び銅合金継目無管　硬質、軟質または半硬質　 JIS H3300

ダクト(屋内露出［機械室、書庫、倉庫］、隠蔽部）、消音チャンバー・エルボ

JIS K 9798(リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管 RF-VP)規格品

㈱村上製作所　㈱横井製作所　または同等品以上

排水・通気用耐火二層管　JIS K 6741(硬質塩化ビニル管VP)又は

㈱立売堀製作所　　㈱北浦製作所

125A以下はVP、150A以上はVUとする。 RF-VPは屋外露出不可。

日本曹達㈱　または同等品以上

100A～32～80A～25A

リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管　 JIS K 9798 (RF-VP)

㈱磯村　㈱オーヤラックス　水道機工㈱　

125A～25A～100A～20A冷水管（冷水温度2～4℃）

硬質ポリ塩化ビニル管　　JIS K 6741 (VP・ VU)

250A～32～200A～25A

配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP-白）

㈱三進ろ過工業　㈱タクマ　理水化学㈱

100A～～80A

フランジ付硬質塩化ビニルライニング鋼管　 WSP 011(一般 ; SGP-FVA, FVB)

オルガノ㈱　栗田工業㈱　サンエイ工業㈱　㈱三協

保温厚（mm)

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管　 JWWA K116(一般 ; SGP-VA, VB)

配管用炭素鋼鋼管（白）　JIS G 3452 (SGP-白）
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図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/300配置図

M- 03

・飲料水配管設備の構造は告示－１２－１３９０及び告示５０－１５９７による。

床　上　掃　除　口

・ガス事業法に基づく施工。

記　　号

G

R

D

図示記号

通　気　管

給　湯　配　管

ガ　ス　配　管

給　水　管

排　水　管

ド　レ　ン　配　管

冷　媒　配　管

弁　類　10Ｋ

給　湯　栓

フラッシュバルブ

混　合　水　栓

給　水　栓

ダ　ク　ト

R

CR

リモコン

集中リモコン

平面図参照
プルボックスnnn W：ｎ　H：ｎ　D:n

満水試験継手

目 皿 付 掃 除 口

温度計

ストレーナー

湿度計

SCALE

42条1項1号道路　町道

延面積　　　　　1151.97m 2

２階　　　　　　272.90m 2

建築面積　　　　904.45m 2

１階　　　　　　879.07m 2

162.47m2

配　置　図　S=1:300



衛生設備器具表

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

M- 04

排気 給湯器本体

FJ20SUS(L=300)ｘ３

GC20

ＦＬ

給気

フィッシャープラグＳＸ

ＰＳ固定

ＡＬＣ壁固定

ＲＣ壁固定

給湯器の固定方法と部材仕様

固定場所

木壁固定

木ねじ(JIS)

φ4.8×38

木ねじ(JIS)

φ4.8×38

6×30

（付属部品）

部材仕様

ＰＳ扉内

ＰＳ標準

固定本数

据置(上部固定あり)

据置(上部固定あり)

壁掛け

壁掛け

設置種別

　プラグ組合せ時）

（左記の木ねじと　

0.3kN/本以上

（木下地15mm）

0.3kN/本以上

4

2

2

4

引張り耐力 備考

ガス給湯器詳細図 NOSCALE

GQ-C1634WS（参考）

GV20

衛生器具表

品　名 品　番 付　属　品

大便器 附属品　一式

附属品　一式 1 7

小形多目的流し 

附属品　一式

附属品　一式

手洗器 

センサー一体形小便器 

LIXIL

合　計

1階男子便所 多目的便所

附属品　一式

附属品　一式

化粧鏡 

小便器用手すり 

化粧鏡 

1 6

6

4

2

4

4

1

1

1

4

4

1

1

給　湯　機　器　表

記　号 名　称 形　式　、　仕　様

ガス給湯器GWH-1
：

他一式

型　式 
能　力
ガス消費量

：

：

屋外壁掛型
16号
29.4　Kw

ガス種 ：LPG
付属品 ：標準リモコン

リモコンコード
配管カバー

電源種別

備　考台数

1φ　100V 30W

2 設置場所：屋外

：

1

同上カウンター (建築工事)

附属品　一式

附属品　一式

附属品　一式

附属品　一式

附属品　一式

附属品　一式

附属品　一式

BC-P110SM 

AWL-71U3AM(P) 

U-A51MP 

CF-63HST 

KF-3545 

KF-701AEJ 

MB-450MS(850)

S-17 LF-7KRZ-13

KF-6090 

DQ-PA150CH　CW-PA11FLQE-NE

多用途用手すり KF-926AE80D25J 

TOTO

AM-300V1

はめ込み洗面器 L-2150FC AM-300

1階女子便所

2

2

洋風大便器 附属品　一式

背もたれタンクレス用 KFC-275T1U 附属品　一式

KFS-910AEW60D10

はね上げ式手すり KF-471EH70J 

ｶｳﾝﾀｰ一体形洗面器 L-275FCR AM-300

附属品　一式

横型おむつ交換台 

ベビーキープ 

AC-OK-21F １

１

附属品　一式

附属品　一式

オストメイトパック PTOM-B210S PTOM-ESCR×2 １附属品　一式

１

2階男子便所 2階女子便所

紙巻器

I型手すり 

チェンジングボード 

フック 

BC-P110SM DQ-PA150CH　CW-PA11FLQE-NEC

AC-BK-F62 

AC-CB-01 

KF-28 

附属品　一式

附属品　一式

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

１

１

133W(ヒーターON)

1

FS498B　TCF5524AU

YH701

T112C6

UFS900WR

T112CU22

L350C　TLE28SA1W

ML45C0850BNX11W

YM3545A

SK500　T200ESNR13C

CFS498B　TCF5554AUPR

EWC383CR

LSW570APR

T112CL11

T112HK7R

L270C　TLE28SA1W

YM6090A

UAS81RSB2NW　UTR141×2

YKA25S

YKA15S

YKA41R

YKH21WR

SCALE
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玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

衛生設備系統図

M- 05
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ＥＶ棟（11.76m2）

衛生設備１階平面図(改修)

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

M- 06

トップライト

トップライト

1階平面詳細図参照

SCALE
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玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150衛生設備２階平面図(改修)

M- 07

2階平面詳細図参照
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玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/50衛生設備平面詳細図(改修)

M- 08
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ガス管20

通気管65
雑排水管75
汚水管100

20 G

天井内配管

G
3
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202520

給水・ガス管プラグ止×4

既設給水・ガス管接続

G20

20

天井内配管

土間コロガシ

COA100
COA80

COA100
COA80

COA65

既設通気金物接続
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*　　既設配管接続箇所を示す。
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玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

M- 09
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1階平面詳細図参照
洋風便器、洗面器撤去

衛生設備１階平面図(撤去) SCALE



玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150衛生設備１階平面図(撤去)

M- 10
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玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/50衛生設備平面詳細図(撤去)

M- 11
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通気管75
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G20

2階平面詳細図

1階平面詳細図

小便器

和風大便器

品目

男子トイレ

洗面器

掃除流し

1階

1

1

2

*器具・配管・付属品等、全撤去とする。

*器具撤去については付属品一式とする。
*配管の撤去については見え掛り部分とする。

洋風大便器

1

撤去器具表

*既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

*大便器・配管撤去後の床、壁補修は建築工事とする。

女子トイレ

2

2

1

2

湯沸

ガス湯沸し器

シャワー水栓

混合水栓

男子浴室 女子浴室 管理人室

3

1

1 1

1

2

1

1

手洗器 1

2

1

1

合計

7

4

4

2

6

男子トイレ

1

1

2

1

女子トイレ

2

2

1

2

湯沸

1

2階

11

6

1

ガス給湯器

外部

4 4

*　　既設配管切離し箇所を示す。放棄菅についてはプラグ・キャップ止め。

給湯器配管(給水・給湯・ガス)立上りにてプラグ止×3

*床はつりは建築工事とする。

3
2

202520

通気管100

浴室

SCALE



空調機器表(改修・諸室系統)

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：

SCALE

検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

M- 12

室外機室内機

低温暖房

（KW）

暖房（KW）冷房（KW)（KW）（KW）（V）（φ）

消費電力圧縮機送風機出力電圧相ｋｗｋｗ

台数電気容量暖房能力冷房能力形式・仕様

機器名称記号

空　調　機　器　表 備考参考品番

空冷ヒートポンプエアコンPAC-1

空冷ヒートポンプエアコンPAC-2

空冷ヒートポンプエアコンPAC-3

空冷ヒートポンプエアコンPAC-4

空冷ヒートポンプエアコンPAC-5

空冷ヒートポンプエアコンPAC-6

空冷ヒートポンプエアコンPAC-7

集中リモコンCR

天井カセット4方向

天井カセット4方向

天井カセット4方向

天井カセット4方向

天埋 高静圧型 ロングライフフィルター(ボックス共)

天井カセット2方向 ツイン

天井カセット2方向 ツイン

液晶カラータッチパネル

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

転倒防止金具 既製コンクリート基礎共

25.263.293.913.300.094200314.012.5 0.17

44.012.402.582.10200311.210.0

婦人教養室22.451.871.761.558.07.1

RCI-GP140RSH7

RCI-GP112RSH70.170.094

2003 0.050.057

教育支援センターA

RCI-GP80RSH7

事務室21.730.8330.7870.654.54.0 2003 0.050.057 RCI-GP45RSH7

メインロビー18.106.337.015.1022.420.0 2003 0.17+0.170.840 RPI-GP224RSH1

2階廊下14.112.662.832.1011.210.0 2003 0.170.57×2 RCID-GP112RSHP6

12.132.131.951.558.07.1 2003 1階廊下RCID-GP80RSHP6

公民館教室

ＩＴ教室

小会議室

11001 事務室- - - - - - - -

0.170.57×2

PSC-A32MN1

教育支援センターB

*消費電力は参考とする。屋外機は転倒防止金物取付のこと。

*冷媒の追加充填が必要な場合は実施のこと。
*グリーン購入法適合品とする。

*室外機は金具にてパラペットへ連結し転倒防止処置を施すこと。

電気容量

機器名称記号
（φ）

電圧

(W) （φ）

相

（V）

備考

接続口径消費電力

台数換気機器表 形式・仕様

単型式　低騒音型　風量　350ｍ3/ｈ　45PaF-1 婦人教養室 ＩＴ教室 倉庫A 小会議室 公民館教室 教育支援センターA 150100 49天井扇

単 5型式　低騒音型　風量　220ｍ3/ｈ　40PaF-2 1F女子便所 1F女子便所 2F男子便所 2F男子便所 事務室 150100 32.5天井扇

単 3型式　低騒音型　風量　150ｍ3/ｈ　　47PaF-3 多目的便所 教育支援センターB 倉庫B 100100 18.5天井扇

単 2型式　低騒音型　風量　75ｍ3/ｈ　　25PaF-4 倉庫C ホール便所100100 11.6天井扇

- 11型式　消音型OA-1 各居室150- -給気グリル

付属品　パイプフード　他一式

付属品　パイプフード　他一式

付属品　パイプフード　他一式

(dB)

騒音値

35.5 9

31.0

32.0

26.5

-

付属品　パイプフード　他一式

付属品　パイプフード　他一式

単 2型式　低騒音型　風量　300ｍ3/ｈ　　20PaF-6 1F給湯 2F給湯 150150 35.0レンジフード 35.5

付属品　パイプフード　他一式ミニキッチン付属品

*ベンドキャップ、パイプフード、ウエザーカバー等についてはステンレス製とし指定色焼付塗装とする。



1-45.848.89.2×42003150150空冷ヒートポンプチラーユニットCR-1

室外機室内機

低温暖房

（KW）

暖房（KW）冷房（KW)（KW）（KW）（V）（φ）

消費電力圧縮機送風機出力電圧相ｋｗｋｗ

台数電気容量暖房能力冷房能力形式・仕様

機器名称記号

空　調　機　器　表

0.61×4 RHGP1500AV

備考参考品番

機械置場冷水量　377?/min　12°C～7°C　温水量　437?/min　40°C～45°C

グループコントローラー

65φ×50φ×370?/min×20m×2.2kW冷温水ポンプP-1

全閉屋外型電動機

2003-- 1 機械置場------

加圧シスターンEXT-1 1001-- 1 機械置場-----

屋外型空調機 冷温水コイル6列AH-1 冷水量　330?/min　7°C～12°C　吸込空気27.0℃ DB 19.5℃ WB

温水量　394?/min　45°C～40°C　吸込空気15.0℃ DB 9.7℃ WB風量16,260m3/h　機外静圧373Pa

水気化式加湿器57.0kg/h　フィルター:不織布(質量法74%/ASHRAE質量法81%以上)

12003 5.5115.10 137.20 機械置場-----

防振装置:スプリング

0.3

電気容量

機器名称記号
（φ）

電圧

(W) （φ）

相

（V）

備考

接続口径消費電力

台数換気機器表 形式・仕様

単 1型式　低騒音型　風量　100ｍ3/ｈ　　100PaF-5 操作室 100100 23.0

(dB)

騒音値

28.5

付属品　パイプフード　他一式

空調機器表(改修・ホール系統)

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

M- 13

25?/min×8m　受水槽10?

KH-20

OAフードダンパ組込　メインフレームSUS

SCALE
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女子便所

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

空調設備系統図

M- 14

改修後系統図

改修前系統図

婦人教養室 廊下
管理人室

給湯ＩＴ教室 便所 男子浴室 女子浴室 男子便所浴室
事務室

小会議室 器具庫
町史編纂室 倉庫

給湯公民館教室 男子便所女子便所

メインロビー
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0
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女子便所

婦人教養室 廊下

倉庫B

ＩＴ教室

多目的 男子便所給湯 事務室

小会議室 教育支援センターB
教育支援センターA

給湯公民館教室 男子便所女子便所

メインロビー

廊下

PAC
2

PAC
2
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3

PAC
3
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7
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1
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1
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2
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6
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4
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倉庫A

F
1

F
2

F
2

F
2

PAC
4

50

D

D
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D

D
D

D

R
R
R
R

R

R R
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R
R

1
2 12.7φ

液　　管

6.35φ

ガ　ス　管
9.52φ6.35φ

3 15.88φ9.52φ
4 25.4φ9.52φ

3
3

3
2

2
2

4

3 3
2
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×2
3×2

3×2

40
40
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F
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1 ×2

SCALE
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玄関

渡り廊下

多目的ホール

便所

手洗

控室

ステージ

機械置場

器材庫

風除
坪庭

通用口

ＩＴ教室

事務室

倉庫B

給湯
多目的便所
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男子便所女子便所

婦人教養室

廊下

倉庫A

メインロビー

ラウンジ

倉庫C

ス
ロ
ー
プ
　

スロープ　

4200×2800

ＥＶ棟（11.76m2）

空調設備１階平面図(改修)

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

M- 15

200x150

VD

VD

VD

1450x400

SA1450x400(以降詳細図参照)

SAC1750x1200x1000H
GW50t　クロス貼

300x250

300x250

500x250

700x400600x400550x400450x400
350x400250x400

150x400

700x400600x400550x400450x400
350x400250x400

150x400

F
4

F
4

PAC
2

PAC
2

PAC
3

PAC
3

PAC
4

PAC
7

1
2 12.7φ

液　　管

6.35φ

ガ　ス　管
9.52φ6.35φ

3 15.88φ9.52φ
4 25.4φ

1 ×2OA

F
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F
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F
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1
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40

D

D
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40
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1
00

1
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3 3

×2

3×5

3

3

3×2

3

R

2

2

2

R

3

R D

50

2

R

R
R

40
R

9.52φ

１２３４５６７１１ １０ ９ ８

5,000 5,000 5,000 5,000 5,0005,400 5,400 5,400 5,400

注記

*

リモコン配線の壁内配線はPF16にて配管しリモコン本体はボックスに取り付けること。*

*

*

屋内の配線はメタルモールA型にて施工すること。

天井内配線は露出配線とする。

内外機配線は冷媒管に共巻とする。（EM-CE2.0-3C  EM-CEE1.25-2C）

EM-CEE1.25-2C

CR 集中リモコン

R 屋内機リモコン

* 特記無きドレン配管の室内機繋ぎ込みは25Aである。

* 特記無きスパイラルダクトのサイズは150φである。

C
R

EM-CEE1.25-2C×7
EM-CE2.0-3C×6

CVV2.0sq7Cチラー操作
EM-CEE1.25-2C集中リモコン

機械置場平面詳細図参照

RR

R
R

EM-CEE1.25-2C PAC-5リモコン

R

チラーリモコン
集中リモコン

PAC-5リモコン
PAC-4リモコン

R

* ダクトの外壁貫通部については既設貫通孔利用とする。

SCALE



多目的ホール操作室
吹抜

小会議室

ベランダ

庇

吹抜

給湯

男子便所

手洗い

女子便所

公民館教室

教育支援センターB

廊下

ベランダ

教育支援センターA

ＥＶ棟（11.76m2）
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玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150空調設備２階平面図(改修)

M- 16
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1
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2

PAC
2

PAC
5

PAC
6

PAC
4

F
5

1
OA

F
1

1
OA

F
1

1
OA

F
1

200x150

1
OA

F
1

1
OAF

3
F
2

F
2

F
6

D

40

40

40
4
0

10
0

100

DR

50
3×5
2
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3

2

3

3

3 3

×2

3
R

3×5
2

R D

50

3×5
2

4

4

40

4
0

1
2 12.7φ

液　　管

6.35φ

ガ　ス　管
9.52φ6.35φ

3 15.88φ9.52φ
4 25.4φ9.52φ

注記

*

リモコン配線の壁内配線はPF16にて配管しリモコン本体はボックスに取り付けること。*

*

*

屋内の配線はメタルモールA型にて施工すること。

天井内配線は露出配線とする。

内外機配線は冷媒管に共巻とする。（EM-CE2.0-3C  EM-CEE1.25-2C）

EM-CEE1.25-2C

CR 集中リモコン

R 屋内機リモコン

* 特記無きドレン配管の室内機繋ぎ込みは25Aである。

* 特記無きスパイラルダクトのサイズは150φである。

EM-CEE1.25-2C×14
EM-CE2.0-3C×13

EM-CEE1.25-2C×7
EM-CE2.0-3C×6

CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

CVV2.0sq6C(25)空調機操作

CVV2.0sq6C(25)空調機操作

CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

フレキダクト200φ×4
吹出しノズル200φ×4

HS1200×400

SAC1300×500

RAC1300×500

RRR

R R

1階事務室リモコンへ

内張t-25

内張t-25

R

* ダクトの外壁貫通部については既設貫通孔利用とする。

SCALE



玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

吹抜 吹抜

吹抜

屋根

屋根
屋根

空調設備Ｒ階平面図(改修)

M- 17
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2
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2

PAC
5

PAC
6

PAC
4

R

3×5
2

R

3×5
2

4

配管化粧カバー(SUS)
記号 有効寸法 参考品番
A W450H213 RD-450H

A

B

B W150H97 RD-150

A

C

C W300H213 RD-300H
D W300H93 RD-300

D

B

備考
架台・止水プレート他
架台・異径ジョイント他
架台・異径ジョイント他
架台・異径ジョイント他

3×10
2

4

2 4

4

×2

3×102

3 ×92

3 ×3

3 ×4

3 ×2

3 ×5

3 ×52

3 ×62

3 ×72

3 ×82

3

鳩小屋側部開口450×200

1
2 12.7φ

液　　管

6.35φ

ガ　ス　管
9.52φ6.35φ

3 15.88φ9.52φ
4 25.4φ9.52φ

注記

*

リモコン配線の壁内配線はPF16にて配管しリモコン本体はボックスに取り付けること。*

*

*

屋内の配線はメタルモールA型にて施工すること。

天井内配線は露出配線とする。

内外機配線は冷媒管に共巻とする。（EM-CE2.0-3C  EM-CEE1.25-2C）

EM-CEE1.25-2C

CR 集中リモコン

R 屋内機リモコン

* 特記無きドレン配管の室内機繋ぎ込みは25Aである。

* 特記無きスパイラルダクトのサイズは150φである。

EM-CEE1.25-2C×13
EM-CE2.0-3C×13

EM-CE2.0-3C

EM-CEE1.25-2C×14
EM-CE2.0-3C×13

EM-CEE1.25-2C(集中リモコン)

SCALE



OA
VD450×400

VD700×700

CR
1

P
1

ET
1

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/50平面詳細図(改修)

M- 18

１
5,

00
0

5,000

Ｅ

Ｃ
VD1000×500

SAC

RA
ステージ下より

AH
1

1M-3

空調設備機械置場

配管・ダクト設備詳細図

P
1

ET
1

１
5,000

SAC

RA
ステージ下より

1M-3

配線・計装設備詳細図

TH T

CVV2.0sq3C×3

CVV2.0sq3C
CVV2.0sq3CS

W

CVV2.0sq3C

E22sq(19)

CV8sq3C E5.5(31)空調機電源
CV5.5sq3C(31)ポンプ電源
CV100sq3C(既設63)チラー電源

E22sq(19)
CVV2.0sq2C(19)インターロック
CV5.5sq3C(31)ポンプ電源

E22sq(VE16)
CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作
CVV2.0sq2C(HI22)インターロック

CV5.5sq3C E2.0(HI28)ポンプ電源CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

CVV2.0sq2C(19)インターロック

CVV2.0sq6C(25)空調機操作

以降空調設備２階平面図参照

以降空調設備２階平面図参照

配線延長

配線延長

改修→

SA(以降撤去図参照)

GV65
ST65

700×700

750×750

750×650

1000×500

GV20(加湿)2
0

6
5

GV65(CH)

a
配管架台

50x50 W650H300H400
50x50 W300H800b

a

50x50 W500H100c

d 50x50 W300H100

b

c

c

d

d
d

e

50x50 W450H100e

d

d

f

50x50 W500H500f

g

50x50 W500H2300H3600g

*架台寸法は参考とし、採用機器の仕様に準じる。

既設SAC接続

キャンバス継手700×700

キャンバス継手750×750

CV100sq3C(既設63)チラー電源改修→

CV100sq3C(既設63)チラー電源改修→

OA
VD450×400

AH
1

WP

M

CV5.5sq3C E2.0(PF28)ポンプ電源

PB4:4:3

PB1:1:1

PB1:1:1

d

CV8sq3C E5.5(31)空調機電源

M

1組
1組
2組
5組
1組
3組
1組

h
ダクト架台

50x50 W900H2500
50x50 W900H200i

2組
2組

hi

h

f

f

i

D

コイル水抜き弁15×2
D30×2

20

フェンス(建築工事)

フェンス(建築工事)

CR
1

コンクリート打設(建築工事)

既設HHかさ上げ(建築工事)

T

T

ST20(加湿)

コンクリート打設(建築工事)

フェンス(建築工事)

フェンス(建築工事)

SCALE
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空調機
操作盤
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水中ポンプ

P

A
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30/20

水中ポンプ

P

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

空調制御盤単線結線図

M- 19

空調制御盤　1M-3

MCB
3P
225/200

交換(盤内配線共)

MS125A
↓

MS200A

交換(THR・盤内配線共)

SCALE



空調機器表(撤去)

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

M- 20

1---30.02003113,000冷水量　377?/min　12°C～7°C空冷ヒートポンプチラーユニットCR-1

室外機室内機

低温暖房

（KW）

暖房（KW）冷房（KW)（KW）（KW）（V）（φ）

消費電力圧縮機送風機出力電圧相Kcal/h

台数電気容量暖房能力冷房能力形式・仕様

機器名称記号

空　調　機　器　表

1.5×2

1---22.52003空冷ヒートポンプチラーユニットCR-2

機械置場1------65φ×50φ×370?/min×20m×2.2kW冷温水ポンプP-1

備考

2003 --

機械置場

1------ 2003 --

機械置場　屋階2------加圧シスタンク膨張タンクEXT-1 1001 --

機械置場1----空調機 冷温水コイル6列AH-1 2003 7.5

屋階

Kcal/h

131,000

温水量　437?/min　40°C～45°C

冷水量　245?/min　12°C～7°C

温水量　297?/min　40°C～45°C

73,700 89,100 0.4×4

全閉外扇屋外型モーター

屋階65φ×50φ×330?/min×25m×3.7kW冷温水ポンプP-2

全閉外扇屋外型モーター

200W

冷水量　330?/min　7°C～12°C　吸込空気27℃ DB 19.5℃ WB

温水量　437?/min　40°C～45°C　吸込空気15℃ DB風量16,260m3/h　機外静圧373Pa

99,000 118,000

水スプレー加湿57Kg/H　平形フィルター フィレドレンPS/600 8枚

メインロビー1----小型空調機AH-2 1001 0.36冷水量　30?/min　7°C～12°C　吸込空気27℃ DB

温水量　30?/min　40°C～45°C　吸込空気15℃ DB風量1,680m3/h　機外静圧147Pa

9,640 9,680

1・2階廊下4----ファンコイルユニットFC-4 1001 -水量　14?/min　ダクトサイズ 吹出700×100　吸込700×175 3,600 3,770

生活実習室　婦人教養室16----ファンコイルユニットFC-6 1001 -水量　17?/min　ダクトサイズ 吹出1000×100　吸込1060×175 4,830 4,900

農業研究室　図書室　小会議室

壁掛型空冷ヒートポンプルームエアコンAC-1 事務室　器具庫2---1.51001 0.045,000 5,500 0.06

空冷ヒートポンプルームエアコンAC-2 居間　寝室21.11001 0.0122,200 3,000壁掛型　ツイン 0.35 ---

電気容量

機器名称記号
（φ）

電圧

(W) （φ）

相

（V）

備考

接続口径消費電力

台数換気機器表 形式・仕様

単 2型式　低騒音型　風量　60ｍ3/ｈF-1 便所100100 21天井扇

単 4型式　低騒音型　風量　120ｍ3/ｈF-2 1階浴室　厨房　湯沸　2階湯沸100100 16天井扇

単 24型式　低騒音型　風量　240ｍ3/ｈF-3 1階男子脱衣室　女子脱衣室　男子浴室　女子浴室　男子便所　女子便所　身障者便所100100 30天井扇

単 4型式　低騒音型　風量　234ｍ3/ｈF-4 1・2階廊下100100 30天井扇

単 1型式　低騒音型　風量　170ｍ3/ｈ　機外静圧40PaF-5 多目的ホール100100 51中間ファン

生活実習室　婦人教養室　事務室

2階男子脱衣室　男子便所　女子便所　農業研究室　小会議室　図書室　器具庫

重量1190kg

重量2950kg

重量2050kg

SCALE



空調設備１階平面図(撤去)

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

M-

6 ×2FC ×26 ×4
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2
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2

×2
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200x150

VD
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SA1450x400(以降詳細図参照)
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管理人室

給湯

ＩＴ教室

便所

ラウンジ

男子浴室

女子浴室

物入

身障者便所

押入

下駄箱

CH

CH

CH

CH 50

505040

322
5

20

*特記無きFCUへの冷温水配管繋ぎ込みは20Aである。
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*特記無きFCUへのドレン配管繋ぎ込みは25Aである。
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30

30

25

S
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SD100

SD100

*特記無きスパイラルダクトのサイズは150φである。
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機械置場平面詳細図(撤去)参照

R

CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作男子便所女子便所

浴室

SCALE



玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150空調設備２階平面図(撤去)
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6 ×4
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AH
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500x300

M- 22
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多目的ホール操作室

小会議室ベランダ

器具庫

廊下

ベランダ

庇

吹抜

町史編纂室

倉庫
給湯

公民館教室

AC
1

*特記無きFCUへの冷温水配管繋ぎ込みは20Aである。
*特記無きFCUへのドレン配管繋ぎ込みは25Aである。
*特記無きスパイラルダクトのサイズは150φである。
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CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

CVV2.0sq6C(25)空調機操作

CVV2.0sq6C(25)空調機操作

CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作
男子便所女子便所

メインロビー

SCALE



玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/150

吹抜

吹抜

吹抜

吹抜 吹抜

吹抜

庇
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空調設備Ｒ階平面図(撤去)
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CR
1

P
1

ET
1

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/50平面詳細図(撤去)

M- 24

１
5,

00
0

5,000

Ｅ

Ｃ

6
5

フェンス撤去(建築工事)

フェンス撤去(建築工事)

C
H

6
5

GV
65

VD1000×500

RAC

OA
VD450×400

SAC

RA
ステージ下より

AH
1

VD1450×400

SA1450x400
以降空調設備1階平面図参照

M

GV65

GV65
ST65

GV25
ST25

1M-3

空調設備機械置場

配管・ダクト設備詳細図

CR
1

P
1

ET
1

１
5,000

フェンス撤去(建築工事)

フェンス撤去(建築工事)

VD1000×500
RAC

OA
VD450×400

SAC

RA
ステージ下より

AH
1

VD1450×400

1M-3

配線・計装設備詳細図

TH T

CVV2.0sq3C×3

M

CVV2.0sq3C
CVV2.0sq3CS

W

CVV2.0sq3C

E22sq(19)

CV8sq3C E5.5(31)空調機電源
CV5.5sq3C(31)ポンプ電源
CV60sq3C(63)チラー電源

E22sq(19)
CVV2.0sq2C(19)インターロック
CV5.5sq3C(31)ポンプ電源
CV60sq3C(63)チラー電源

E22sq(VE16)
CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作
CVV2.0sq2C(HI22)インターロック
CV60sq3C(HI70)チラー電源

M

CV5.5sq3C E2.0(HI28)ポンプ電源CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

CVV2.0sq7C(HI22)チラー操作

WP

1LM-2

M

CVV2.0sq2C(19)インターロック

CVV2.0sq6C(25)空調機操作

以降空調設備２階平面図参照

以降空調設備２階平面図参照

防災倉庫移設(建築工事)

RAC撤去

AH-1撤去

*図中配管は見え掛かりにて全撤去とする。
*図中配管付属品全撤去とする。

ET-1撤去

P-1撤去

CR-1撤去

配線切離し

配線切離し

ケーブル撤去→

ケーブル撤去→

ケーブル撤去→

SCALE



③ 加湿給水口 15A

① 冷温水入口 65A 120 ② 冷温水出口 65A 120

No 名称 管径 出代 No 名称 管径 出代

品番 機 器 仕 様

SA 給気風量 16260 m3/h

全静圧 / 機外静圧 874 / 373 Pa

ﾌﾟﾗｸﾞﾌｧﾝ PF-24D-90F×1
吐出風速 =  8.0  m/s

電動機 3相 200V 60Hz

全閉外扇型(ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰﾓｰﾀ) 7.5 kW / 4P×1

CO
冷却加熱兼用コイル

全熱量

空気温度 DB/WB
入口

出口

水量

損失水頭

水入口 / 出口温度

通過風速

W57 6 12×1300-HF×1
冷却条件

115.10 kW
27.0 / 19.5 ℃

12.5 / 12.1 ℃

330 L/min

64.3 kPa
7.0 / 12.0 ℃

2.41 m/s

加熱条件

137.20 kW
15.0 / 9.7 ℃

40.3 / 19.1 ℃

394 L/min

88.7 kPa
45.0 / 40.0 ℃

HM 水気化式加湿器 WM-VHF50×1

有効加湿量 57.0 kg/h

給水量 2.3 L/min

AF 不織布(JIS質量法74%/ASHRAE質量法81%以上) W610×H610×T20×4

2.5段×2列 W610×H305×T20×2

VD 外気ダンパ W450×H390×1

防振装置 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

玉城町中央公民館改修工事

図面名称：

工事名称：
検図承認 P & D

訂正年月日

設計年月日

1/30AH-1参考図

M- 25
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架台・アンカー位置図

（kg）

No 概算質量

1 550

2 550

3 350

4 70

1
00

0

FD

DO

VD

CH

HM
CO

DO

SA

SV
DR2DR2

DR1

AF

CH

SV 1加湿器用電磁弁

FD 1フード 防鳥金網付

DR2 2点検扉 400×650 外開式

DR1 1点検扉 400×650 内開式

DO 2排水口 32A(SUS) 出代35 －圧 

CH 2配線孔

品番 数量部品名 仕様

SCALE
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